
連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
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計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

人権啓発物資について、配布数の増
を検討しましたが、雨天順延等によ
り配布ができなくなる可能性を考慮
して昨年度と同じ数を用意すること
としました。
広報きさらづ12月号に、特設相談の
案内を掲載したほか、市公式ホーム
ページに人権啓発に係るページを作
成し市民への周知を行いました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

木更津人権擁護委員協議会木
更津市部会の主催により、11
月16日の木更津こどもまつり
で人権啓発物資を500部配布
しました。
また、12月の人権週間に実施
した人権行政合同特設相談開
催の案内を広報きさらづ12月
号に掲載し周知をしました。
さらに、市公式ホームページ
に啓発ページを作成し、中学
生人権作文コンテストの受賞
作品を掲載しました。

人権尊重につ
いての広報・
啓発

木更津人権擁護委員協議
会木更津市部会主催によ
り、主に12月の人権週間
中に各種啓発活動を行
い、地元地方紙を通じ広
報を行います。

女性の人権擁護
についての理解
を深めます。

木更津人権擁護
委員協議会木更
津市部会の主催
により、木更津
こどもまつりで
人権啓発物資を
500部配布しま
したが、来場者
数に対する配布
数が少ないた
め、配布数の増
加を検討しま
す。

木更津人権擁護委員
協議会木更津市部会
の主催により、木更
津こどもまつりで人
権啓発物資の配布を
行います。
また、12月の人権週
間及びそれに伴う人
権・行政特設相談に
ついて広報きさらづ
等への掲載を行い、
市民への周知を図り
ます。1
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年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
広報物等により情報提供を行いまし
た。今後も積極的に広報･啓発に努め
ます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
計画に基づき、相談窓口の一覧を人
権擁護委員に配布し、情報提供を行
いました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

公民館、小学校、中学校等に
人権意識の高揚を図るための
広報物等を配布し、情報提供
に努めました。

木更津人権擁護委員協議会主
催の4市人権擁護委員を対象
とした研修会が7月16日に木
更津市民総合福祉会館にて行
われた際に、人権行政相談以
外の各種相談窓口一覧を委員
に配布し、情報提供を行いま
した。

木更津人権擁護委員協議
会主催により、4市人権
擁護委員を対象に、講演
会・研修会を開催しま
す。

女性の人権も含
めた人権尊重に
ついての理解を
深めます。

各種相談窓口の一覧
が掲載されたパンフ
レットを研修開催時
に人権擁護委員に配
布します。

市民の人権意識
の高揚のための
啓発活動を積極
的に行います。

公民館、小学校、中
学校等に広報及び啓
発活動を行い、人権
意識の高揚を図りま
す。
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人権尊重を
テーマとした
講座・研修会
等の開催
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木更津人権擁護
委員協議会の主
催により、4市
人権擁護委員を
対象に研修会を
実施しました。
人権相談だけで
は対処すること
ができない相談
テーマに関し
て、適切な相談
窓口を紹介でき
るよう情報提供
を行うことを検
討します。

①

人権尊重につ
いての広報・
啓発

人権問題に対する市民の
理解を深め、人権意識の
高揚を高めるため、チラ
シの配布等の各種啓発活
動を行います。

市民の男女共同
参画への意識を
高めることが出
来ます。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
中学校の人権講話を含め、昨年度未
実施校3校で人権教室が実施できまし
た。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

－
学校教育･社会教育関係者等を対象と
することから、今後も参加しやすい
日時を検討します。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

－

今後も災害等により研修を開催でき
ない可能性もあることから、同じ状
況による中止の事態を防ぐため、余
裕を持った日程調整等に努めるこ
と。

総合
評価

改善策等の提言

―
2次評価を踏まえ取り組むこと。

7月の校長会にて人権教室等の開
催依頼を行いました。人権教室
等を小学校5校及び中学校1校に
て実施し、小学生298名、中学生
537名の参加がありました。な
お、前年度未実施だった3校（金
田小、祇園小、木二中）の参加
が実現しました。

実施校6校（計835名）
11月19日木二小　　74名
12月 3日金田小　　42名
12月16日祇園小　　87名
12月17日木二中　 537名
12月19日中郷小　  15名
 1月14日請西小　　80名

市民の人権意識の高揚のた
め、教育委員関係職員・社会
教育関係職員・学校教育関係
者・人権関係課職員を対象に
研修会を令和2年3月25日に実
施する予定でしたが、新型コ
ロナウイルスの影響により中
止となりました。

人権尊重を
テーマとした
講座・研修会
等の開催
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学校教育・社会教育関係
者等を対象に、講演会・
研修会を開催します。
（年1回）

市民の男女共同
参画への意識を
高めることが出
来ます。

男女を問わず人
権意識を高める
ための研修会を
企画します。

令和2年1月に人権尊
重をテーマにした研
修会を開催します。
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人権尊重を
テーマとした
講座・研修会
等の開催

求めに応じて幼稚園・保
育園・小学校等へ訪問
し、人権に関する講話等
を行います。

女性の人権も含
めた人権尊重に
ついての理解を
深めます。

平成29年度未実
施だった4校を
含め、小学校7
校にて人権教室
等を実施し、小
学生438名の参
加がありまし
た。
今後も人権教室
等の未実施校へ
の働きかけを強
化することを検
討します。

7月の校長会にて人権
教室等の開催依頼を
行います。
また、人権週間期間
中に人権教室等を実
施します。
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計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

市公式ホームページを活用し、人権
行政合同特設相談の案内を行ったほ
か、女性の人権ホットラインの案内
を広報掲載により実施しました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

窓口及び電話等による各種相
談窓口等の問い合わせに対
し、情報の提供を行うほか、
各種相談窓口の一覧を市公式
ホームページ等へ掲載しまし
た。また、女性ホットライン
の電話相談案内記事を広報き
さらづ11月号に掲載しまし
た。

窓口及び電話等によ
る各種相談窓口等の
問い合わせに対し、
情報の提供を行うほ
か、各種相談窓口の
一覧を市ホームペー
ジ等へ掲載します。
また、女性の人権
ホットラインの電話
相談案内記事を広報
等に掲載し窓口にお
いても積極的に情報
提供します。

各種相談窓口
の情報の提供

年間を通じ、窓口及び電
話等による各種相談窓口
等の問い合わせに対し、
情報の提供を行います。

女性も含めた市
民の様々な悩み
や問題の解決に
つながります。

窓口及び電話等
による各種相談
窓口等の問い合
わせに対し、情
報の提供を行い
ました。
今後は、横断的
に多種多様な相
談ニーズに対応
すべく、相談窓
口一覧の紹介が
スムーズに行え
るような仕組み
づくりを検討し
ます。
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

C
代理出席を立てるなどの対応を検討
し、出席するよう努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

C

千葉県市町村人権施設連絡会に出席
することにより、県・自治体関係者
との意見交換に繋がり、また、最新
の情報を得られる機会となることか
ら、今後も積極的に参加できるよう
に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

C
２次評価を踏まえ取り組むこと。

令和元年8月28日に浦安市で
開催されましたが、令和元年
度行政相談委員地区会議と日
程が重なったため、出席がか
ないませんでした。

県・自治体等
との情報交換

県内任意の市町村で構成
される「千葉県市町村人
権施策連絡会」へ参加し
情報交換を行います。

本市人権施策を
進める上での参
考となります。

木更津市にて
「千葉県市町村
人権施策連絡
会」を開催し、
千葉県のほか12
市が参加し、同
性パートナー
シップ制度の導
入に向けた取組
み状況など人権
に関する施策に
ついて議論を行
いました。
今後も可能な限
り出席するよう
努めます。

令和元年度は、浦安
市が幹事市となる予
定であり、全ての開
催回に出席するよう
努めます。
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改善等の提言
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【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
3回開催された木更津人権擁護委員協
議会常務委員会に全て出席し、積極
的な情報交換を行いました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

市ホームページ及びFacebokなどを使い、
様々な方法での啓発に努めました。引き
続き情報提供等による啓発に取り組みま
す。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

木更津人権擁護委員協議会主
催による、4市の人権擁護委
員(常務委員)及び市職の会議
へ参加し情報交換を行いまし
た。

第1回　令和元年6月14日
第2回　令和元年9月6日
第3回　令和元年11月29日

性の商品化を防ぐための啓発
を男女共同参画情報紙へ記事
掲載しました。また、市ホー
ムページやFacebook等を活用
し情報提供に努めました。

①

性の商品化を防
ぐための啓発に
関して、男女共
同参画情報紙へ
掲載できるよ
う、男女共同参
画情報紙の紙面
の構成を工夫
し、掲載に努め
ます。

男女共同参画情報紙
への記事掲載を検討
します。
また、情報紙以外の
方法による情報提供
の実施に努めます。

(

1

)

1 ②

性の商品化を
防ぐための啓
発

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）に
啓発記事を掲載します。

女性への人権侵
害を防ぎます。

県・自治体等
との情報交換

木更津人権擁護委員協議
会主催による、4市の人
権擁護委員(常務委員)及
び市職の会議へ参加し情
報交換を行います。

本市人権施策を
進める上での参
考となります。

木更津人権擁護
委員協議会主催
による、4市の
人権擁護委員
（常務委員）及
び市職の会議へ
参加し情報交換
を行いました。
今後はより積極
的に情報提供等
を行うことを検
討します。

木更津人権擁護委員
協議会主催による、4
市の人権擁護委員(常
務委員)及び市職の会
議へ参加し情報交換
を行い、他市との協
力体制を強化しま
す。
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年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

引き続き、情報紙の配付やホーム
ページなどを使い、広く情報提供を
行えるよう努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
引き続き有害広告物の監視及び撤去
に取り組みます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

男女共同参画推進情報紙にお
いて、性の商品化を防ぐ記事
として「JKビジネス」の問題
について掲載し、研修会等に
おいて配付し、情報提供に努
めました。

現在有害広告物はほとんどな
く、令和元年度は撤去は1件
もありませんでした。職員及
び青少年補導員により定期的
にパトロールを実施し、年間
290回実施されたパトロール
と併せて監視活動を行い、抑
制に努めました。

職員及び青少年
補導員が実施す
るパトロール時
において継続的
に監視できるよ
う周知します。

10

地
方
創
生
推
進
課

性の商品化を
防ぐための啓
発

研修会・講習会等で情報
提供します。

女性への人権侵
害を防ぎます。

研修会・講習会
等において、性
の商品化を防ぐ
ための啓発とし
て、情報提供を
行うため、配布
するチラシ等の
内容の充実を検
討します。

各種研修会・講習会
において、性の商品
化を防ぐための啓発
に関して、わかりや
すい内容のチラシ等
を用意し、情報提供
できるように努めま
す。

②

性の商品化を
防ぐための啓
発と促進

職員及び青少年補導員に
より、青少年の健全育成
と環境浄化活動の一環と
して、電柱等に張られた
性風俗のビラ・看板等を
定期的に撤去します。

有害広告物の撤
去活動を通し
て、人権として
の性の尊厳に関
する市民レベル
で啓発につなが
ります。

職員及び青少年補導
員によるパトロール
時には、有害広告物
を常に監視し、確認
した際には即座に撤
去できるよう取り組
みます。

Ⅰ 1

(

1

)

②

11

ま
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Ⅰ 1

(

1
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課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
出生通知書の回収率と新生児訪問の実施
率は比例するため、ほぼ100％を達成する
ことができました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

子育て支援課に係る出生時の
諸手続きの中に出生通知書の
提出を位置づけることで回収
率の向上を図り、新生児訪問
の実施率を99.8％にすること
ができました。
また、里帰り先での新生児訪
問実施者に対しても、主任児
童委員の訪問を47件実施する
ことで、子育て情報の周知を
行いました。
訪問指導員へは研修会、事例
検討会を2回開催しました。

12

子
育
て
支
援
課

Ⅰ 1

(

1

)

②

母性に対する
正しい認識の
啓発

産婦訪問指導・新生児訪
問指導を実施します。

親になるための
自覚を高め、母
性を深めます。

引き続き、新生
児訪問の全数把
握に努めます。
さらなる活動と
して、主任児童
委員による赤
ちゃん訪問も充
実させ、他市で
の里帰り訪問実
施者へのフォ
ローを強化しま
す。

子育て支援課の出生
時の諸手続の一連の
流れに、出生通知書
の提出を位置づける
ことで回収率の向上
を図ります。
また、里帰り先での
新生児訪問実施者に
対しても、主任児童
委員の訪問を実施す
ることで子育て情報
の周知をしていきま
す。
訪問指導員へは研修
会、事例検討会を開
催します。

8



連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

健診診未受診率が増加傾向のため、
引き続き、未受診対策を講じていき
ます。
健康きさらづ21の目標である、幼児
の就寝時刻については、目標が達成
できていない状況です。効果的な保
健指導について検討し、体系的に実
践していく必要があります。発達支
援については、引き続き子育て支援
課等の関係課と連携して、切れ目の
ない支援を行います。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

予定通り年33回実施しまし
た。（感染症拡大防止のため
中止した3月分を除いた回
数）
対象月に健診未受診となった
際は、早期に電話又はハガキ
にて受診勧奨を行い、受診率
は全体で95.9％でした。また
未受診となった際は訪問にて
育児や成長・発達の確認、保
護者の相談に応じるなど個別
指導を丁寧に行いました。
基本的な生活習慣の確立に向
け、全ての健診時に生活リズ
ムに関する健康教育を実施し
ました。重ねて個別指導では
家庭に応じた指導・助言を行
いました。保護者からの発達
や育てにくさに関する相談は
増えているため、健診時に臨
床心理士との面接やこども相
談等に繋げ、早期対応に努め
ました。

1

(

1

)

②

乳幼児健康診査を実施し
ます。

親になるための
自覚を高め、母
性を深めます。

健診の必要性を
伝え、受診率向
上に努めます。
保護者の役割を
具体的に提示
し、自覚を高め
実践に繋がるよ
う支援を行いま
す。
継続支援が必要
なケースには、
関係機関と連携
し丁寧な関わり
を持つよう努め
ます。

乳児健康診査、1歳6
か月児健康診査、3歳
児健康診査を、それ
ぞれ年36回実施しま
す。
案内文の工夫や、電
話勧奨等で健診の必
要性を丁寧に説明
し、また別日を案内
するなど、受診率向
上に努めます。
基本的な生活習慣の
確立に向けた健康教
育の実施や、保護者
が子どもの成長・発
達に応じた関わり方
が出来るよう丁寧な
個別指導の実施に努
めます。
子育て支援課をはじ
め関係機関と連携
し、継続した支援を
行います。

13

健
康
推
進
課

Ⅰ

母性に対する
正しい認識の
啓発
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標

主
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課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
引き続き情報収集に努め、必要に応
じて表現の見直しを申し入れます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
幅広く情報収集に努め、検証し、必
要に応じて是正を申し入れます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

市が作成する看板、印刷物、
ホームページやFacebookにつ
いて、固定的な男女の役割分
担意識を連想させる表現がな
いか、アンテナを高くし情報
収集に努めました。

市が作成する看板、印刷物、
ホームページやFacebookにつ
いて、固定的な男女の役割分
担意識を連想させる表現がな
いか、アンテナを高くし情報
収集に努めました。特に是正
を申し入れる必要のある表現
は見受けられませんでした
が、引き続き情報収集に努め
ます。

1

(

1

)

③

男女共同参画
の視点からの
メディア・看
板・印刷物に
おける表現の
見直しの促進

市が作成する看板や市民
向けの印刷物などの表現
について、情報収集に努
めます。

固定的な男女の
役割分担意識の
是正につながり
ます。

市が作成する看
板や市民向けの
印刷物における
表現について、
今後も男女共同
参画の視点から
情報収集に努め
ます。

固定的な男女の役割
分担意識を連想させ
る表現について、必
要に応じて是正を申
し入れる為、市が作
成する看板や市民向
けの印刷物などの表
現について、情報収
集に努めます。

14

地
方
創
生
推
進
課

Ⅰ 1

(

1

)

③

男女共同参画
の視点からの
メディア・看
板・印刷物に
おける表現の
見直しの促進

男女共同参画の視点から
みて、ふさわしくない表
現については、是正を申
し入れます。

固定的な男女の
役割分担意識の
是正につながり
ます。

市が作成する看
板や市民向けの
印刷物などにつ
いて、是正が必
要な表現等は見
受けられなかっ
たことから、今
後も情報収集に
努め、必要に応
じて表現の見直
しを促します。

市の作成する看板や
市民向けの印刷物等
について、男女共同
参画の視点から見て
ふさわしくない表現
があれば、是正する
ように申し入れを行
います。
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進
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課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後もセクハラ・DV等の暴力の根絶
を目指して、啓発を続けます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

防止に繋がる情報提供が手薄になってし
まったので、事例などの情報収集を行
い、研修やフォーラム等で啓発するよう
努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

今後も男女共同参画情報紙にセク
シャル・ハラスメント、DV防止に繋
がる記事の掲載に努めるとともに、
国や県が発信している情報を収取
し、研修やフォーラムなどで発信で
きるように努めること。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

男女共同参画情報紙にドメス
ティック・バイオレンスに関
する記事を掲載しました。ま
た、併せて市民が気軽に相談
できるよう、身近な相談窓口
について情報提供を行いまし
た。

男女共同参画情報紙でドメス
ティック・バイオレンスの内
容と相談窓口について掲載し
たことから、研修会等などで
情報紙の配付を行いました。
啓発については、相談先の紹
介のウェイトが大きかったた
め、防止に繋がる内容の情報
提供が手薄になってしまいま
した。

セクシュア
ル・ハラスメ
ントやドメス
ティック・バ
イオレンスの
防止に関する
啓発

研修会・講習会等で情報
提供します。

セクシュアル・
ハラスメントや
ドメスティッ
ク・バイオレン
スの防止になり
ます。

研修会・講習会
等において、セ
クシャル・ハラ
スメントやドメ
スティックバイ
オレンスの防止
について情報提
供を行うため、
配布するチラシ
等の内容の充実
を検討します。

各種研修会・講習会
において、セクシャ
ル・ハラスメントや
ドメスティックバイ
オレンスの防止な
ど、暴力の根絶に関
して、わかりやすい
内容のチラシ等を用
意し、情報提供でき
るように努めます。
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方
創
生
推
進
課

Ⅰ 1

(

2

)

①

セクシュア
ル・ハラスメ
ントやドメス
ティック・バ
イオレンスの
防止に関する
啓発

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）に
啓発記事を掲載します。

セクシュアル・
ハラスメントや
ドメスティッ
ク・バイオレン
スの防止になり
ます。

セクシャル・ハ
ラスメントやド
メスティックバ
イオレンスの防
止について、
「ＤＶ相談窓
口」等に関する
記事を掲載しま
した。

セクシャル・ハラス
メントやドメス
ティックバイオレン
スをはじめとする、
各種暴力の防止を図
るための啓発や、相
談窓口等について、
わかりやすい記事の
掲載に努めます。16
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方
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課

Ⅰ 1

(

2

)

①
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基
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標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
引き続き窓口の周知に取り組むとと
もに、被害防止に向けて啓発活動を
行います。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

フォーラムの中で、テーマとして実施す
ることはできませんでしたが、対応策と
して各フォーラムでドメスティック・バ
イオレンスについて触れた男女共同参画
情報紙を配付しました。今後も、セミ
ナーの中で講師に触れてもらう場面を作
るなど、啓発の検討を行っていきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

今後もセクシャル・ハラスメントや
DVなど、特に女性に対する暴力の根
絶に向けて、研修会やフォーラムの
テーマとして盛り込むよう努めるこ
と。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

令和元年度と同様に広報きさ
らづ6月号へ相談窓口の掲載
を行ったほか、カードやス
テッカーの設置等により啓発
活動を行いました。
啓発により、ドメスティッ
ク・バイオレンス防止及び被
害者への相談先の周知を図
り、特に立場の弱い女性の権
利擁護を図りました。

男女共同参画フォーラムの
テーマとして検討しました
が、
限られた回数での開催の中
で、セクシャル・ハラスメン
トやドメスティック・バイオ
レンスに絞った内容の講座を
設けることはできませんでし
たが、広報紙等による啓発を
行いました。

セクシュア
ル・ハラスメ
ントやドメス
ティック・バ
イオレンスを
理解するため
の学習機会の
充実

男女共同参画フォーラム
で女性に対する暴力に関
する講座を設けます。

セクシュアル・
ハラスメントや
ドメスティッ
ク・バイオレン
スの防止になり
ます。

セクシャル・ハ
ラスメントやド
メスティックバ
イオレンス等、
特に女性に対す
る暴力に関し
て、男女共同参
画フォーラムの
テーマの一つに
盛り込めるよう
に、検討しま
す。

セクシャル・ハラス
メントやドメス
ティックバイオレン
ス等、特に女性に対
する暴力について、
男女共同参画フォー
ラムのテーマのなか
に取り入れるように
努めます。
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Ⅰ 1

(

2

)

①

セクシュア
ル・ハラスメ
ントやドメス
ティック・バ
イオレンスの
防止に関する
啓発

11月の「女性に対する暴
力をなくす運動期間」を
中心に啓発活動を行いま
す。

ドメスティッ
ク・バイオレン
スの防止になり
ます。

広報及び市ＨＰ
掲載他、カード
やステッカーの
設置等啓発活動
を行いました。
今後も継続して
実施していきま
す。

啓発活動を通じ、更
なる相談窓口の周
知、ドメスティッ
ク・バイオレンス被
害の防止に努めま
す。
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主
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題
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策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

個別支援などに取り組みました。
児童虐待対応は関係機関との連携が
重要ですが、人事異動等で所属長や
担当が代わるため、常に各機関の役
割等について周知依頼を行います。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

児童虐待の早期発見のための
チェックリストをもとに、小
中学校長会、保育園園長会
議、主任児童委員会等の機関
に説明を加えて配布しまし
た。
また、個別支援会議は36事例
（49人）に対して65回開催
し、事例に応じた関係機関を
召集し、情報共有や課題を明
確にし、具体的な支援方針・
役割分担を決定しました。
適宜、情報共有を行い、支援
方針の見直しを行いました。

こどもへの虐
待・性的被害
を防止するた
めの啓発

子どもへの虐待・性的被
害を防止するため、学校
教諭、地区民生・児童委
員、家庭相談員等との連
携を強め、情報を共有し
ます。

連携を図り、情
報を共有するこ
とで迅速な対応
に繋がります。

市内保育施設長
会議、小中学校
校長会・教頭
会・養護教育部
会等で連携強化
に関する説明会
を行う外、情報
の共有化が図れ
るよう個別支援
会議を開催し、
役割分担を明確
にした上で連携
していきます。

児童虐待の現状や対
応等の連携強化につ
いて、児童の所属関
係機関に説明会を開
催し、適切なタイミ
ングで通告できるよ
う、具体的な指標を
関係機関に示しま
す。また、引き続き
必要に応じて個別支
援会議を開催し、情
報の共有を図った上
で、より具体的な対
応方法を見出しま
す。
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主
要
課
題

施
策
の
方
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具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
引き続き専門性の強化を図り、相談
対応を実施していきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

体制強化をしたことにより、
これまで以上にタイムリーな
相談支援が図られることに
なったとともに、継続支援の
充実が図られました。
また、児童虐待被害児童の年
齢や理解力など、児童個人に
応じた方法で、暴力等を受け
る必要がないことや、暴力か
らの避難方法やSOSの出し方
を助言しました。

ドメスティッ
ク・バイオレ
ンスと児童虐
待被害者に対
する相談・支
援

配偶者やパートナーから
の暴力や子どもに対する
暴力等に対応するため、
相談に対して適切な助言
をして、問題の解決を図
ります。

配偶者やパート
ナーからの暴力
や子どもに対す
る暴力を根絶
し、精神的不安
の解消を図りま
す。

平成30年度に子
ども家庭総合支
援拠点を設置
し、児童虐待対
応の体制を強化
し、更に令和元
年度にDV相談の
体制強化を行い
ました。
通告や相談に対
し適切な助言を
し、問題解決で
きるよう努めて
おり、今後も継
続して対応して
いきます。

平成30年度に子ども
家庭総合支援拠点を
設置し、児童虐待対
応の体制を強化し、
更に令和元年度にDV
相談の体制強化を行
いました。相談時に
必要な社会資源を提
示し、相談者自身が
支援方法を選択して
問題を解決できるよ
うにしていきます。

21

子
育
て
支
援
課

Ⅰ 1

(

2

)

②

14



連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
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男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
条例等に基づき、支援を行うことが
できました。今後も適切に支援を行
います。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

令和元年度末における支援措
置申請者数は247人、伴わせ
て支援を受ける者は280人で
あり、合計527人に対して、
住民票等の交付制限による支
援を行いました。

ドメスティッ
ク・バイオレ
ンス、ストー
カー行為や高
齢者虐待の被
害者保護のた
めの住民票の
写し等の交付
制限

被害者等からの申出によ
り、被害者と被害者の同
一の世帯員を加害者の暴
力等から保護するため、
住民票の写し等の交付を
制限します。

加害者からの暴
力等を根絶し、
被害者を守りま
す。

条例等に基づき
支援を行いま
す。

被害者等からの申出
により、被害者と被
害者の同一の世帯員
を加害者からの暴力
等から保護するた
め、住民票等の交付
を制限します。

22
市
民
課

Ⅰ 1

(

2

)

②

15



連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
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題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
引き続き関係機関と連携を図りなが
ら、相談に対応していきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

主任児童委員の一斉改選に伴
う新任委員に対する研修を実
施することにより乳児家庭全
戸訪問の安定した実施に努め
ました。また、個人情報の取
り扱いに留意し、児童相談所
や警察署等の関係機関と連携
をとりながら、相談者の必要
とする社会的養護に関する支
援を実施することで、相談者
の権利擁護を図りました。

関係機関との
連携の強化

関係機関との連携を強化
します。

関係機関との連
携を強化するこ
とにより、配偶
者やパートナー
からの暴力や子
どもに対する暴
力の根絶が期待
できます。

要保護児童地域
対策協議会の定
例会の参加者の
充実に努め、関
係機関と必要時
に家庭に関わり
相談に応じてき
ました。乳児家
庭全戸訪問のう
ち里帰り出産後
本市へ戻った家
庭に対し、新た
に主任児童委員
が、訪問する体
制を構築し、本
格稼動いたしま
した。
関係機関に対す
る社会的養護の
制度説明や対応
方法の説明を行
い連携の強化を
行います。

要保護児童地域対策
協議会機能を活用
し、関係機関と必要
時に家庭に関わり相
談に応じてきまし
た。
主任児童委員の一斉
改選により、新たに
委嘱する者に対する
研修の実施により、
乳児家庭全戸訪問
（里帰り出産分）の
安定した実施に努め
ます。
また、関係機関に対
する社会的養護の制
度説明や対応方法の
説明を行い連携の強
化を行います。
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主
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具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

学習指導要領においても、男女共修
を踏まえて行うこととされているた
め、教育課程上も男女共修のもと、
実践的、体験的に行うことができま
した。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

男女共修を踏まえ、基礎的・
基本的な知識及び技術の習得
等を通じ、男女の相互理解、
協力の重要性等を学ぶ機会を
持ちました。
令和元年度は、環境教育事業
の一環として、エコクッキン
グを小学校6校において行い
ました。環境にに配慮した調
理実習を実際に体験する機会
を持つことができました。
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男女共修を踏まえ、
基礎的・基本的な知
識及び技術の習得等
を通じ、男女の相互
理解、協力の重要性
等を学ぶ機会の充実
を図ります。
今年度は、環境教育
事業の一環として、
エコクッキングを小
学校6校において行う
予定とし、実践的な
活動を行います。

技術・家庭科
の男女共修の
徹底

各学校での技術家庭科の
共修を徹底します。

男女共に、基礎
的・基本的な知
識及び技術の習
得を通して、生
活と技術のかか
わりについて理
解を深め、進ん
で生活を工夫し
創造する能力と
実践的な態度を
育てます。

学習指導要領に
おいても、男女
共修を踏まえて
行うこととされ
ているめ、実践
的・体験的な学
習について、男
女共修を実施す
るよう、技術・
家庭科担当教員
に対し、働きか
けを行ないま
す。
技術・家庭科分
野に限らず、児
童、生徒名簿を
はじめ、日常的
に男女混合の配
置を考慮してい
きます。
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事業名
事業内容
及び
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男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

可能な領域での男女共修の機会を持
つことができました。
学校間の共修の機会の情報を共有
し、更なる機会の増大を図ることを
検討します。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

可能な領域や種目での男女共
修の機会を設けるよう、各学
校に対して働きかけを行いま
した。
体育祭でのダンス活動や武道
の授業では、男女共修で行う
ことのできる領域で、機会を
持つことができました。

保健体育の男
女共修の促進

保健体育科担当教員に対
し、各学校において可能
な領域や種目で共修を実
践することを働きかけま
す。

運動における競
争や協同の経験
を通し、公正な
態度や進んで規
則を守り互いに
協力して、責任
を果たす態度を
育てます。

各学校におい
て、可能な領域
や種目で、男女
共修の機会を設
け、男女の相違
等を認識し、相
互理解を深めま
す。
運動会、体育祭
での学校行事に
おいて、共修の
機会を設けてい
きます

可能な領域や種目で
の男女共修の機会を
設けるよう、各学校
に対して働きかけを
行ないます。
体育祭でのダンス活
動や武道の授業にお
いて、男女共修の時
間を設け、共修の機
会を図っていきま
す。25
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具
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事業名
事業内容
及び
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男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

今後も、男女共同参画の機会を広く
呼びかけるとともに、更なる機会の
促進を図ります。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

全教育活動において、PTA役
員、学校評議委員、学校支援
ボランティア等の活動おい
て、男女の差なく活動を得ら
れました。
学校評議員で3:1、学校支援
ボランティアで1:2の男女比
の構成です。学校支援ボラン
ティア活動での女性の活動
は、各校において重要な役割
を持ち、欠かせない存在と
なっています。
また、PTA役員等の活動は、
広報紙等を通じ報告するとと
もに、活動への参加について
も広く呼びかけました。

ＰＴAや保護
者に対する男
女共同参画教
育理解への働
きかけ

全教育活動を通した男女
共同参画に関する教育の
実施について、ＰＴA・
保護者に理解を得ると共
に、男女共同参画を図り
ます。

父親の保護者会
参加を呼びか
け、父母が協力
して子育てをす
るという意識を
高めます。

ＰＴA役員、学
校評議委員、学
校支援ボラン
ティア等の活動
を通じて、男女
共同参画の機会
を得ておりま
す。ＰＴA役員
等の募集におい
ては、男女の差
なく、広く呼び
かけを行ってお
り、男女参画の
機会を図ってい
きます。

全教育活動におい
て、ＰＴA役員、学校
評議委員、学校支援
ボランティア等の活
動を得、男女参画の
機会の促進を図って
いきます。各学校で
のＰＴA活動等を広報
紙等を利用し、保護
者に呼びかけを行
い、今後の更なる活
動へとつなげていき
ます。
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事業名
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男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

教職員の限られた時間を有効に活用
し、必要度の高い研修会を設けるこ
とができました。
今後も必要度の高い研修会の機会を
設けるよう努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

夏季休業期間を利用し、学校
経営教育相談、特別支援教
育、道徳等に関する講座を10
講座開催し、617名が受講し
ました。研修会を通じて得た
人権に関する正しい理解と認
識を今後の指導力と資質の向
上へとつなげていけるよう、
講座内容を検討しました。

教職員が人権に関する正
しい理解と認識を深め、
指導力と資質の向上を図
るため、計画的な研修を
推進します。

全教育活動の中
で、児童生徒一
人一人を大切に
する教育を推進
できるよう、教
育課程を編成し
ます。

夏季休業期間を
利用し、特別支
援教育、道徳、
教育相談等の研
修会を開催し、
教職員の人権に
関する正しい理
解と認識を深
め、今後の指導
力と資質の向上
を図り、教育課
程への反映を
行っていきま
す。

夏季休業期間を利用
した、特別支援教
育、道徳、教育相談
等の研修会を開催し
ます。研修会を通じ
て得た人権に関する
正しい理解と認識を
今後の指導力と資質
の向上へとつなげて
いけるよう、講座内
容を検討します。27
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男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

寸劇セミナーは、生徒・教職員に対して
男女共同参画を分かりやすく学習する事
業であることから引き続き参加し啓発活
動に努めます。研修会への講師の派遣
は、依頼を受けやすい環境づくりのた
め、積極的に様々なメニューの周知を図
り、講師派遣の活用に繋げていきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

教職員の研修会への講師派遣は、要
請を待つだけでなく、関係機関と連
携し広く周知を行い、積極的な講師
派遣に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

千葉県男女共同参画地域推進
員事業として、寸劇セミナー
を実施することにより、教職
員に対し男女共同参画の必要
性・重要性について周知を図
りました。また、教職員の研
修会への講師派遣について
は、依頼が無かったため実績
はありませんでした。

①

教職員への男
女共同参画学
習の促進

求めに応じて教職員の研
修会へ講師を派遣しま
す。

教職員へ男女共
同参画の必要
性、重要性につ
いての理解が得
られます。

関係部署・機関
等と連携して、
求めに応じて教
職員の研修会等
へ講師の派遣を
行います。
また、啓発の一
環として、「千
葉県男女共同参
画地域推進員事
業」での寸劇セ
ミナーに参加
し、男女共同参
画学習の促進を
図ります。

関係部署・機関等と
連携を図りながら、
求めに応じて、教職
員の研修会等へ講師
の派遣を行います。
また、「千葉県男女
共同参画地域推進員
事業」の寸劇セミ
ナーの活動に参加
し、男女共同参画学
習の促進を行いま
す。
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事業名
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男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

寸劇セミナーの実施により、男女共
同参画の必要性・重要性について理
解を得られました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

千葉県男女共同参画地域推進
員事業として、教職員を含む
中学生を対象に寸劇セミナー
を実施しました。年2回の実
施を計画し、計画通り以下の
2校で実施しました。
　
実施場所
①私立翔凛中学校
②袖ケ浦市立蔵波中学校
実施日
①11月13日（水）
②11月22日（金）
参加者数
①81名
②189名

千葉県男女共同参画地域
推進員事業として、中学
校全校生徒を対象とし
て、教職員と共同して寸
劇を実施します。

教職員及び中学
生へ男女共同参
画の必要性、重
要性についての
理解が得られま
す。

「千葉県男女共
同参画地域推進
員事業」に参加
し、教職員と共
同して、寸劇を
実施し、男女共
同参画学習の促
進を図ります。

「千葉県男女共同参
画地域推進員事業」
として、千葉県男女
共同参画センター・
南房総地域各市町担
当職員・地域推進
員・学校等の関係機
関と協力して、中学
校での寸劇セミナー
等の実施により、男
女共同参画学習を促
進します。

29

地
方
創
生
推
進
課

Ⅰ 2

(

1

)

①

教職員への男
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習の促進
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事業名
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男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
フォーラムの案内や情報紙の提供に
加え、今後も必要に応じ資料や情報
の提供に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

教育委員会及び各学校へ男女
共同参画フォーラムの開催案
内や男女共同参画情報紙
（デュエット）などの資料を
提供しました。

教職員へ男女共同参画に
関する資料を提供しま
す。

教職員へ男女共
同参画の必要
性、重要性につ
いての理解が得
られます。

男女共同参画学
習の促進を図る
ため、教職員に
対する情報提供
を行います。

男女共同参画学習の
促進に関して、適
宜、教職員への情報
提供・資料提供を行
います。
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

園児自身が男女平等の意識を持つこ
とができるよう男女を区別すること
なく平等に活動に参加し、様々な経
験を通して成長を促すことができま
した。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

保育園生活においては男女の
区別無く保育を行い、園児が
誰しも平等に活動に参加し、
様々な経験を通して成長を促
しました。
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②

保育園におけ
る男女共同参
画教育の推進

保育園の日常生活の中
で、並び順・当番活動な
ど、男女を区別すること
なく保育します。

保育園での日常
生活を通して、
幼少時から園児
自身が男女平等
の意識を持つよ
うになります。

保育園生活にお
いて引き続き男
女を区別するこ
となく保育を実
施していきま
す。

保育園生活において
は男女の区別無く保
育を行い、園児が誰
しも平等に活動に参
加し、様々な経験を
通し成長を促してい
きます。
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年度別の事業計画
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計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

研修会への講師の派遣は、依頼が無かっ
たことから、PR不足が考えられます。依
頼を受けやすい環境づくりのため、積極
的に様々なメニューの周知を図り、講師
派遣の活用に繋げていきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

－

保育士の研修会等への講師派遣が行
われなかたため、（－）評価とす
る。派遣の要請がなかったことの一
つにPR不足が考えられるため、今後
も関係部署・機関と連携し積極的な
周知を行い、男女共同参画の推進を
図ること。

総合
評価

改善策等の提言

―
２次評価を踏まえ取り組むこと。

情報提供により、男女共同参
画についての理解を得るよう
努めましたが、講師派遣の依
頼は無かったので実績はあり
ませんでした。

保育士へ男女共
同参画の必要
性、重要性につ
いての理解が得
られます。

関係部署・機関
等と連携して、
求めに応じて保
育士の研修会等
へ講師の派遣を
行います。

関係部署・機関等と
連携を図りながら、
求めに応じて、保育
士の研修会等への講
師の派遣を行いま
す。
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②

保育士への男
女共同参画学
習の促進

求めに応じて保育士の研
修会へ講師を派遣しま
す。
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後も必要に応じ、情報提供をして
いきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

県や関係団体が発信するセミ
ナーの案内や男女共同参画に
関する資料を、関係部署やこ
ども保育課を通じて市立保育
園などに提供しました。

保育士へ男女共同参画に
関する資料を提供しま
す。

保育士へ男女共
同参画の必要
性、重要性につ
いての理解が得
られます。

男女共同参画学
習の促進を図る
ため、保育士に
対する情報提供
を行います。

男女共同参画学習の
促進に関して、適
宜、保育士への情報
提供・資料提供を行
います。
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保育士への男
女共同参画学
習の促進
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男女共同参画
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後も公民館の家庭教育学級の担当
者会議等を通じて学級の内容充実で
きるよう研修会を開催します。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

各公民館の実施状況は次のと
おりです。

家庭教育学級担当者会議や研修
会等を通して、学習プログラム
の内容について意見交換をしま
した。
家庭教育学級担当者会議
5月31日　出席者15人
家庭教育学級交流集会
7月3日　　出席者21人
家庭教育学級研究集
（各公民館学級活動の発表）
1月30日　出席者　21名
家庭教育支援後援会について
は、新型コロナウイルス感染拡
大の影響により中止となりまし
た。

①

男女共同参画
の視点にたっ
た多様な学習
メニューの設
定

公民館と連携し、公民館
で開催されている学習プ
ログラムを開発するとと
もに、既存の学級講座を
見直し、男女共同参画に
関するテーマを積極的に
取り入れます。

「男女共同」
「男女共同参
画」に関する
テーマを学級講
座に設定し、女
性問題に関する
啓発に努めま
す。

各公民館の家庭
教育学級で、さ
らに広く男女共
同参画の視点を
プログラムに取
り入れるよう働
きかけます。

公民館の家庭教育学
級の担当者会議等を
通じて学級の内容充
実に努めます。

34
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家庭教育学級の
活動を通して、
男女共同参画の
啓発に努めま
す。

各公民館で、地区対
象の家庭教育学級・
講座を開催します。

公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

男女共同参画
の視点にたっ
た家庭教育学
級・講座の開
催

各公民館で男女共同参画
の視点にたった家庭教育
学級・講座等を開催しま
す。

子育て学習を通
して男女共同参
画の重要性を啓
発することが出
来ます。
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30年度実施結果
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年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
家庭教育という視点から男女共同参
画の意識をためることができまし
た。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
家庭教育という視点から男女共同参
画の意識を高めることができまし
た。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

図書館司書による絵本の読み
聞かせを中心にわらべ歌や手
遊びを行いました。また、読
み聞かせを終えた後、毎回、
簡単なおもちゃ作りを行いま
したが、その中で子育てに関
する情報交換や学級生同士の
交流を深めてきました。子育
てに父親がどのように関わっ
ているのか、毎回話題にする
ことで男女共同参画の意識を
高めてきました。学級生の話
をお互いに聞くことによっ
て、より意識が高まったよう
に感じました。

準備会を開き、学級生同士の
意見交換と担当者との話し合
いで学習計画を立てたので、
学級生からは意義のある開催
だったという感想を多く聞く
ことができました。男女共同
参画の視点で専門家を招いて
子育てに関する講話を実施
し、両親が共に子育てしてい
くことが子の将来に大きな影
響を与えるかを感じることが
できました。今年度も参加者
10名が母親で月に1回の開催
でした。来年度は父親の参加
を呼びかけていくことに努め
ます。

35

中
央
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

中央子育て学
級の開催

幼児をもった親を対象に
した保育つきの子育て学
級を開催し、家庭教育の
充実を図ります。

様々な角度から
家庭教育に関す
る学習を行う中
で男女共同参画
の意識を高めま
す。

36

中
央
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

中央家庭教育
学級の開催

乳幼児の父母が
共に子育てに参
加しやすい場と
して、詠み聞か
せやおもちゃ作
りを中心にしな
がら活動し、学
級生の子育てに
関する情報交換
や学び合う工夫
に努めていきま
す。

わらべ歌や手遊び、
絵本や紙芝居等の読
み聞かせ、更に簡単
なおもちゃ作りなど
の親子活動を通し
て、学級生同士の交
流や情報交換の機会
を設け子育てを中心
に男女共同参画の意
識を高めます。
月1回(年間11回)
開催
対象：市内の就園前
の乳幼児を持つ家族
約20組

更に学習が深ま
るよう、学級生
の父母としての
役割や子育てに
関する学びを話
し合いながら共
に学び合う工夫
をさらに進め、
自主的な運営に
努めていきま
す。

学級生と話し合いな
がら学習計画をたて
ていきますが、男女
共同参画の視点を持
ち、家庭教育に役立
てられるよう意識を
高めて行きます。木
一中学区の小中学生
を持つ母親約11人を
対象に、月1回(年間
11回)の開催を予定し
ます。

小・中学生をもった親を
対象にした家庭教育学級
を開催し、家庭教育の充
実を図ります。

様々な角度から
家庭教育に関す
る学習を行う中
で男女共同参画
の意識を高めま
す。
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施
策
の
方
向

具
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的
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

台風被災及び新型コロナウイルス感
染拡大の影響により、予定通りの回
数を実施できなかったので、今後開
催について再考していきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

今後も参加しやすい内容や日程など
の調整と、同じ状況になった場合の
代替策を検討しながら、多くの方に
参加していただける男女共同参画の
視点に立った学習会づくりに取り組
むこと。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

学習会は、家庭教育の基本を
分かりやすく学べるよう、人
形劇などを盛り込み実施しま
した。
また、親子での参加を促すた
め、土曜に親子コンサートな
どを実施しました。
台風被災及び新型コロナウイ
ルスの感染拡大の影響によ
り、24回実施する予定が17回
の実施となりました。

37

富
来
田
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

富来田幼児家
庭教育学級の
開催

就学時前の児童を対象
に、子育てに対して悩む
ことなく親同士が気軽に
相談できる支援体制作り
に役立てます。

子育てに関し
て、さまざまな
ことを学ぶこと
により、子育て
に対しての悩み
を解決されるこ
とが期待できま
す。

地元の保育園
等、関係機関と
の連携を模索し
ながら、ＰＲ方
法の工夫とプロ
グラムの充実を
図ります。

親子のコミュニケー
ションや子どもの心
の理解など、主に親
として必要な知識や
心構え等に関する講
師を招いて学習会を
開催していきます。
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具
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

台風被災及び新型コロナウイルス感
染拡大の影響により、予定通りの回
数を実施できなかったので、今後開
催について再考していきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

今後も参加しやすい内容や日程など
の調整と、同じ状況になった場合の
代替策を検討しながら、多くの方に
参加していただける男女共同参画の
視点に立った学習会づくりに取り組
むこと。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

主に母親の家庭教育の勉強会
として富来田家庭教育学級
（いちごくらぶ）を実施しま
した。学級は親同士の情報交
換の場としての役割も果たし
ました。また、文化祭に向け
て父親が主となる展示会を企
画しました。（学級生6人）
台風被災及び新型コロナウイ
ルスの感染拡大の影響によ
り、11回実施する予定が7回
の実施となりました。38

富
来
田
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

富来田子育て
セミナーの開
催

小・中学生の親として、
子どもにどのように接し
たらよいかを学ぶととも
に、地域全体で子育ての
支援に役立てます。

地元、小・中学
校との連携を図
りながら、地域
全体で子育てを
支援することに
より子育てに対
する悩みを解決
されることが期
待できます。

小学校低学年を
中心に新規学級
生の開拓が必要
です。学級生の
主体的な運営を
目指し、ＰＴA
との連携も視野
に入れながら学
習内容の充実を
図ります。

富来田家庭教育学級
（いちごくらぶ）と
して、小・中学生の
親を対象に年11回程
度の講師を招いて学
習会を開催していき
ます。
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主
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事業名
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及び
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男女共同参画
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

子育てに関する学習会や小学校PTAと
の共催学習会を設け、自主的に活動
できました。地域行事にも積極的に
参加しました。今後、学級生をさら
に増やし、活発な活動を目指しま
す。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

さまざまな学習会を通して子
育てや非常時の対応について
学んだり、学級生同士の交流
を深めたりしました。

・つくし学級
「子育てを考えよう」
講師：高柳小学校　校長先生
「救命救急学習会」(高柳小
PTAと共催)
講師：市消防署員など

開催回数9回
在籍人数24人
のべ参加者数149人

・すぎな学級「いざという時
に備えて」（防災グッズ・
パッククッキング）
講師：有識者など

開催回数11回
在籍人数19人
のべ参加者数106人

子育てに関して
学習する機会を
設けるととも
に、学区ＰＴA
との共同事業を
行い、また地域
の行事に積極的
に参加すること
で自主的な活動
の促進を図りま
す。

岩根つくし学級（家
庭教育学級）と岩根
すぎな学級（思春期
家庭教育学級）を開
催します。

39

岩
根
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

家庭教育学級
の開催

家庭教育学級における学
習を通じて、子どもの人
権や男女平等に関する学
習を行います。

子育ての男女
（夫婦）共同と
いう意識改革を
促進できます。
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事業名
事業内容
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具体的実施目標

男女共同参画
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みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

C

開催が平日だったこともあり、結果
的に父親の参加が見られたのは、22
回中1回のみだったため、今後も父
親・母親双方が参加できる環境づく
りに努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

父親を学級のなかに取り込んでいく
ことは今後の課題のひとつではある
が、計画どおり学級を開催し、父親
の参加を促す取り組みを行っている
ことからB評価とする。今後、父親も
参加しやすい日程や内容で、父母共
同での参加を目指して取り組むこ
と。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

乳幼児の子どもを持つ親の家
庭教育学級「どんぐり山の親
子クラブ」を計画どおり22回
開催しました。男性・男児が
興味を持ちやすいテーマ（木
更津警察署・消防署見学等）
を選ぶことによって、父親が
参加しやすい事業内容を展開
しました。パトカーや消防車
に触れる機会を設けて、父親
が子どもに話がしやすい環境
を作ることができました。

40

鎌
足
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

家庭教育学
級・幼児家庭
教育学級の開
催

子育てに関する様々な問
題・課題・親のあり方に
ついて学習を行う学級を
開催します。

家庭教育を学習
することによっ
て、男女相互の
理解を深め、そ
れぞれの役割を
認識し合うこと
により男女共同
参画の促進に繋
がることが期待
できます。

子育てに関する
様々な問題課題
について、話し
合い、学習する
機会を設けま
す。

「どんぐり山の親子
くらぶ」を開催しま
す。さらに父親が参
加しやすい内容とし
ます。
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
父親の参加も見られ、家庭教育の役
割や重要性について啓発をすること
ができました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

小学校の事前登校日（2月4
日）に合わせて、新しく1年
生に上がる児童の親を対象に
「家庭教育とは何か」をテー
マに講演会を実施しました。
会場は金田小学校で、当日は
12名の参加がありました。

41

金
田
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

Ⅰ 2

(

2

)

①

金田浜っ子な
かよしクラブ
の開催

幼・小学生期の母親に対
し、子どもの養育に関す
る情報交換・学習の機会
を設けます。

男女共同参画に
よる活動が促進
されることが期
待できます。

隣接する岩根西
公民館の家庭教
育学級と一緒に
活動したため、
参加学級生につ
いては、地域を
越えた交流・情
報交換が出来ま
したが、学級生
が2名で単独事
業が行えない状
況にあることか
ら、地域住民に
家庭教育の必要
性を啓発し、参
加者が増えるよ
う努めます。

学校と連携して家庭
教育講演会を実施し
ます。
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事業名
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及び
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男女共同参画
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みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B
台風の影響もあり、年度途中から定
期的な開催ができませんでした。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

今後も参加しやすい内容や日程など
の調整と、同じ状況になった場合の
代替策を検討しながら、子育てにお
ける男女それぞれの役割を学ぶ機会
の創出に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

B

２次評価を踏まえ取り組むこと。

「親おやcafe」
こどもの気持ちに寄り添い話
を聞き切る学習を行いまし
た。
実施日　7月～12月
開催場所　中郷公民館
参加者数　延べ18人
開催予定回数　7回
実施回数　3回
「中郷けやき思春期学級」
幼少期とは全く違う子供の心
と身体の成長をともに考えあ
う場として開催しました。
実施日　5月～翌年1月
開催場所　中郷公民館
参加者数　12人
開催予定回数　7回
実施回数　5回

男女それぞれの役割を認識で
きる機会を提供し、こどもの
気持ちを聞き切る方法を学び
ました。

子育てに関する
様々な課題につ
いて、男女の別
なく保護者とし
ての共通理解を
図ります。

「親おやCAfe」「中
郷けやき思春期学
級」を開催します。

42

中
郷
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

家庭教育学
級、幼児家庭
教育学級の開
催

子育てに関する様々な問
題・課題・親のあり方に
ついて学習を行う学級を
開催します。

男女相互の理解
を深め、それぞ
れの役割を認識
し合うことによ
り男女共同参画
の促進に繋がる
ことが期待でき
ます。
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

運営の仕方を工夫したことで、参加
者が主体性に活動するようになりま
したが、父親が参加しやすい内容や
形態を工夫することで更なる充実を
目指します。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

「にこにこルーム」では、長
期間の栽培活動を通して、地
域（ボランティア）の方との
交流が生まれました。また、
父親にも家庭教育学級に目を
向けてもらうきっかけになり
ました。年間16回、参加学級
生12組でした。
「子育て広場カモミール」で
は、新規の参加者が増えて活
気が出ました。子育てについ
て学んだり悩みを話し合った
りしたことで、自らを振り返
る場の提供ができました。年
間計画や当日の運営など学級
生が主体的に取り組みまし
た。年間9回、参加学級生16
名でした。
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文
京
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

家庭教育学
級、幼児家庭
教育学級の開
催

家庭教育について(保護
者男女問わず)の学習を
深めます。

子育てについ
て、また家庭教
育について、男
女の別なく保護
者としての共通
の理解を深めま
す。

子育てに関する
問題解決につい
て学習する機会
を設けるととも
に、参加者自身
が企画運営する
よう努めます。
日常では体験で
きない学習や交
流の場を提供し
ます。

「にこにこルーム」
（年間17回開催）
「子育て広場カモ
ミール」（年間11
回）を開催します。
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事業内容
及び
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男女共同参画
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みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

台風15号や新型コロナウイルスに伴
う事業の中止はあったものの、目標
回数を実施することができました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

令和元年度は台風15号の影響
や新型コロナウイルスの感染
拡大防止の観点から中止と
なった回が生じたものの、
「めばえ家庭教育学級」「ひ
ばりキッズ」「ひばり家庭教
育学級」「思春期家庭教育学
級」をそれぞれ8回以上実施
し、子育ての学習する機会を
設けることができました。
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八
幡
台
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

家庭教育学
級、幼児家庭
教育学級の開
催

子育てに関する様々な問
題・課題、親のあり方に
ついて学習を行う学級を
開催します。

男女共同参画の
視点に立った学
習をすることに
よって、意識向
上を促進できま
す。

子育てに関する
様々な問題課題
について、学習
する機会を設
け、多彩な女性
社会の活躍に活
かせる様にしま
す。

「めばえ家庭学級」
「ひばりキッズ」
「ひばり家庭教育学
級」「思春期家庭教
育学級」をそれぞれ8
回ずつ開催し、子育
ての学習をする機会
を設けます。
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主
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具
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

ママ講座は、10回予定のところ9回開催
し、幼児家庭教育学級は6回予定のとこ
ろ、開設の遅れやコロナの影響により3回
の実施となりました。当初の予定回数よ
り少なかったものの参加者同士の交流を
図ることができました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

今後も参加しやすい内容や日程など
の調整と、同じ状況になった場合の
代替策を検討しながら、家庭教育の
学習を通じた男女相互理解を深める
場の創出に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

小中学生のママ講座は、9回
の開催のうち「子育てを考え
る」をテーマに2回講演を
行ったほか、受講生同士の交
流を深めるため、個人ではで
きない体験的学習を積極的に
取り入れ、楽しく有意義な活
動になりました。

子育て講座（幼児家庭教育学
級）は、新興住宅地に住む母
親の交流と子育てを通じた
ネットワークづくりを目的
に、12月から地域の集会場を
会場に新たに開講し、3回実
施しました。

子育てに関する様々な問
題・課題について学習
し、お互いに交流できる
学級を開催します。

家庭教育を学習
することによっ
て、男女相互の
理解を深め、そ
れぞれの役割を
認識し合うこと
により男女共同
参画の促進に繋
がることが期待
できます。

小中学生のママ
講座について
は、いま一度、
家庭教育の原点
から見つめ直す
ことに重点を置
き、従来からの
講座内容に加え
て、「子育てを
考える」プログ
ラムを充実させ
ていきます。
幼児の家庭教育
学級について
は、今年度は内
容の見直しを行
います。

小中学生のママ講座
（年10回開催予定）

幼児家庭教育学級
（10月開講予定。詳
細未定）
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東
清
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

家庭教育学
級・幼児家庭
教育学級の開
催
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の
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具
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B
テーマに沿った内容で実施しまし
た。親子活動は再考します。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

親子活動を通じて男女共同参画に資
する取組を実施しているが、父親の
参加について課題が残ることから、B
評価とする。今後も学級の開催のな
かで、父親も参加しやすい活動を計
画するなど、父母双方の子育てに関
わる意識の醸成に向けて、活動に取
り組むこと。

総合
評価

改善策等の提言

B
2次評価を踏まえて取り組むこと。

清見台小学校・請西小学校・
太田中学校の保護者16名を対
象に年9回開催しました。食
育についての学習、親子活動
などの活動を通し、男女で共
同して子供を育て、一人ひと
りの個性を伸ばす教育の大切
さを学ぶことができました。
夏休みの親子活動は土曜日に
開催し、父親の参加を呼びか
けましたが、参加を得ること
ができませんでした。
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清
見
台
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

たんぽぽ家庭
教育学級の開
催

たんぽぽ家庭教育学級を
開催し、親睦交流活動な
どのイベントで、父親の
参加を求めていきます。

子育ての男女
（夫婦）共同と
いう意識の促進
が期待できま
す。

父親も参加しや
すいように親子
活動を設定する
と共に、父親が
参加しやすい内
容や場を検討し
ます。

家庭教育学級を年間
10回以上開催しま
す。親子活動につい
ては父親が参加しや
すい土曜日に実施
し、親も子も簡単に
できるレクリエー
ションを取り入れま
す。
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事業名
事業内容
及び
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男女共同参画
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みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

災害など突発的な計画変更は、仕事
の都合や子どもとのスケジュールに
より参加が難しくなる状況もありま
した。より実情に合わせた計画進行
を考える必要があります。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

開講当初、学級生の班編成を
行い、班単位で各担当月の事
業内容を検討して、年間事業
計画を作成しました。事業は
担当班が受付等積極的な関わ
り運営も行いました。回数的
には、一部参加者数が少なく
実施できない事業もありまし
たが、計画の10回を開催する
ことができました。
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畑
沢
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

家庭教育学
級、幼児家庭
教育学級の開
催

小中学生をもつ親を対象
にした家庭教育学級を開
催し、家庭教育の充実
と、子育て支援を図りま
す。

男女共同参画の
視点に立った子
育てや家庭内で
の男女平等意識
を高めます。

多様な学習機会
の充実を図りな
がら、より一層
の情報交換、座
談会の交流を促
し、家族一丸と
なった子育て環
境の大切さを考
えることによっ
て、男女共同参
画の意識も高め
ます。

主体的な事業計画実
施への参加を促し、
家庭教育学級を年間
10回以上開催しま
す。
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

学習内容の焦点化を図り、家庭生活
に活かすことはできましたが、中止
せざるを得ない回もあったので、男
女共同参画の視点に立った学習内容
になるよう精査していきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

今後も参加しやすい内容や日程など
の調整と、同じ状況になった場合の
代替策を検討しながら、多くの方に
参加していただける男女共同の視点
に立った学級づくりに取り組むこ
と。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

昨年度末の味噌づくりから始
まり、本年度は食生活につい
て学ぶなど、家庭生活に活か
す機会を多く持つことが出来
ました。
また、学級生は積極的に活動
する姿が見られました。
なお、台風15号等の影響によ
り、赤十字奉仕団の指導が受
けられませんでした。
【なのはな家庭教育学級】
開催回数：9回（5月～2月）
参加人数：16人（延べ80人）
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岩
根
西
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

なのはな家庭
教育学級の開
催

小中学生をもつ親を対象
にした家庭教育学級を開
催し、家庭教育の充実
と、子育て支援を図りま
す。

男女共同参画の
視点に立った子
育てや家庭内で
の男女平等意識
を高めます。

幅広い年齢層の
母親が集まって
いるので、多様
なニーズに合わ
せた学習課題の
設定、計画を多
方面から検討し
ます。今まで取
り組んだことの
ない内容につい
ても学習課題を
さがし、幅広い
学習が出来るよ
うにします。子
育てに父親母親
が協力して参画
できるように学
習内容の工夫を
図ります。

年間14回の学級で、
子育てに活用できる
学習を様々なジャン
ルから設定し、興味
関心を高く持って積
極的に学習できるよ
うに内容の工夫と充
実を図ります。赤十
字奉仕団の指導員や
千葉生協などの指導
による初めての内容
の学習も取り入れ、
各家庭で実践し、子
育てに活用していけ
るようにします。
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具
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的
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

今後は在籍年数の浅い学級生の主体
性を促し、学級生発案による企画を
増やします。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

今年度は8回開催し、「子ど
もが壁にぶつかった時の親の
在り方」や「現代社会におけ
る家庭での食事」をテーマに
グループワークを行い、親子
の関係性や家庭環境について
学級生が主体的に学ぶことが
できました。
また、子どもの夏休みに合わ
せて移動研修を行い、家族で
参加することで、親子のコ
ミュニケーションの機会を作
り積極的な子育てについて考
えるきっかけとなりました。
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西
清
川
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

家庭教育学級
（子育てお
しゃべりサロ
ン）の開催

小中学生期の子どもたち
をもつ親を対象にした家
庭教育学級を開催し、子
どもたちの心身の発達や
親子関係、子育てについ
ての学習を通して家庭教
育の充実を図ります。

親と子の関係に
ついて考えるこ
とで、男女共同
を学ぶきかっけ
となります。

学級生が学びた
いことを決め、
意見交換の場を
設けることで子
育てについて積
極的に学ぶこと
ができるように
支援を行いま
す。

年間７回のグループ
ワークや体験活動に
よる学習と2回の移動
研修を予定していま
す。家族で参加でき
る回を設け、学級生
間だけでなく、家族
間でのコミュニケー
ションについて考え
ます。
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的
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

平日に行っており父親の参加がない
ため、数回は休日に行い、父親が参
加しやすいような事業を盛り込む
等、工夫していく予定です。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

子育て学級は15回、思春期家
庭教育学級は9回実施しまし
た。
全員が母親と子で構成されて
いる波岡子育て学級では、夏
休みに流しそうめん・冬に
バーベキューを行ったとき
に、数名の父親が拝見に来て
くれました。
思春期家庭教育学級では、思
春期の子の身体や心の変化を
学びながら、男性・女性の違
いはあるものの平等で思いや
ることを学びました。

子育てや家庭教育の諸問
題を父親・母親の役割の
あり方などの視点から学
習する波岡家庭教育学
級・思春期家庭教育学
級・波岡子育て学級を開
催します。

様々な角度から
家庭教育に関す
る学習を行うこ
とで、家庭内の
子育てや家庭生
活における性別
役割分担意識の
是正に努めま
す。

さらに学習が深
まるように、男
女共同参画の視
点を生かした
テーマに取り組
ます。

波岡子育て学級を年
間15回以上、思春期
家庭教育学級を年10
回実施します。

50

波
岡
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

波岡家庭教育
学級の開催
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の
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具
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

ロープワークを行ったことで地域の
防災力を高めるきっかけづくりを行
うことが出来ました。参加者増加を
目指し次年度も引き続き実施してい
きます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

市民講座の内容として、今年
度は地域の防災力を高めてい
くことを検討し、「防災力
UP！講座」を2回計画し、2回
実施しました。
第1回は16名が参加し千葉県
防災士会を講師に、非力であ
る女性でも使いこなせる防災
時のロープワーク講習を行い
ました。
第2回は7名が参加し、波岡中
学校にある防災倉庫の確認を
行いました。

51

波
岡
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

系統的な学
習・講座の実
施

年間事業計画に基づく学
級講座において男女平等
に関する学習の視点を取
り入れます。

男性・女性それ
ぞれの権利につ
いての理解を深
めます。

講座の中で、男
女平等に関する
学習の視点を入
れたテーマを設
定し実施するよ
う努めます。

波岡市民講座を実施
します。
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主
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向

具
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B
台風災害や新型コロナウィルスによ
る影響により、計画通りの事業回数
を開催できない教室がありました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

今後も参加しやすい内容や日程など
の調整と、同じ状況になった場合の
代替策を検討しながら、多くの方に
参加していただける男女共同の視点
に立った学級づくりに取り組むこ
と。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

桜井親子家庭教育学級（入園
前の幼児保護者を対象）を当
初予定どおり11回、真舟小学
校家庭教育学級（児童の保護
者を対象）を当初11回予定し
ていたところ9回、思春期家
庭教育学級（小学校高学年か
ら青年期の子を持つ保護者を
対象）を当初11回予定してい
たところ8回実施しました。
また、この他に幼児の保護者
が集い交流するための場とし
て、子育てフリースペースを
当初10回程度の開催を予定し
ていたところ4回開催しまし
た。

52

桜
井
公
民
館

Ⅰ 2

(

2

)

①

各種家庭教育
学級の開催

子どもの発達段階に合わ
せた各種家庭教育学級を
開催し、家庭教育の充実
と子育て支援を図りま
す。

男女共同参画の
視点に立った子
育てや家庭内で
の男女平等意識
を高めます。

子どもの発達段
階に合わせた学
習テーマに男女
共同参画の内容
を取り組めるよ
う配慮します。

桜井親子家庭教育学
級（入園前の幼児保
護者を対象）、真舟
小学校家庭教育学級
（児童の保護者を対
象）、思春期家庭教
育学級（小学校高学
年から青年期の子を
持つ保護者を対象）
の三学級を実施しま
す。
また、この他に幼児
の保護者が集い交流
する為の場として、
子育てフリースペー
スを定期開催しま
す。
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事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

ボランティア保育者が保育に必要な
知識や技術を身に付けられよう、参
加しやすい日程調整や保育に関する
適切な学習内容の提供に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後も、ボランティア活動が円滑に
進むよう連絡調整を行います。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

保育ボランティアグループか
らの求めに応じ、運営方法や
ボランティア保育者の学習機
会について助言しました。

保育ボランティアグループの
活動に対して、保育を依頼す
る公民館や各課側との懇談会
の実施に協力するとともに、
ボランティア活動が円滑にい
くための助言や、連絡調整に
努めました。

53

生
涯
学
習
課

Ⅰ 2

(

2

)

①

保育つき学
級・講座の充
実

社会教育施設で開催する
各種学級講座の保育活動
を実施し、子育て中の保
護者が安心して学ぶこと
ができる環境を整備しま
す。

社会教育施設に
おいて、保育つ
き学級や講座を
充実させること
により、保育者
に学習機会を提
供することがで
きます。

保育に必要な知
識や技術を身に
付けるための学
習を支援しま
す。

保育ボランティアグ
ループの活動に協力
するとともに、保育
者の学習機会の提供
に努めます。

54

生
涯
学
習
課

Ⅰ 2

(

2

)

①

保育つき学
級・講座の充
実

各公民館で開催する各種
学級・講座の保育活動を
実施し、学びやすい学習
環境を整えます。

各公民館の保育
つき学級や講座
を充実させるこ
とにより、子育
て中の女性に学
習機会を提供す
ることができま
す。

保育グループこ
あらの会との連
携を強化しま
す。

保育グループこあら
の会の活動に協力
し、求めに応じて助
言します。
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主
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施
策
の
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向

具
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的
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
引き続き、参加しやすい講座内容や
日程調整等を検討いたします。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
公民館の家庭教育学級の担当者会議
等を通じて学級の内容充実できるよ
う研修会を開催しました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

台風の影響で参加者は伸びま
せんでしたが、様々な子育て
の課題をテーマとして、保育
のボランティア入門講座を開
催しました。

第1回 9月13日（金）4人
「保育グループの活動からみ
た絵本の選び方と読み聞か
せ」
第2回 9月25日（水）4人
「絵本の選び方と読み聞か
せ」
第3回 10月16日（水）4人
「子育て支援で大切にしたい
こと」
第4回 10月25日（金）3人
「配慮が必要な子どもの理
解」

家庭教育学級担当者会議や研
修会等を通して、学習プログ
ラムの内容について意見交換
をしました。
家庭教育学級担当者会議
5月31日　出席者 15人
家庭教育学級交流集会
7月3日　出席者21人
家庭教育学級研究集
（各公民館学級活動の発表）
1月30日　出席者　21名

時代のニーズに
合った講座を提
供できるよう、
講座の内容の充
実に努めます。

保育ボランティア入
門講座に、多様化す
る子育ての課題を
テーマとして取り入
れます。

市内各家庭教育学級にお
いて、運営組織の充実化
をめざし、学級のリー
ダー養成に努めるととも
に、運営スタッフの研修
活動を充実させます。

市民が家庭教育
学級を通して、
家庭･地域･事業
所内に根強く残
る性的役割分担
の弊害を学ぶこ
とができ、男女
が共に参画でき
るような働きか
けができます。

参加者が主体
的・自主的に関
わる学級経営を
目指して研修内
容の充実に努め
ます。

家庭教育学級の担当
者、学級生の研修会
を開催します。

56

生
涯
学
習
課

Ⅰ 2

(

2

)

②

家庭教育学級
のリーダー養
成及び事業の
充実

55

生
涯
学
習
課

2Ⅰ

(

2

)

①

保育つき学
級・講座の充
実

保育グループ活動の充実
を支援し、保育ボラン
ティア養成講座の開催に
より保育ボランティアの
担い手づくりを図りま
す。

多様化する子育
て環境の中で、
地域ぐるみで支
える仕組みづく
りをを支援する
ことができま
す。
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後も協議会を開催し啓発発動にお
いてより良い方向性を検討します。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
保育園から保護者に対し父母が協働
した子育てについて理解してもらえ
るよう啓発しました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

家庭教育推進協議会を3回開
催し年間実施計画を立てノー
テレビ・ノーゲームデーを
テーマにした啓発事業及び、
家庭教育支援事業に関する情
報交換を行いました。

園児の保護者に対して「園だ
より」「クラス便り」や保護
者が参加する行事（運動会・
保育参観・保育参加・個人面
談等）の中で、協働した子育
てを理解してもらえるよう啓
発しました。

57

生
涯
学
習
課

Ⅰ 2

(

2

)

園だより、行事
等を通じ、引き
続き啓発活動に
努めます。

園児の保護者に対し
て「園だより」「ク
ラス便り」や保護者
が参加する行事（運
動会・保育参観・保
育参加・個人面談
等）の中で、協働し
た子育てを理解して
もらえるよう啓発し
ます。

家庭教育支援に
関する情報共有
を推進させると
ともに、啓発活
動の実施につい
てより効果的に
行えるよう、さ
らに検討を進め
ます。

家庭教育推進協議会
を開催し、家庭教育
支援に係る情報交
換、啓発活動を行い
ます。

Ⅰ 2

(

2

)

②

男女共同参画
教育の家庭へ
の働きかけ

園児の保護者に対して、
「園だより」や行事「運
動会・保育参観等」の機
会に、協働した子育てを
理解してもらえるよう啓
発します。

保護者が子育て
や家庭生活を通
して、自然に男
女平等の必要性
について、意識
するようになり
ます。

②

家庭教育推進
協議会の充実

子育て支援の充実を目指
し、子育ての悩みや疑問
の解決を図るため、家庭
教育のあり方について啓
発活動を推進します。

58

こ
ど
も
保
育
課

家庭教育に関す
る諸機関が協力
することによ
り、家庭教育に
関する情報が網
羅的に手に入り
ます。
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後も掲載内容を工夫し、わかりや
すい内容で記事を掲載し、啓発に努
めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

男女共同参画情報紙に、家庭
における男性の共同参画の促
進に繋がるよう、料理をテー
マとした記事の掲載（「おと
う飯」の推進）を行いまし
た。また、父親支援事業を展
開するNPO法人ファザーリン
グ・ジャパンの安藤氏による
セミナーでは、男女の家庭で
の役割の変化などをテーマに
取り入れる講演を行いまし
た。

59

地
方
創
生
推
進
課

Ⅰ 2

(

2

)

②

家庭における
男性の共同参
画の促進

男女共同参画情報紙(広
報きさらづ折り込み）に
掲載します。

男女共同参画の
視点に立った意
識の変革につな
がります。

家庭における男
性の共同参画の
促進の一環とし
て、男女共同参
画フォーラムの
テーマのひとつ
に取り上げまし
た。
また、男女共同
参画情報紙に
は、その実施に
関する記事を掲
載しました。
今後も男女共同
参画情報紙への
記事の掲載に努
めます。

家庭における男性の
共同参画の促進につ
いて、わかりやすい
記事の掲載に努めま
す。
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事業名
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及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後も掲載内容を工夫し、わかりや
すい内容で記事を掲載し、啓発に努
めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

男女共同参画情報紙に啓発記
事を掲載しました。
「ポジティブ・アクション」
と呼ばれる取組では、職場に
おける実質的な男女均等の取
り扱いの啓発と企業のメリッ
トや実例などを掲載しまし
た。
また、「おとう飯」と呼ばれ
る取組では、食を通じた男性
の家庭への参画を啓発しまし
た。
このように、実例を交えて分
かりやす内容となるよう記事
の掲載に努めました。

②

家庭・地域・
職場における
意識の喚起

男女共同参画情報紙(広
報きさらづ折り込み）に
掲載します。

男女平等の意識
づくりに役立ち
ます。

家庭・地域・職
場における意識
の喚起につい
て、「働き方を
変えてみよう～
カエル！ジャパ
ン～」と題し、
意識啓発に関す
る記事を掲載し
ました。
今後も男女共同
参画情報紙への
記事の掲載に努
めます。

家庭・地域・職場に
おける意識の喚起と
なるような、わかり
やすい記事の掲載に
努めます。
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事業内容
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男女共同参画
の視点から
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

今後も、情報提供をする際の資料は
情報紙の配付に加え、わかりやすい
内容のものを配布します。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

男女共同フォーラムや職員研
修会において、ドメスティッ
ク・バイオレンス、子育て相
談、男性の悩み相談等に繋が
る相談窓口を掲載した男女共
同参画情報紙を配付し、周知
に努めました。

家庭・地域・
職場における
意識の喚起

各種研修会で相談窓口を
周知します。

男女平等の意識
づくりに役立ち
ます。
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②

研修会・講習会
等において、相
談窓口に関して
周知を行うた
め、配布するチ
ラシ等の内容の
充実を検討しま
す。

各種研修会・講習会
において、相談窓口
に関して、わかりや
すい内容のチラシ等
を用意し、周知でき
るように努めます。
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具
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

フォーラムの内容について更なる充
実を図り、参加者数の増加につなが
るよう努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

男女共同参画フォーラムにつ
いては、多くの集客が図れる
よう会場の選定、講師・内容
の選定に、チラシ及び様々な
方法での周知に努めました。
3回開催する予定でしたが、
新型コロナウイルス感染症の
流行に伴い、2回の開催とな
りました。

「男女共同参画フォーラム」
参加者数計：80人
〔第1回フォーラム〕
講師　安藤哲也氏
木更津市総合福祉会館
6月30日　48人
〔第2回フォーラム〕
講師　千葉県警察よくし隊レ
ディあおぼーし（石渡様・山
下様）
イオンモール木更津　イオン
ホールA
10月5日　32人
〔第3回フォーラム（中
止）〕
講師　湯川カナ氏

「男女共同参画フォーラ
ム」を開催します。

男女共同参画の
必要性、重要性
についての理解
が得られます。
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①

「男女共同参
画フォーラ
ム」の開催

男女共同参画フォー
ラムを年3回開催しま
す。
フォーラムの開催を
通じて、男女共同参
画の必要性・重要性
についての理解が深
まるようなテーマの
設定、講師の選定に
努めます。
また、集客方法につ
いては、チラシ等の
配付のほか、広報き
さらづ・市ホーム
ページ・フェイス
ブック等を活用し、
多様な手段で開催の
周知・集客の増加を
目指します。

男女共同参画社
会の実現に向け
て、男女共同参
画フォーラムを
開催します。
開催内容につい
ては、多くの方
に関心を持って
いただけるよう
なテーマの検討
と、集客方法を
多様化し、従来
のチラシによる
募集のほか、デ
ジタルサイネー
ジやフェイス
ブック、行政情
報番組等での集
客を行いまし
た。今後もあら
ゆる広報媒体を
用いて集客に努
めます。
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男女共同参画
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後も期間中にフォーラムを開催で
きるよう努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後も期間の属する6月に男女共同参
画情報紙を発行するよう努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

男女共同参画週間の期間中
に、男女共同参画フォーラム
を開催しました。

6月30日（日）
木更津市民総合福祉会館
市民ホール
参加者：48人

男女共同参画週間の属する6
月に「広報きさらづ6月号」
で男女共同参画情報紙「デュ
エット」を発行しました。
配布数：50,000部

男女共同参画施
策について、よ
り一層の広報、
啓発となりま
す。
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①

男女共同参画
週間にあわせ
た広報・啓発

男女共同参画フォーラム
のうち1回を男女共同参
画週間期間中に開催しま
す。
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①

男女共同参画
週間にあわせ
た広報・啓発

男女共同参画週間の属す
る6月に男女共同参画情
報紙（広報きさらづ折り
込み）を発行します。

男女共同参画施
策について、よ
り一層の広報、
啓発となりま
す。

男女共同参画週
間（6月下旬）
に合わせて、男
女共同参画
フォーラムを開
催します。

男女共同参画週間の
期間中（6月下旬）
に、男女共同参画
フォーラムを開催し
ます。

男女共同参画週
間のある6月に
合わせて、男女
共同参画情報紙
「デュエット」
を、広報きさら
づへ折込みで発
行します。

男女共同参画週間に
合わせ、広報きさら
づ6月号に折込みで、
男女共同参画情報紙
「デュエット」を発
行し、その広報と啓
発に努めます。
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

今後も関係機関・団体との連携を図ると
ともに、適宜、研修や講座を行います。
また、「きさらづ出前講座」への分かり
やす記載に努め、講師派遣依頼の喚起を
図ります。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
随時、啓発資料の提供を行いまし
た。今後も資料の積極的な収集に努
め、庁内への情報提供に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

令和元年度新規採用職員研修
において、市の計画の概要や
男女共同参画の必要性などの
講座を行いました。
また、グループワークを行
い、日常の行動や意識の中の
男女共同参画の視点の考え方
を学び理解を深めました。

男女共同参画情報紙発行、セ
ミナーの周知や参加呼びかけ
などを職員へ随時発信しまし
た。
また、男女共同参画に関する
ポスターの掲示やラックへ資
料の設置などを行い、いつで
も情報が目に入る工夫に努め
ました。

関係部署・機関
等と連携して、
求めに応じて研
修会・講習会等
へ講師の派遣を
行います。

関係部署と連携を図
りながら、求めに応
じて、研修会・講演
会等へ講師の派遣を
行います。

男女共同参画施
策に対する市職
員の意識の高揚
を図るため、啓
発資料の積極的
な収集と庁内へ
の情報提供に努
めます。

市職員の男女共同参
画施策の意識高揚を
図るため、適宜、情
報収集を行うととも
に、庁内に対する情
報提供を行います。

①

男女共同参画
に関する出前
講座の実施

求めに応じて、研修会・
講習会等へ職員を講師と
して派遣します。

庁内へ啓発資料を提供し
ます。

市職員へ男女共
同参画の必要
性、重要性につ
いての理解が得
られます。

①
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男女共同参画の
必要性、重要性
についての理解
が得られます。
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市職員の男女
共同参画施策
に関する意識
高揚を図る働
きかけ
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具
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

職員研修において男女共同参画に関
する研修を取り入れました。今後も
引き続き実施します。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

今後も、全国会議や国・県・他自治
体の男女共同参画啓発事業の周知を
行うとともに、国の主催事業に協力
しています。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

新規採用職員研修において、
男女共同参画に関する研修を
実施し、職員の意識高揚を図
りました。

男女共同参画全国会議（内閣
府主催）等、国・県・他自治
体の男女共同参画啓発事業開
催を周知し、参加を促進しま
した。
また、内閣府主催の女性の理
工系研究者・技術者増加を目
指す事業「Let's be a STEM
Girl」を木更津工業高等専門
学校で実施しました。
（参加者77名）

68

地
方
創
生
推
進
課

Ⅰ 3

(

1

)

①

国・県・他自
治体の啓発事
業等への参加
促進

男女共同参画社会づくり
に向けての全国会議(内
閣府主催)等の国・県・
他自治体主催事業開催を
周知し、参加を促進しま
す。

男女共同参画の
必要性、重要性
についての理解
が得られます。

新規採用職員研
修等の職員研修
の中に、男女共
同参画に関する
内容を取り入れ
るよう、関係部
署に働きかけま
す。

新規採用職員研修等
の職員研修に、男女
共同参画に関する研
修を取り入れるよ
う、関係部署に働き
かけます。

内閣府主催の男
女共同参画全国
会議や、国・
県・他自治体主
催の男女共同参
画研修会など、
事業の開催に関
する周知と参加
の促進に努めま
す。

内閣府主催の男女共
同参画全国会議や、
国・県・他自治体の
男女共同参画啓発事
業の開催について周
知し、その参加を促
進します。

(

1

)

①

市職員の男女
共同参画施策
に関する意識
高揚を図る働
きかけ

職員研修の1コマに、男
女共同参画に関する研修
を入れるよう依頼しま
す。

市職員へ男女共
同参画の必要
性、重要性につ
いての理解が得
られます。

67

地
方
創
生
推
進
課

Ⅰ 3

54



連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

今後も、男女共同参画情報紙への掲
載内容を工夫するとともに、情報発
信による啓発に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

人権を尊重する環境づくりの
推進として、性の商品化の防
止につながる記事を男女共同
参画情報紙に掲載し、市公式
ホームページでの公開を行い
ました。
また、同内容に関するポス
ターの掲示を市役所庁舎内に
行いました。69
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人権保障に関
する条例・法
令等の広報

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）へ
掲載します。

人権保障につい
ての理解が得ら
れます。

人権保障に関す
る条例・法令等
に関して、男女
共同参画情報紙
へ掲載できるよ
う、男女共同参
画情報紙の紙面
の構成を工夫
し、掲載に努め
ます。

男女共同参画情報紙
への記事掲載を検討
します。
また、情報紙以外の
方法による情報提供
の実施に努めます。
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事業名
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及び
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男女共同参画
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みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

回数が限られている中で女性に関わ
る法制度について、実施することが
できませんでした。次年度も引き続
きテーマに取り入れられるよう検討
していきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

－

フォーラムのテーマとして取り入れ
られなかったため、（－）評価とす
る。ポスターなどの周知に加え、今
後も女性に関わる法制度をフォーラ
ムのテーマとして取り入れられるよ
うに努めること。

総合
評価

改善策等の提言

―
２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B
積極的な木更津市男女共同参画計画
に係る統計資料の収集に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

C

幅広い考え方の男女共同参画施策を
進めるため、今後、自発的に様々な
統計資料を収集し、知見を深めるよ
う努めること。

総合
評価

改善策等の提言

C
２次評価を踏まえ取り組むこと。

男女共同参画フォーラムの
テーマとして取り入れられる
か検討しましたが、限られた
実施予定回数の中で実施する
ことができませんでした。

国・県・市より提供があった
統計資料について整理を行い
ましいたが、自発的な収集を
することができませんでし
た。

70

地
方
創
生
推
進
課

Ⅰ 3

(

1

)

②

女性に関わる
法制度につい
ての研修会の
開催

男女共同参画フォーラム
の内容に盛りこみます。

女性に関わる法
制度についての
理解が得られま
す。

71

地
方
創
生
推
進
課

Ⅰ 3

(

2

)

①

各種統計資料
の収集

国・県・市の統計資料の
収集を随時行います。

本市の男女共同
参画施策を進め
る上での参考と
なります。

女性に関わる法
制度に関して、
男女共同参画
フォーラムの
テーマのなかに
盛り込めるよう
に、検討しま
す。

女性に関わる法制度
について、男女共同
参画フォーラムの
テーマのなかに取り
入れられるように努
めます。

男女共同参画に
関して、統計資
料の収集に適宜
努めるととも
に、資料整理を
行います。

国・県・市等の統計
資料の情報収集を行
い、適宜資料の活用
ができるように、資
料整理に取り組みま
す。
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具
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事業名
事業内容
及び
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男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

－
次回開催時には会議に参加し、情報
交換等行います。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

－
次年開催の際は会議に参加し、県・
他市町村等との情報交換に努めるこ
と。

総合
評価

改善策等の提言

－
２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

千葉県男女共同参画地域推進員会議
への出席率を高めます。また、会議
やセミナーに出席し、情報収集に努
めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

県主催事業の参加に加え、月例的に
開催される会議は定期的に他の自治
体との情報交換を行える機会である
ため、積極的に会議の参加に努める
こと。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

ちば男女共同参画行政担当者
連絡会議は台風15号の影響に
より中止となりました。

県（千葉県男女共同参画セン
ター）が主催する千葉県男女
共同参画地域推進員会議に年
8回開催のうち4回出席しまし
た。
会議の出席は半分に留まりま
したが、2回実施された寸劇
事業には2回参加し、地域推
進員や他自治体の職員と情報
交換に努めました。

73

地
方
創
生
推
進
課

Ⅰ 3

(

2

)

①

あらゆる機会
を使っての情
報収集

国・県主催事業等に出席
し、情報収集します。

各種情報の収
集・連携が図
れ、本市の男女
共同参画施策を
進める上での参
考となります。

72

地
方
創
生
推
進
課

Ⅰ

(

2

)

3

あらゆる機会
を使っての情
報収集

ちば男女共同参画行政担
当者連絡会議に出席しま
す。

各種情報の収
集・連携が図
れ、本市の男女
共同参画施策を
進める上での参
考となります。

①

千葉県男女共同
参画地域推進員
会議に出席し、
国・県・他市町
村との連係を図
り、情報収集に
努めます。
また、その他、
県主催の会議や
セミナーへの参
加等による情報
収集を検討しま
す。

千葉県男女共同参画
地域推進員会議に出
席し、県・他市町村
との連携を図りなが
ら、情報収集に努め
ます。
また、その他、県主
催事業へ出席による
情報収集ができるよ
うに、検討します。

ちば男女共同参
画行政担当者連
絡会議に出席
し、情報収集に
努めます。

ちば男女共同参画行
政担当者連絡会議に
出席し、男女共同参
画に関して、県・他
市町村等の情報収集
に取り組みます。
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
他自治体の情報の収集に努めまし
た。今後も定期的なホームページ閲
覧などを通じて情報収集に努めま
す。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
男女共同参画情報紙を市広報紙の中
に掲載し発行しました。更なる内容
の工夫に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

国・県・他自治体のホーム
ページや情報紙などを閲覧
し、情報収集に努め、本市の
男女共同参画情報紙作成やセ
ミナーテーマの検討材料とし
ました。

広報きさらづ6月号で男女共
同参画情報紙「デュエット」
を発行しました。
発行部数：50,000部

①

あらゆる機会
を使っての情
報収集

あらゆる機会を使って他
自治体と情報交換をしま
す。

各種情報の収
集・連携が図
れ、本市の男女
共同参画施策を
進める上での参
考となります。

75

地
方
創
生
推
進
課

Ⅰ 3

(

2

)

②

男女共同参画
情報紙の発行

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）を
発行します。

各戸配布するこ
とにより、広く
市民へ男女共同
参画の必要性、
重要性について
の理解が得られ
ます。

74

地
方
創
生
推
進
課

Ⅰ 3

(

2

)

男女共同参画情
報紙「デュエッ
ト」を広報きさ
らづに折込みで
発行し、男女共
同参画の啓発に
関して記事の構
成・内容の工夫
に努めます。

男女共同参画週間に
合わせ、広報きさら
づ6月号に折込みで、
男女共同参画情報紙
「デュエット」を発
行します。

国・県・他自治
体の動向をホー
ムページや情報
誌などから適宜
把握し、情報収
集に努めます。

国・県・他自治体の
ホームページや情報
誌等から、情報収集
を行うとともに、引
き続き必要に応じて
電話等にて情報交換
を行います。
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男女共同参画
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みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

男女共同参画の施策をホームページ
に掲載しました。これからも積極的
なホームページの活用に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

木更津市男女共同参画計画を
ホームページに掲載し、施策
の周知に努めました。

地
方
創
生
推
進
課

Ⅰ 3

(

2

)

②

「広報きさら
づ」及び市
ホームページ
等の積極的な
活用

ホームページへ男女共同
参画施策を掲載します。

本市の男女共同
参画施策や事業
等を広く市民へ
周知することが
できます。

76

市ホームページ
において、「男
女共同参画計画
（第4次）」
と、その進行管
理状況について
掲載し、施策等
について周知に
努めます。

市ホームページに
「男女共同参画計画
（第4次）」を掲載す
るとともに、事業計
画の進行管理等につ
いて掲載を行うこと
で、施策等の進捗状
況も含めて、わかり
やすく掲載します。
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

昨年度改正した「附属機関等の委員
の選任等指針」に基づき、引き続き
委員選出の促進を図り、審議会等に
おける女性委員の構成比を高めま
す。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B
引き続き女性委員の割合引き上げと
なる啓発に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

各団体への推薦依頼時等に、女性選
出に配慮をお願いしていますが、今
後も引き続き女性委員の比率増加に
努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

令和元年度は委員選出の推進
を図り、審議会等における女
性委員の構比を高めるため周
知してまいりましたが、目標
には達しませんでした。

※令和元年度の実績は、
27.5％です。

女性委員を委嘱している審議
会の割合は、90.0%です。

・審議会等　50
・うち女性委員を委嘱　45

詳細については、別紙様式2
のとおりです。

【平成30年度】
女性委員を委嘱している審議
会の割合　82.6%

78
各
課

Ⅱ 1

(

1

)

①

女性委員を委
嘱している審
議会の増加

女性委員を委嘱している
審議会の増加を図りま
す。

審議会等におけ
る女性委員の構
成比を高めるこ
とにより男女共
同参画実現への
環境づくりに繋
がります。

77

経
営
改
革
課
（

各
課
）

Ⅱ 1

(

1

)

①

審議会等にお
ける女性委員
の構成比率の
拡大

女性の意見を政策や方針
に反映させる必要がある
ことから、「附属機関等
の委員の選任等指針」に
基づく委員選出の促進を
図り、審議会等における
女性委員の構成比を高め
ます。

男女共同参画の
実現を図るため
には、女性が参
画できる環境づ
くりが重要であ
り、審議会等に
おける女性委員
の構成比を高め
ることにより男
女共同参画実現
への環境づくり
に繋がります。

「附属機関等の
委員の選任等指
針」に基づき、
審議会等におけ
る女性委員の割
合が40％以上と
なるよう取組み
ます。

審議会等における女
性委員の割合を40％
以上になるよう取り
組みます。

※平成30年度実績は
27.7％です。

女性委員を委嘱
している審議会
の更なる増加に
努めます。

女性委員を委嘱して
いる審議会の増加を
図ります。
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

会議の専門性等により、審議会等によっ
て専門性が要求される会議や規則等で委
員の選出が決まっているものについて
は、公募の実施を行いませんでした。今
後、委員の公募が可能な審議会と公募が
なじまない審議会を区別し、可能な審議
会に対して公募の啓発と実績値算出に努
めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

委員推薦時に公募の実施が可能な会
議等については、公募の検討につい
て引き続き各課にて努めるものとす
る。また、会議の専門性により公募
が可能な会議と公募がなじまない会
議を区別し、数値の算出等に配慮す
るよう努めること。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後も様々な方法による情報発信に
努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

審議会委員を公募している割
合は、30.0%です。

・審議会等　50
・うち公募を実施　15

詳細については、別紙様式2
のとおりです。

男女共同参画情報紙に民間企
業・団体等における管理職・
役員への女性の登用促進に
繋がる記事を掲載しました。
（「ポジティブ・アクショ
ン」の掲載）
情報紙のほか、市ホームペー
ジやFacebook等を活用し情報
提供に努めました。

地
方
創
生
推
進
課

Ⅱ 1

(

1

)

②

民間企業・団
体等における
管理職・役員
への女性の登
用促進の働き
かけ

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）へ
登用促進に関する記事を
掲載します。

民間企業・団体
における管理
職・役員への女
性の登用が図ら
れます。

79
各
課

Ⅱ 1

(

1

)

①

審議会等委員
の公募の実施

審議会等委員の公募を実
施します。

審議会等におけ
る女性委員の構
成比を高めるこ
とにより男女共
同参画実現への
環境づくりに繋
がります。

80

実施可能な審議
会等委員の公募
に取組みます。

審議会等委員の公募
を実施します。

平成30年度は、
30.4％。

民間企業・団体
等における管理
職・役員への女
性の登用促進に
関して、男女共
同参画情報紙へ
掲載できるよ
う、男女共同参
画情報紙の紙面
の構成を工夫
し、掲載に努め
ます。

男女共同参画情報紙
への記事掲載を検討
します。
また、情報紙以外の
方法による情報提供
の実施に努めます。
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年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
引き続き、ホームページや情報提供
等による啓発に取り組みます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

男女共同参画情報紙に民間企
業・団体等における管理職・
役員への女性の登用促進に繋
がる記事を掲載しました。
（「ポジティブ・アクショ
ン」の掲載）

(

1

)

②

民間企業・団
体等における
管理職・役員
への女性の登
用促進の働き
かけ

男女共同参画に関する研
修会・講習会等で、求め
に応じて女性の登用につ
いての働きかけをしま
す。

民間企業・団体
における管理
職・役員への女
性の登用が図ら
れます。

81

地
方
創
生
推
進
課

Ⅱ 1

民間企業・団体
等における女性
の積極的な管理
職・役員への登
用が行われるよ
う、働きかけの
一環として、啓
発用のチラシ等
により、情報提
供等を行いま
す。

民間企業・団体等に
おける女性の積極的
な登用が促進される
ように、働きかけと
なる情報提供に努め
ます。
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男女共同参画
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

引き続き商工業における関係団体の
女性の活動の強化及び各種行事イベ
ントへの積極的な女性参加のための
指導・協力を図るよう努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B
家族経営協定については、君津農業
事務所と連携して積極的に推進し、
セミナーへの参加を促進していきま
す。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

今後もセミナーの参画や様々な周知
により家族経営協定を説明し、締結
数増加に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

商工業における関係団体への
支援を通して団体の活性化を
図ることで、女性の事業参加
を促進するとともに、イベン
ト等の行事への女性参加の呼
びかけや、女性を委員に登用
するなどの啓発を行いまし
た。

家族経営協定締結に関心のあ
る方に内容の説明等を行い推
進を図りましたが、令和元年
度においては、新たに家族経
営協定の締結はなく、協定締
結数の合計は29件となってい
ます。

83

農
林
水
産
課

Ⅱ 1

(

1

)

②

女性の方針決
定の場への参
画の促進

家族経営協定締結セミ
ナーへの参加を促進し、
調印を推進します。

農林漁業に従事
する女性の技
術、経営管理能
力が向上すると
ともに、家族経
営協定制度の普
及及び促進が図
られます。

82

産
業
振
興
課

Ⅱ 1

(

1

)

②

女性の方針決
定の場への参
画促進

商工業における関係団体
の女性の活動の強化及び
各種行事イベントへの積
極的な女性参加のための
指導・協力を図ります。

女性の方針決定
の場への参画促
進が期待されま
す。

商工業における
関係団体の女性
の活動の強化及
び各種行事イベ
ントへの積極的
な女性参加のた
めの指導・協力
を図るよう努め
ます。

商工業における関係
団体の女性の活動の
強化及び各種行事イ
ベントへの積極的な
女性参加のための指
導・協力を図りま
す。

君津農業事務所
と連携してセミ
ナーへの参加を
促進し、農業委
員会事務局や君
津農業事務所と
連携して、家族
経営協定の締結
促進に努めま
す。

農業委員会事務局及
び君津農業事務所と
連携して、家族経営
協定の周知を図り、
セミナーへの参加を
促進し、家族経営協
定の締結を推進しま
す。
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年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

前年度の女性退職者(4級以上)を十分
補足できるだけの係長職以上の登用
はできたものの、総体的な割合を高
めるには至らなかったため、引き続
き女性管理職候補育成に努める必要
があります。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

今後も、能力に応じて女性職員の管
理・監督者への積極登用を図り、女
性活躍推進につながる制度の整備等
に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

前年度の女性退職者(4級以
上)の割合が高かったことも
あり、女性職員の管理・監督
職登用への前段として、係長
職に積極的に登用しました。

平成30年度：
主査→総括(係長)
29名中、女性7名
女性職員割合24％

令和元年度：
主査・主任主事→係長
23名中、女性6名
女性職員割合26％

職
員
課

Ⅱ 1

(

1

)

②

市女性職員の
管理・監督者
への人材育
成・積極的登
用

市女性職員の管理・監督
者への人材育成・積極的
登用を図ります。昇格基
準(平均的在級年数)を満
たす職員については、自
己申告や勤務評定による
上司の評価、仕事に対す
る知識・技術、部下の把
握・育成能力、対外的折
衝能力、問題解決能力等
の優れたものは積極的に
登用していきます。

市女性職員の管
理・監督者への
人材育成・積極
的登用を図るこ
とにより、男女
共同意識を醸成
することによる
職場の活性化
や、市民サービ
スの向上等に寄
与します。

84

職員数の割合に
男女の偏りがあ
るため、単純に
割合だけでは比
較できません
が、女性職員の
管理・監督者の
割合は未だ高く
ないため、引き
続き研修等によ
る人材育成に努
めます。

女性職員の管理・監
督職登用への前段と
して、係長職に積極
的に登用していきま
す。
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年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

女性教諭対象に学校経営の講話と教
育現場の課題等の議論を中心とした
研修会を開催し、教育現場での管理
職としての立場、学校経営等を経験
者より学び、今後管理職として活躍
する意識を持ち、積極的な登用へつ
ながっています。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

木更津市における女性教諭対
象の研修会を7月、8月に開催
し、各回約20名が参加しまし
た。これからの学校経営等の
講話を受け、教育現場につい
ての課題等を議論しました。

(

1

)

②

女性教職員の
管理職への積
極的登用の働
きかけ

女性教職員のための研修
会を開催します。

男女を問わず、
適した教員が管
理職になること
で、学校運営に
反映されます。

85

学
校
教
育
課

Ⅱ 1

木更津市におけ
る女性教諭対象
の研修会を毎年
7月、2月に開催
をしています。
限られた時間の
中で、より多く
の女性教職員が
参加できるよう
学校及び関係機
関に働きかけを
行っていきま
す。

木更津市における女
性教諭対象の研修会
を7月、2月に各1回開
催します。研修を通
じて、意識の向上を
図り、人材育成に努
めていきます。ま
た、女性教職員の活
躍の拡大と、女性管
理職の登用へつなげ
ていきます。
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年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

女性管理職からの学校現場における
実体験を伺い、有効な研修会の機会
となりました。
今後も継続して行っていき、女性管
理職への登用につなげていきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

君津地方における女性管理職
教諭を対象に研修会を7月、
12月に開催しました。君津地
方での女性管理職から、所属
している学校運営についての
報告を受け、学校現場の実
情、課題等を研修しました。

86

学
校
教
育
課

Ⅱ 1

(

1

)

②

女性教職員の
管理職への積
極的登用の働
きかけ

管理職研修会を開催し、
女性の参加を積極的に促
します。

男女を問わず、
適した教員が管
理職になること
で、学校運営に
反映されます。

君津地方におけ
る女性管理職教
諭を対象に研修
会を5月、7月、
8月に各1回、県
では７月、12月
に各1回開催
し、人材育成に
努めました。令
和元年度も開催
し、女性教職員
の管理職への積
極的登用につな
げていきます。

君津地方における女
性管理職教諭を対象
に研修会を5月、7
月、8月に各1回、県
では７月、12月に各1
回開催します。女性
教職員の参加を積極
的に促します。ま
た、参加者相互の連
携の強化により、意
識の向上を図るとと
もに人材育成につな
げていきます。
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具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
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年度別の事業計画
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計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後も、参加しやすい日程調整に努
めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

国・県・他自治体主催事業開催を周
知しました。今後も情報提供に努め
ます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

女性の参加及び活動がしやす
い保育ボランティア入門講座
を開催しました。
参加人数
9月13日（金）4人
9月25日（水）4人
10月16日（水）4人
10月25日（金）3人

男女共同参画社会づくりに向
けての全国会議（内閣府主
催）や国・県・他自治体主催
事業の開催を、ポスター掲示
や、パンフレットの配布など
で周知しました。

地
方
創
生
推
進
課

Ⅱ 1

(

2

)

①

国・県・他自
治体の育成事
業への参加促
進

男女共同参画社会づくり
に向けての全国会議(内
閣府主催)等の国・県・
他自治体主催事業開催を
周知し、参加を促進しま
す。

男女共同参画の
必要性、重要性
についての理解
が得られます。

87

生
涯
学
習
課

Ⅱ 1

(

2

)

①

女性リーダー
育成のための
講座の開設

木更津市主催及び共催事
業として、木更津市女性
生活セミナーや女性の社
会参加活動促進事業を実
施し、女性の社会参加の
あり方についての研修活
動を実施します。

市主催・共催に
より女性の社会
参加促進に関す
ることによっ
て、女性の能力
を高め、女性
リーダーの育成
となります。

88

女性団体が解散
したことに伴
い、これまで実
施してきた女性
生活セミナーを
廃止しました。
このことに代る
女性リーダー育
成のための事業
について今後検
討します。

新たな女性リーダー
育成のための事業展
開について検討して
いきます。

内閣府主催の男
女共同参画全国
会議や、国・
県・他自治体主
催の男女共同参
画研修会など、
事業の開催に関
する周知と参加
の促進に努めま
す。

内閣府主催の男女共
同参画全国会議や、
国・県・他自治体の
男女共同参画啓発事
業の開催について周
知し、その参加を促
進します。
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計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後も、関係機関対し情報提を行い
ます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

女性団体への支援について対応を検
討し、必要に応じて支援を行ってい
きます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

国・県等が実施する各種事業
に対し、周知に協力するた
め、チラシの配布やポスター
の掲示依頼などを各公民館や
小中学校に働きかけました。

市民活動等をされている女性
団体の把握と、時代のニーズ
にあった支援方法について検
討しました。

(

2

)

①

国・県・他自
治体の育成事
業への参加

国・県及び他市町村が実
施する女性エンパワーメ
ントのための各種事業に
ついて、啓発活動を実施
するとともに、事業への
市民の参加を促します。

国や自治体など
が実施する女性
指導者育成事業
への参加によ
り、助成のエン
パワーメントが
図られます。

90

生
涯
学
習
課

Ⅱ 1

(

2

)

②

女性団体活動
への支援

社会教育活動の一層の充
実を図り、各種事業を円
滑に執行するため、女性
団体の求めに応じ支援活
動を実施します。

女性団体の活動
を支援すること
によって、女性
一人ひとりの自
立した生き方や
自発的な団体活
動が期待され、
女性の社会参加
が推進されま
す。

89

生
涯
学
習
課

Ⅱ 1

国・県等が実施
する事業の情報
発信に引き続き
努めます。

国・県等が実施する
各種事業について情
報発信に努め、参加
について働きかけま
す。

女性団体の新た
な形成などにつ
いて検討してい
きます。

女性団体の把握と支
援の形について検討
し、必要に応じて支
援します。
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具
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

男女共同フォーラムの運営を通じて
情報収集をし、人材の発掘に努めま
した。今後も情報収集に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

男女共同参画フォーラムの開
催にあたり、他の自治体の実
施例やインターネット上で男
女共同参画に関する講演家の
情報収集に努めました。結果
として、県内自治体開催の
フォーラムでは実績のない女
性実業家の湯川氏とコンタク
トをとり、講演実施に向けた
話し合いを進めることができ
ました。（第3回木更津市男
女共同参画フォーラムでの講
演をお願いしていましたが、
新型コロナウイルス感染拡大
防止のため中止となりまし
た）

91

地
方
創
生
推
進
課

Ⅱ 1

(

2

)

③

女性の人材発
掘の推進

男女共同参画フォーラム
の運営等を通じて情報収
集し、適切な人材を発掘
します。

広く、女性の人
材発掘ができま
す。

男女共同参画
フォーラムの開
催にあたり、女
性の人材の発掘
に努めます。

男女共同参画フォー
ラムの開催を通じ
て、女性の人材発掘
に向けて、情報収集
を行います。
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主
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の
方
向

具
体
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施
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

今後も各種啓発について、市の広報
紙・ホームページ等への関係資料の
掲載、パンフレット等の窓口備付な
どにより実施します。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

市ホームページへの関係資料
の掲載やパンフレット等の窓
口備付などにより、普及活動
を行いました。

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

(

1

)

①

労働基準法、
男女雇用機会
均等法、育
児・介護休業
法、パートタ
イマー労働法
等についての
普及啓発

市の広報紙・ホームペー
ジの活用及び関係資料の
掲示により、労働基準
法・男女雇用機会均等
法・育児介護法・パート
タイマー労働法等につい
ての普及啓発を行いま
す。

労働基準法・男
女雇用機会均等
法・育児介護
法・パートタイ
マー労働法等に
ついての普及が
図られます。

92

関係機関から情
報提供があった
際は、速やかに
市の広報紙・
ホームページへ
の情報掲載及び
関係資料の掲示
を行い、更なる
普及啓発に努め
ます。

市の広報紙・ホーム
ページの活用及び関
係資料の掲示によ
り、労働基準法・男
女雇用機会均等法・
育児介護法・パート
タイマー労働法等に
ついての普及啓発を
行います。
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具
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的
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

今後も関係機関・団体との連携を図
るとともに、適宜、各広報媒体の利
用、関係資料の掲示等により普及啓
発に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B
家族経営協定については、君津農業
事務所と連携して積極的に推進し、
セミナーへの参加を促進していきま
す。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

引き続き関係機関と連携し、家族経
営協定セミナーんへの参加促進に努
めること。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

市ホームページへの関係資料
の掲載やパンフレット等の窓
口備付などにより、普及活動
を行いました。

協定の周知等を行いました
が、令和元年度においては、
新たに家族経営協定の締結は
なく、協定締結数の合計は29
件となっています。

(

1

)

①

関係機関・団
体との連携に
よる男女の均
等な雇用機会
等の確保に向
けた啓発の促
進

市の広報市・ホームペー
ジの活用及び関係資料の
掲示により、労働基準
法・男女雇用機会均等
法・育児介護法・パート
タイマー労働法等につい
ての普及啓発を行いま
す。

労働基準法・男
女雇用機会均等
法・育児介護
法・パートタイ
マー労働法等に
ついての普及が
図られます。

94

農
林
水
産
課

Ⅱ 2

(

1

)

②

経営・労働環
境の向上の促
進

家族経営協定締結セミ
ナーへの参加を促進し、
調印を推進します。

農林漁業に従事
する女性の技
術、経営管理能
力が向上すると
ともに、家族経
営協定制度の普
及及び促進が図
られます。

93

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

関係機関・団体
と連携を図り、
情報提供があっ
た際には、市の
広報紙・ホーム
ページへの情報
掲載及び関係資
料の掲示を行
い、普及啓発に
努めます。

関係機関・団体と連
携を図るとともに、
市の広報市・ホーム
ページの活用及び関
係資料の掲示を通し
て、労働基準法・男
女雇用機会均等法・
育児介護法・パート
タイマー労働法等に
ついての普及啓発を
行います。

君津農業事務所
と連携してセミ
ナーへの参加を
促進し、農業委
員会事務局や君
津農業事務所と
連携して、家族
経営協定の締結
を促進します。

農業委員会事務局及
び君津農業事務所と
連携して、家族経営
協定の周知を図り、
セミナーへの参加を
促進し、家族経営協
定の締結を推進しま
す。
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主
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題
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策
の
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向

具
体
的
施
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

今後も関係機関・団体との連携を図
るとともに、適宜、各広報媒体の利
用、関係資料の掲示等により普及啓
発に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

広報きさらづ4月号へ経営革
新に関する奨励金について、
10月号へ千葉県の最低賃金改
正について掲載しました。
また、市ホームページへの関
係資料の掲載、パンフレット
等の窓口備付などの普及活動
も併せて行いました。

95

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

(

1

)

②

経営・労働環
境の向上の促
進

市の広報紙・ホームペー
ジの活用及び関係資料の
掲示にを行います。

女性の経営・労
働環境の向上が
図られ、女性の
能力開発及び経
営参画の促進が
図られます。

市の広報紙・
ホームページ等
を活用し、普及
啓発に努めま
す。

市の広報紙・ホーム
ページの活用及び関
係資料の掲示を行い
ます。
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番
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基
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主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

君津農業事務所（県）が行う女性向
けセミナーについては、今後も君津
農業事務所と連携して積極的な活用
を推進していきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

平成12年度に設立されたきみ
つ4市起業家ネット（君津農
業事務所所管）研修会や君津
地域いきいき交流会や女性農
業者スキルアップ視察研修
会、ちば県女性農業者ネット
ワークについて周知し、参加
しました。

農
林
水
産
課

Ⅱ 2

(

1

)

女性の技術・
経営管理能力
の向上の促進

②

君津農業事務所(県)の行
う女性向けのセミナー等
の活用を推進します。

女性の技術・経
営管理能力の向
上や女性起業家
の育成が図られ
ます。

96

君津農業事務所
が主催する農業
いきいき交流
会、その他女性
向けセミナー等
を市広報誌、市
ホームページ等
を活用して、周
知に努めます。

君津農業事務所が主
催する女性向けセミ
ナーの参加を促すた
め、市広報誌、市
ホームページ等を活
用して、周知を図り
ます。
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課
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基
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主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

今後も関係機関・団体との連携を図
るとともに、適宜、各広報媒体の利
用、関係資料の掲示等により普及啓
発に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

国や県を始めとする関係団体
等の研修会・講習会等の開催
情報を収集し、市ホームペー
ジへの関係資料の掲載、パン
フレット等の窓口備付など普
及活動を行いました。

(

1

)

②

女性の技術・
経営管理能力
の向上の促進

国・県及び木更津商工会
議所等関係団体の研修
会・講習会等の開催情報
を収集し、市の広報紙・
ホームページの活用及び
関係資料の掲示により、
関係情報の提供を行いま
す。

女性の技術・経
営管理能力の向
上が図られ、女
性の能力開発及
び経営参画の促
進が図られま
す。

97

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

市の広報紙・
ホームページ等
を活用し、普及
啓発に努めま
す。

国・県及び木更津商
工会議所等関係団体
の研修会・講習会等
の開催情報を収集
し、市の広報紙・
ホームページの活用
及び関係資料の掲示
により、情報提供を
行います。
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主
要
課
題
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の
方
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具
体
的
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

君津農業事務所（県）が行う女性向
けセミナーについては、今後も君津
農業事務所と連携して積極的な活用
を推進していきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

農山漁村男女共同参画フォー
ラムは毎年10月に開催してい
ましたが、令和元年度は農林
水産業への台風被害が大き
かったため中止となりまし
た。
一方で、平成12年度に設立さ
れたきみつ4市起業家ネット
（君津農業事務所所管）研修
会や君津地域いきいき交流会
や女性農業者スキルアップ視
察研修会、ちば県女性農業者
ネットワークに参加し、情報
交換を行うことにより、女性
の経営参画を促進しました。

98

農
林
水
産
課

Ⅱ 2

(

1

)

②

女性の経営参
画の促進

農山漁村男女共同参画
フォーラムの参加を推進
し、経営参画を促進しま
す。

女性起業家の育
成が図られま
す。

農山漁村男女共
同参画フォーラ
ムに参加し、情
報交換に努めま
す。

農山漁村男女共同参
画フォーラムに参加
して、情報交換を行
うことにより、女性
の経営参画を促進し
ます。
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主
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具
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的
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

総会や木更津商工会議所が主催する
イベント等を通じて情報交換を行い
ましたが、女性の経営参画促進を強
化するために研修等の情報提供が必
要となることから、今後も積極的な
周知に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

木更津商工会議所女性部と総
会や商工会議所が主催するイ
ベント等を通して事業報告・
計画等の情報交換を行ったこ
とにより、団体のさらなる強
化ができ、女性経営参画を促
進することができました。

99

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

(

1

)

②

女性の経営参
画の促進

木更津商工会議所女性部
との情報交換を行うこと
により、団体の強化を図
り、女性の経営参画を促
進します。

女性の経営参画
の促進が期待さ
れます。

木更津商工会議
所女性部との情
報交換の場が、
総会のみであっ
たため、更なる
連携について検
討します。

木更津商工会議所女
性部と情報交換を行
うことで団体の強化
を図り、女性の経営
参画を促進します。
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基
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主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

関係機関と連携し、女性の共同参画
の場を設け今後も積極的に推進して
いきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

君津農業事務所が所管してい
るきみつ4市起業家ネット研
修会、君津地域いきいき交流
会等を市広報紙等やホーム
ページを活用し周知を図りま
した。また、女性農業者スキ
ルアップ視察研修会や、ちば
県女性農業者ネットワークに
参加しました。

農
林
水
産
課

Ⅱ 2

(

1

)

②

県・関係機
関・団体との
連携の推進

関係機関と連携し、女性
の共同参画の場を設け、
推進を図ります。

女性起業家の育
成、家族経営協
定制度の普及及
び促進が図ら
れ、女性の経営
参画の促進につ
ながります。

100

君津農業事務所
と連携し、女性
の共同参画の場
を設け、市広報
誌、市ホーム
ページ等を活用
して、周知に努
めます。

君津農業事務所が所
管しているきみつ4市
起業家ネット研修
会、君津地域いきい
き交流会等の女性の
共同参画の場を市広
報誌、市ホームペー
ジ等を活用して、周
知を図ります。
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主
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の
方
向

具
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

ネットワークの支援については、君
津農業事務所（県）と連携し、農山
漁村男女共同参画フォーラムの開催
を進め今後も積極的に推進していき
ます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

君津農業事務所（県）と連携
して女性の経営参画に繋がる
研修会を開催し、女性起業
家、ＪＡ女性部、君津農業事
務所等で情報交換を行い、女
性組織のネットワーク化を図
るための準備を支援しまし
た。

(

1

)

②

県・関係機
関・団体との
連携の推進

女性組織(ＪA女性部・漁
協婦人部・君津農業事務
所等)と協力し、ネット
ワークの準備を支援しま
す。

女性起業家の育
成、家族経営協
定制度の普及及
び促進が図ら
れ、女性の経営
参画の促進につ
ながります。

101

農
林
水
産
課

Ⅱ 2

女性組織(ＪA女
性部・漁協婦人
部・君津農業事
務所等)と協力
し、ネットワー
ク化に向けた支
援をします。

農山漁村男女共同参
画フォーラムを通じ
て、女性の経営参画
やネットワーク化に
関する情報交換を行
い、女性組織(ＪA女
性部・漁協婦人部・
君津農業事務所等)と
協力し、ネットワー
ク化に向けた支援を
します。
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B
女性認定農業者については、今後も
積極的に推進していきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

女性の経営参画の促進のため、引き
続き関係団体・機関と連携し、認定
農業者制度の周知を図り、女性認定
農業者認定の推進に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

今後も関係機関・団体との連携を図
るとともに、適宜、各広報媒体の利
用、関係資料の掲示等により普及啓
発に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

広報きさらづ8・11月号へ就
職支援セミナー開催のお知ら
せについて掲載しました。
また、市ホームページ等への
関係資料の掲載、パンフレッ
ト等の窓口備付などの普及活
動も合わせて行いました。

周知を図りましたが、令和元
年度においては、女性の認定
農業者及び女性の認定新規就
農者の新規認定はなく、女性
の認定農業者が27人、女性の
認定新規就農者は2人となっ
ております。

103

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

(

1

)

③

関係機関・団
体との連携に
よる再就職希
望者等の就労
に関する情報
の収集・提供

市の広報紙・ホームペー
ジの活用及び関係資料の
掲示を行います。

男女とも就労環
境の改善が図ら
れます。

102

農
林
水
産
課

Ⅱ 2

(

1

)

②

認定農業者制
度の周知と支
援推進

関係機関と連携し認定農
業者制度を普及し、女性
認定農業者の認定を推進
します。

女性認定農業者
の普及及び推進
が図られ、女性
の経営参画の促
進につながりま
す。

市の広報紙・
ホームページ等
を活用し、普及
啓発に努めま
す。

市の広報紙・ホーム
ページの活用及び関
係資料の掲示を行い
ます。

農業委員会事務
局、君津農業事
務所及びＪA木
更津市との連携
を密にして情報
を交換しながら
認定農業者制度
の周知を図りま
す。

農業委員会事務局、
君津農業事務所及び
ＪA木更津市との連携
を密にして、情報を
交換しながら認定農
業者制度の周知を図
り、女性認定農業者
の認定を促します。
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主
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の
方
向

具
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後も中小企業融資対策事業を推進
し、経営の安定化が図られるよう努
めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後も同事業を継続実施すること
で、福利厚生環境を整えるよう努め
ます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

男女性別に関係なく経営安定
に向けて広く活用していただ
くため、中小企業資金融資対
策事業について、各金融機関
へのパンフレットの送付や、
市ホームページへの掲載等の
周知を図ることで事業の推進
を行いました。

男女性別に関係なく勤労者退
職金等共済掛金補助金の利用
促進を図るため、交付事業に
ついて、市ホームページへの
関係資料の掲載や、パンフ
レット等の窓口備付などを通
して周知を図り、福利厚生環
境の改善に取り組みました。

③

勤労者退職金
等共済掛金補
助金交付事業
の推進

国の退職金制度の加入促
進のため、市が加入者を
有する事業者に対し、掛
け金の一部を助成するこ
とにより、男女ともに福
利厚生環境の改善を図り
ます。

男女ともに福利
厚生環境の改善
が図られます。

105

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

(

1

)

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

(

1

)

③

中小企業資金
融資対策事業
の推進

男女とも経営において経
済的に安定的な経営が行
えるように、中小企業資
金融資対策事業を推進し
ます。

男女とも経営に
おいて経済的に
安定的な運営が
図られます。

104

利用件数が近年
より多く、申請
金額が予算額を
超えてしまった
ため、令和元年
度の利用状況を
見て、予算額見
直しについて検
討します。

勤労者退職金等共済
掛金補助金交付事業
を推進します。

全体的な融資利
用率は高いもの
の、創業にかか
る融資利用件数
については、８
件にとどまって
いるため、創業
支援枠の利用推
進策を検討しま
す。

男女とも経営におい
て経済的に安定的な
経営が行えるよう、
また、創業に係る負
担が少なくなるよ
う、中小企業資金融
資対策事業を推進し
ます。
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の
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具
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後も、関係機関との連携強化に努
めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

配付できる関連資料を取り寄せ、引き続
き研修会・講習会等で、情報提供できる
よう努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

国・県などの動向に気を配り、研修
会や講習会などで配付できる関連資
料を取り寄せ、様々な方法で情報提
供ができるよう努めること。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

千葉県ジョブサポートセン
ターとの共催によるセミナー
開催やハローワークをはじめ
とする関係機関との会議を通
して情報共有化を図ること
で、連携強化を図りました。

就活基礎セミナー
開催回数：1回
参加者数：6人

女性向け再就職支援セミナー
＆個別相談会
開催回数：1回
参加者数：10人

研修会において、母性保護規
定に関するポスターの掲示を
することによる情報提供に努
めましたが、周知用の配付物
が無かったため、チラシ等よ
る情報提供ができませんでし
た。

107

地
方
創
生
推
進
課

Ⅱ 2

(

2

)

①

労働基準法の
母性保護規定
に関する啓発

研修会・講習会等で情報
提供します。

母性保護につい
ての理解が得ら
れます。

106

産
業
振
興
課

Ⅱ 2

(

1

)

④

関係機関との
連携の強化

関係機関との連携を強化
します。

労働の場におけ
る男女共同参画
の推進につなが
ります。

関係機関に対
し、セミナー等
の協力を促しま
す。

関係機関とのセミ
ナー共催等を通して
連携を強化します。

研修会・講習会
等において、労
働基準法の母性
保護規定につい
て、情報提供を
行うため、配布
するチラシ等の
内容の充実を検
討します。

各種研修会・講習会
において、労働基準
法の母性保護規定に
関して、わかりやす
い内容のチラシ等を
用意し、情報提供で
きるように努めま
す。
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主
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具
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

就労妊婦の相談で、千葉県労働局雇
用環境・均等室をご紹介することも
あり、必要時他機関の紹介が出来ま
した。
就労妊婦が多い現状を踏まえた事業
運営をすることができました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

就労妊婦に対し、妊娠届出時
や妊婦訪問指導時に、母性健
康管理指導事項連絡カードに
ついてリーフレットを活用し
て周知しました。
また、就労妊婦が参加しやす
いようにプレママ講座(初産
婦対象)及びママ広場(経産婦
対象)を妊娠7～8ヶ月頃（産
休に入る前後）に実施しまし
た。プレママ講座は33回、参
加者数141人、ママ広場は11
回、参加者90人でした。

108

子
育
て
支
援
課

Ⅱ 2

(

2

)

①

働きながら出
産・育児を望
む女性への情
報の提供

母子健康手帳の活用につ
いて周知します。(母性
健康管理指導事項連絡
カード)

働きながら育児
をする女性の不
安や悩みの解消
につながること
が期待できま
す。

母性健康管理指
導事項連絡カー
ド等の情報提供
に引き続き努め
ます。

就労妊婦に対し、妊
娠届出時や妊婦訪問
指導時に、母性健康
管理指導事項連絡
カードについてリー
フレットを活用して
周知します。
また、就労妊婦が参
加しやすいようにプ
レママ講座(初産婦対
象)及びママ広場(経
産婦対象)を妊娠7～
8ヶ月頃（産休に入る
前後）に実施しま
す。
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男女共同参画
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みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後もわかりやすい内容で啓発に努
めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
情報紙の構成を工夫し、限られた紙
面の中での情報提供に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

第1回フォーラムにおいて
「イクボス」をテーマとした
内容で開催しました。男女の
ライスタイルに応じた家事・
育児等への参画のあり方や時
間を効率的に使うタイムマネ
ジメントなどについて講演を
行いました。

男女のライスタイルに応じた
家事・育児等への参画のあり
方に触れるフォーラムの周知
と男性の家事参加を促進する
ための記事を男女共同参画紙
に掲載しました。
また、関連した各種情報を資
料掲示等により提供しまし
た。

家事・育児・介
護に関する男女
共同参画に関し
て、男女共同参
画フォーラムの
テーマのひとつ
に盛り込めるよ
うに、検討しま
す。

家庭生活での男
女共同参画を促
進できます。

①

家事・育児・
介護に関する
男女共同参画
の浸透

男女共同参画フォーラム
の内容に盛りこみます。

109

地
方
創
生
推
進
課

Ⅲ 1

(

1

)

110

地
方
創
生
推
進
課

Ⅲ 1

(

1

)

①

家事・育児・
介護に関する
男女共同参画
の浸透

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）に
記事を掲載します。

家庭生活での男
女共同参画を促
進できます。

家事・育児・介護に
関する男女共同参画
が促進されるよう
に、男女共同参画
フォーラムのテーマ
のなかに取り入れら
れるように、検討し
ます。

家事・育児・介
護に関する男女
共同参画に関す
る記事として、
「イクメンプロ
ジェクト」を掲
載し、啓発を行
いました。
今後も男女共同
参画情報紙への
記事の掲載に努
めます。

家庭・育児・介護に
関する男女共同参画
について、わかりや
すい記事の掲載に努
めます。

83



連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
定期的に、地域包括支援センターや
公民館にパンフレットを配布するこ
とができました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

介護保険制度改正及び消費税
増税に対応したパンフレット
を作成しました。作成したパ
ンフレットは窓口、地域包括
支援センター、公民館に設置
しました。

パンフレットの
配布や地域にお
ける各種研修会
等で引き続き介
護保険制度の周
知に努めます。

パンフレットの配布
や地域における各種
研修会等で介護保険
制度の周知を行いま
す。

男女で参加で
きる家事・育
児や在宅介
護・看護のた
めの講座・講
習等の開催

家族が抱えてきた介護の
不安等を解消すべく、介
護保険制度の周知を促進
します。

111

介
護
保
険
課

Ⅲ 1

(

1

)

①

従来、在宅介護
の主たる介護者
は女性であった
が、介護負担の
大きさや重要性
を鑑み、性別に
よらず介護に参
加することを啓
発することによ
り、地域住民あ
るいは家庭内に
おける理解が得
られます。
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事業名
事業内容
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具体的実施目標

男女共同参画
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みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

子育て講座・講演会、育児相談の実
施を通して、父親の子育てへの積極
的な参加が見られるようになってき
ました。
一方で、母親一人で子育ての悩みを
抱えているケースも多いので、さら
に子育て支援を担う施設からのアプ
ローチを実施します。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

公立保育園主催の保育講座、
離乳食講座を実施しました。
(保育講座)3回
(離乳食講座)3回

保育園保護者を対象に子育て
講演会を開催しました。
(子育て講演会)1回
(公民館講座)7箇所

健康推進課との共同主催であ
る７ヶ月児教室に参加し、育
児で大切なポイントを知らせ
たり、育児相談を24回行いま
した。

子育て世代の傾
向としては、父
親の子育てへの
積極的な参加が
見られるように
なってきたと思
われますが、ま
だ母親一人で子
育ての悩みを抱
えているケース
も多いので、さ
らに子育て支援
を担う施設から
のアプローチを
実施していきま
す。

「子育て支援セン
ター・ゆりかもめ」
において、相談や講
習会等を実施しま
す。
また、公立保育園主
催の保育講座、離乳
食講座を実施してい
きます。
(保育講座)3回予定
(離乳食講座)3回予定

保育園保護者を対象
に子育て講演会を開
催します。
(子育て講演会)1回予
定
(公民館講座)5箇所予
定

(

1

)

①112

こ
ど
も
保
育
課

Ⅲ 1

男女で参加で
きる家事・育
児や在宅介
護・看護のた
めの講座・講
習等の開催

「子育て支援センター・
ゆりかもめ」において、
相談や講習会等を実施し
ます。

育児不安の解消
や、父親の子育
てへの積極的な
参加を促しま
す。
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

各公民館の実施状況は次のと
おりです。

公民館で男性のための家
事・育児講習等を開催し
ます。

男性の生活の自
立を促すととも
に、女性の社会
参画が期待でき
ます。

地域の中での男
性の自主的活動
の広がりを求め
に応じて対応し
ていきます。

地域の実情に応じて
市内公民館で開催し
ます。

公
民
館

Ⅲ 1

(

1

)

①

男性のための
家事・育児講
習等の開催家
事・育児講習
等の開催
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事業名
事業内容
及び
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男女共同参画
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みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
移動研修を一般に募集して学級参加
へのきっかけとするなど、学級生を
増やす方法について考える必要があ
ります。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後も、サークルの維持・継続・発
展のために側面から支援します。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

今年度は6回開催し、料理の
基礎や、不足しがちな野菜の
簡単な調理方法などを学ぶこ
とで、家庭での家事の共同
や、家族の健康について考え
るきっかけとなりました。
また、文化祭において模擬店
の焼きそば調理と販売を担当
することで地域との交流を図
り、さらに学級生同士の仲間
づくりの場とすることができ
ました。

サークル一覧への掲載、問い
合わせへの対応等、会員確保
に関する支援をしました。

①

「男の料理教
室」の開催

男性の生活の自立を促す
ため、料理教室を開催し
ます。

家事の共同に
よって、家庭内
で相互理解を深
めることができ
ます。

主催事業から
サークル化した
団体の一つであ
り、現在は自主
的な運営がされ
ていますが、新
規会員の獲得等
に関して公民館
として今後も支
援を行っていき
ます。

サークル一覧への掲
載、問い合わせへの
対応等、会員確保に
関する支援をしま
す。

113

西
清
川
公
民
館

Ⅲ 1

(

1

)

①

「男の料理教
室」の開催

料理の基礎をまなぶ不慣
れな男性を対象に、料理
教室を開催します。

114

桜
井
公
民
館

Ⅲ 1

(

1

)

家事の共同に
よって、家庭内
で相互理解を深
めることができ
ます。

年間5回の調理実習と
1回の移動研修を予定
しています。各回に
おいて季節毎の栄養
価の高い食材の活用
方法を学びます。ま
た、地区文化祭にお
いて模擬店を出店
し、教室の成果と達
成感を感ることがで
きるように教室を実
施します。

「食べて健康力
アップ」をテー
マに、料理の基
礎に加えて栄養
についても学
び、家庭内の健
康について考え
ることができる
ようにアプロー
チを図ります。
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事業名
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及び
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男女共同参画
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

令和元年度台風15号等や新型コロナ
ウイルス等の影響により、スケ
ジュールの延期や中止があったが、
概ね予定通り実施することができま
した。昨年の災害等により、市民の
防災意識が高くなっていることか
ら、今年度についても内容を精査
し、実施していく予定です。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

木更津市自主防災実務者講習
会（千葉県災害対策コーディ
ネーター養成講座）を、令和
元年8月と令和2年2月の2回開
催しました。2回の開催で53
人（うち12人が女性）を災害
対策コーディーネーターに認
定しました。
また、令和元年台風15号等の
影響により、10月6日に開催
を予定していた防災訓練を12
月8日に延期し、実施しまし
た。
さらに、自主防災組織等が主
催する防災訓練や講習会に職
員を派遣し、訓練等の支援を
行いました。

講習会で女性の
講師を起用す
る、また、講習
会の内容を女性
向けにする等女
性が参加しやす
い防災訓練や講
習会等の開催を
検討し、防災意
識の高揚を図り
ます。

より多くの女性に防
災活動への参加を促
すことを目的に、令
和元年度は木更津市
自主防災実務者講習
会（千葉県災害対策
コーディネーター養
成講座）を2回開催し
ます。
また、10月6日に市内
複数箇所で住民主体
の防災訓練を開催し
ます。
さらに、自主防災組
織等が主催する防災
訓練や講習会に職員
を派遣する等の支援
を行います。

防災活動への女
性の参加が促進
できます。

115

危
機
管
理
課

Ⅲ 1

(

2

)

①

女性の地域に
おける防災活
動等への参加
促進

自主防災組織等の防災訓
練や講習会での女性の積
極的な参加を促します。
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事業名
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後も、性別にとらわれず、適切な
助言ができるような人選を行いま
す。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

男性の地域活動への参加を促進する
ため、今後も公民館の事業等の把握
と情報発信に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

適切な助言・指導が行える環
境づくりのため、各団体の活
動把握に努め、審議会等の委
員選出に対して性別にとらわ
れることのなく、有能な方を
選出いただくよう各関係団体
へ助言しました。

地域で活動する男性が社会教
育施設や地域行事に積極的に
参加できるような活動につい
て、各公民館事業などを、公
民だよりやイベントのチラシ
を使い情報提供しました。

男性の地域活
動への参加機
会の拡大促進

地域で活動する男性(特
に父親)が社会教育施設
や地域行事に積極的に参
加できるような体制づく
りをします。

男性の地域活動
への参加を促進
することによ
り、男性も生活
の場である地域
社会に参画する
ことが期待され
ます。

今後も関係団
体、機関の代表
者の人選につい
て、性別にとら
われない人選を
働きかけるよう
努めます

適切な助言・指導が
できるよう団体の活
動把握に努めます。

地域活動への参
加、学習機会を
求めている男性
に対して、引き
続き丁寧に助言
することに努め
ます。

社会教育機関で実施
されている学習機会
の把握に努め、適切
な助言を行います。

地域活動や奉仕
活動を行う団体
に女性が積極的
に参加できる環
境づくりを行う
ことにより女性
の社会参画が促
進されます。

(

2

)

①

女性の地域や
ボランティア
団体代表への
就任促進

各種団体の代表者とし
て、性別にとらわれず、
有能な人物を代表者とし
て選出できる社会教育施
策を推進します。
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Ⅲ 1

生
涯
学
習
課

Ⅲ 1

(

2

)

①
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男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

各公民館の実施状況は次のと
おりです。

公
民
館

Ⅲ 1

(

2

)

①

公民館ボラン
ティア活動の
促進

各公民館で地域課題の解
決に向けた事業に取り組
む中で、男女の区別なく
地域活動に積極的に取り
組む人材を育成していき
ます。

男女共同参画の
視点に立って、
継続的学習を行
う中で、男女平
等意識を高めま
す。

地域の実情に応
じて市内共通の
課題に取り組む
中で、市民参画
による運営に
よって市民力が
向上するよう取
り組みます。

各地区で地域課題の
解決に向けた事業に
取り組む中で、男女
の区別なく地域活動
に積極的に取り組む
人材を育成していき
ます。
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策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
男女の区別なく取り組んでいく中
で、性差を活かした活動を確認でき
ました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

前年度から継続して、講座を
卒業したスタッフを中心に毎
月1回のカフェを実施しまし
た。毎月の準備会でも民生委
員や区長、地域有識者らの男
女混合のメンバーから地域が
抱える課題について生きた意
見が出されており、男女共同
参画の視点からも、地域に根
差した取り組みにすることが
できました。

男女共同参画の
視点に立って、
継続的学習を行
う中で、男女平
等意識を高めま
す。

地域の方のカ
フェという意味
合いを強めるた
めにも、地域住
民でもあるス
タッフの自主的
な運営へ徐々に
シフトしてい
く。

118

中
央
公
民
館

Ⅲ 1

(

2

)

①

公民館ボラン
ティア活動の
促進

市内の全公民館で、地域
課題の一つである健康に
関する事業に取り組み、
継続的学習を行う中で、
男女の区別なく地域活動
に積極的に取り組む人材
を育成していきます。

中央コミュニティカ
フェボランティア養
成講座を修了した市
民を中心に昨年度中
央コミュニティカ
フェをオープンしま
した。今年度も地域
に住む高齢者を対象
に月1回のコミュニ
ティカフェを開催す
るとともに、男女共
同参画の視点を持
ち、コミュニティカ
フェと役員会を実施
していきます。

対象：地区住民(成
人）20人以上
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具
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

通学合宿や文化祭などの行事において支
援ボランティアの活動の充実は図れませ
んでしたが、花壇整備については自発的
なボランティアの申し出がありましたの
で、今後の継続的な活動に繋げていきま
す。また、他のボランティア充実に向け
た呼びかけも積極的に行っていきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

様々な方法で積極的な呼びかけを
行ったことで、新しいボランティア
の参加に繋がり、活動が再開され、
今後発展していく兆しが見えるた
め、引き続きボランティア活動の促
進について継続して努めること。

総合
評価

改善策等の提言

A
２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

一昨年まで整備ボランティア
は、参加者の高齢化に伴い形
骸が進んでいましたが、昨
年、利用者の方からの申し出
があり、公民館の花壇に花を
植えて整備を行いました。
なお、通学合宿ボランティア
については、各地域団体に呼
びかけ強化し、文化祭ボラン
ティアについては、公民館利
用サークルに呼びかけ、同じ
く強化に取り組んでいます。

各公民館の実施状況は次のと
おりです。

公
民
館

Ⅲ 1

(

2

)

①

公民館ボラン
ティア活動の
促進

公民館支援ボランティア
を募集し、公民館活動の
充実を図ります。

男女共同参画の
視点に立って、
男女平等意識を
高めます。

花壇整備につい
ては、高齢化に
よる影響もあ
り、ボランティ
アは解散しまし
た。今後の対策
を検討します。

Ⅲ 1

(

2

)

①

幅広い年齢層
に応じた各種
学級・講座の
開催

各公民館で幅広い年齢層
に応じた各種学級・講座
を開催します。

男女共同参画の
視点に立って、
男女平等意識や
人権意識を高め
ます。

119

岩
根
西
公
民
館

花壇整備以外に、通
学合宿ボランティ
ア、文化祭ボラン
ティア等、男女の区
別なく、比較的大き
な行事においての支
援ボランティアの充
実に努めます。

地域の実情に応
じて、幅広い年
齢層に応じた事
業に取り組みま
す。

男女共同参画の視点
を持ち、地区住民を
対象として、各公民
館で幅広い年齢層に
応じた各種講座を開
催します。

92



連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策
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具体的実施目標

男女共同参画
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
男女の幅広い参加者を集めて認識を
深めることができました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

駅前という立地を生かして、
市内全域を対象とした初心者
向け山歩き講座を実施し、参
加者の健康増進に寄与すると
ともに、山という自然環境と
向きあう活動に取り組むこと
で、ジェンダーバイアスを再
認識する機会とし、男女共同
参画の推進に資することがで
きました。

120

中
央
公
民
館

Ⅲ 1

(

2

)

①

幅広い年齢層
に応じた各種
学級・講座の
開催

幅広い年齢層に応じた各
種学級・講座を開催しま
す。

各種学級・講座
を開催する中
で、男女共同参
画に対する意識
を高めることが
できます。

公
民
館

Ⅲ 1

(

2

)

①

地域総合型ス
ポーツクラブ
への支援

各公民館で地域総合型ス
ポーツクラブを求めに応
じて支援します。

地域で活動をす
る中で、男女共
同参画に対する
意識を高めるこ
とが出来ます。

男女共同参画の
視点に立ち、地
域の誰もが参加
できる場づくり
に努めます。

地域の実情に応じて
各公民館で開催に取
り組みます。

地域の課題に応
じて、引き続き
幅広い年齢層に
応じた事業に取
り組みます。

中央公民館は、駅に
近いという条件を活
かした講座、かつ男
女共同参画の視点を
持った公民館入門事
業を開講します。
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事業名
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及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

各公民館の実施状況は次のと
おりです。

公
民
館

Ⅲ 1

(

2

)

①

地域コミュニ
ティー活動の
拠点としての
公民館の活用
促進

各公民館で市民の自己啓
発と地域コミュニティー
の形成を支援する幅広い
公民館活動を促進しま
す。

地域活動の拠点
である公民館で
活動をする中
で、男女共同参
画の重要性を認
識し、意識を高
めることが出来
ます。

地域の実情に応
じて地域の各団
体等と連携・協
力し、より改善
するよう努めま
す。

公民館を拠点に、地
域の実情に応じてさ
まざまな事業等を開
催します。
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主
要
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題
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策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
男女の区別なく取り組んでいく中
で、性差を活かした活動を確認でき
ました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

前年度から継続して、講座を
卒業したスタッフを中心に毎
月1回のカフェを実施するこ
とができました。毎月の準備
会でも民生委員や区長、地域
有識者らの男女混合のメン
バーから地域が抱える課題に
ついて生きた意見が出されて
おり、男女共同参画の視点か
らも、地域に根差した取り組
みにすることができました。

121

中
央
公
民
館

Ⅲ 1

(

2

)

①

「中央コミュ
ニティカ
フェ」の実施

コミュニティカフェを手
法とした交流を通して、
居場所づくり、健康維持
増進、認知症予防等を図
ります。

地域の中の公民
館を拠点に、誰
もが気軽に立ち
寄り、話すこと
の出来る場づく
りを通して交流
を深めることが
出来ます。

地域の方のカ
フェという意味
合いを強めるた
めにも、地域住
民でもあるス
タッフの自主的
な運営へ徐々に
シフトしていき
ます。

中央コミュニティカ
フェボランティア養
成講座を修了した市
民を中心に、昨年度
中央コミュニティカ
フェをオープンしま
した。今年度も地域
に住む高齢者を対象
に月1回のコミュニ
ティカフェを開催す
るとともに、男女共
同参画の視点を持
ち、コミュニティカ
フェと役員会を実施
していきます。

対象：地区住民(成
人）20人以上
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具
体
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

運営協議会の開催は1回に留まり、令
和2年度の事業計画等について、充分
な審議を行うことができませんでし
た。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

会議の開催方法や日程について余裕
を持った計画を立て、充分な審議が
行える場の確保に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

B

２次評価を踏まえ取り組むこと。

市民活動支援センター運営協
議会の開催を3回予定してお
りましたが、台風15号等災害
及びコロナウィルスの感染拡
大防止の観点から1回の開催
となりました。なお、運営協
議会では施設の利便性向上及
び市民活動の活発化に向けて
調査・審議を行いました。

122

市
民
活
動
支
援
課

Ⅲ 1

(

2

)

①

市民活動支援
事業の推進

市民活動支援センターを
拠点として、男女ともに
地域における市民活動へ
の参加を促進し、地域自
治によるまちづくりを推
進します。

市民活動支援セ
ンターを拠点に
多種多様な団体
が活動をしてお
り、男女ともに
参加しやすく、
来館しやすいセ
ンターとして整
備いたします。

市民活動支援セ
ンター運営協議
会のなかで、更
なる利便性の向
上と市民活動支
援について検討
し、施設面では
トイレの改修と
市民活動従事者
への駐車券の配
布を実施いたし
ました。また、
市民活動団体向
けにアンケート
調査を実施たと
ころ、福祉に係
る市民活動に要
望があったこと
から、福祉に焦
点をあてたカテ
ゴリー別交流会
を実施いたしま
した。

市民活動支援セン
ターが開館してから3
年以上が経過してお
り、来館者数及び市
民活動支援センター
の登録団体も増加
し、更に市民活動を
活発化させるため、
登録団体のＰＲ方法
やボランティア募集
について指定管理者
と協議するだけでは
なく、市民活動支援
センター運営協議会
においても議題とし
て検討いたします。
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事業名
事業内容
及び
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男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

運営委員会での情報共有とはがき通
信により、情報提供の支援はできた
ものと考えます。今後も、地道に取
組を進め、情報提供による国際理解
の促進に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

原則毎月1回開催している木
更津市国際交流協会（KIFA）
運営委員会において、市内外
の国際関係の情報共有を図
り、「KIFAはがき通信」（毎
月1回）にて会員に向けて情
報発信を行いました。

123

地
方
創
生
推
進
課

Ⅲ 1

市民の国際理
解の促進と情
報の提供

木更津市国際交流協会へ
情報提供等支援を行いま
す。

市民の国際理解
が深まります。

(

3

)

①

木更津市国際交
流協会の事務局
として情報提供
等の支援を引き
続き行い、市民
の国際理解が深
まるよう努めま
す。

木更津市国際交流協
会へ年間を通じた情
報提供等の支援を行
います。
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の
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向

具
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的
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
ホームページのリニューアルを行っ
たことから、今後、更新を怠らない
よう努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

市ホームページに国際交流の
情報や在住外国人向けの災害
対応など、迅速にわかりやす
く情報掲載に努めました。
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地
方
創
生
推
進
課

Ⅲ 1

(

3

)

①

市民の国際理
解の促進と情
報の提供

市ホームページに記事を
掲載します。

市民の国際理解
が深まります。

市ホームページ
に国際理解に関
する情報を引き
続き掲載しま
す。掲載情報の
充実に努めま
す。

市ホームページに国
際理解に関する情報
を迅速かつわかりや
すく掲載します。
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番
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名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

今後このワールドフェスティバルの
ような取組を積極的に紹介すること
によって、各学校で国際理解教育の
充実につながるよう努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

これまでの各学校のALTの活動に加え
て、初の試みとなるワールドフェス
ティバルが行われたことにより、従
前とは別の角度による国際理解教育
の推進に資する取組が図られている
ため、A評価とする。今後も様々な方
法により国際理解教育が進むように
努めること。

総合
評価

改善策等の提言

A
２次評価を踏まえ取り組むこと。

各配置校での交流に加え、11
月には富来田小学校でのワー
ルドフェスティバルにALT8名
が参加し、3、4年児童との交
流を深めました。
今年度は初めての試みだった
ため、2学年のみの交流とし
て企画、実施しました。

AＬＴや諸外国
の方とのふれあ
いを通して、国
際理解を推進す
ることができま
す。

125

ま
な
び
支
援
セ
ン
タ
ー

Ⅲ 1

(

3

)

①

学校における
国際理解教育
の推進

異文化交流体験等の国際
理解教育を支援します。

異文化交流・体
験の機会を更に
増やしていける
よう各種会議で
交流活動等の紹
介を行っていき
ます。

国際交流集会等を通
して国際理解教育を
推進します。
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策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
ALTの増員により、より多くのふれあ
いの場をつくることができました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
各都市との交流に対する温度差があ
ることから、今後も緊密に情報交換
を行っていきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

前年度より3名増員して配置
し、小学校の外国語の授業に
可能な限りALTが入れるよう
に努めました。ALTとのコ
ミュニケーションを通して、
異文化への理解を深めること
ができました。

新たにベトナム・ダナン市と
友好都市締結をするなど、各
友好都市と様々な交流が進む
ように情報交換に努めまし
た。

126

ま
な
び
支
援
セ
ン
タ
ー

①

127

地
方
創
生
推
進
課

Ⅲ 1

(

3

)

①

姉妹都市をは
じめとする海
外都市との相
互交流の推進

姉妹都市オーシャンサイ
ド市をはじめとする海外
都市と情報交換します。

市民の国際理解
が深まり、相互
交流の推進とな
ります。

学校における
国際理解教育
の推進

市立小中学校に外国語指
導助手(AＬＴ)を配置し
様々な国の文化にふれる
機会を促進します。

AＬＴとのふれ
あいを通して、
国際理解を推進
することができ
ます。

Ⅲ 1

(

3

)

AＬＴの配置を
増やしAＬＴと
の触れ合いの場
を増やします。
より効果的にA
ＬＴを活用して
もらえるよう、
学校との連携を
図ります。。

教育活動全体を通し
て、AＬＴを積極的に
活用し、コミュニ
ケーション能力の育
成と、国際理解教育
を推進します。

海外都市との相
互交流が深まる
よう情報交換の
充実に努めま
す。

姉妹都市や友好都市
等との交流に関する
情報交換をします。
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主
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題

施
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の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後も各都市と緊密に情報交換を
行っていきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B
カテゴリー認定に至りませんでした
が、認定に向けた準備期間として観
光案内所の機能充実化を図ることが
できました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

JNTO認定外国人観光案内所の認定を
受けることはインバウンド誘致促進
につながる有効な取組のため、認定
に向けた課題を整理し、認定取得に
努めること。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

市ホームページをリニューア
ルし、海外都市との交流を迅
速且つわかりやすい情報掲載
に努めました。

台風災害、新型コロナウイル
ス等の影響により、他の業務
を優先せざるを得ない状況で
あったことから、カテゴリー
認定には至りませんでした
が、外国人観光客の利用促進
を図るため観光案内所のリ
ニューアル等により機能充実
化を図りました。
令和2年度についても引き続
きカテゴリー認定取得に努め
ます。

姉妹都市をは
じめとする海
外都市との相
互交流の推進

市ホームページで姉妹都
市をはじめとする海外都
市の情報を公開します。

市民の国際理解
が深まり、相互
交流の推進とな
ります。
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地
方
創
生
推
進
課

Ⅲ 1

(

3

)

①

市ホームページ
で姉妹都市等の
情報を引き続き
わかりやすく掲
載します。内容
の充実を図りま
す。

姉妹都市や友好都市
との交流についての
情報を迅速かつわか
りやすく掲載しま
す。

「JNTO外国人観
光案内所カテゴ
リー認定」に必
要な課題が明確
になったため、
解決策を検討し
ます。

「JNTO外国人観光案
内所カテゴリー認
定」に向け、課題解
決に向け取り組み、
認定取得に努めま
す。

外国人観光客が、分かり
やすく観光できるため
に、観光案内板の改修な
ど外国語表示の充実を図
り、外国人観光客の誘致
促進を図ります。

外国人観光客
が、分かりやす
く観光できるた
めに、観光案内
板の改修など外
国語表示の充実
を図ります。

外国人観光客
のための外国
語表示・標識
の設置の促進

Ⅲ 1

(

3

)

①129

観
光
振
興
課
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主
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課
題
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策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

外国語パンフレットには、体験プロ
グラムの概要や市内の地図などが記
載されていることから、海外旅行会
社向け商談会での活用も期待できま
す。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

外国人観光客にとって市内観
光情報や位置情報がより分か
りやすく伝わるパンフレット
を観光協会等と連携して作成
しました。

市内事業者に外
国人の施設利用
状況についてヒ
アリングを実施
したため、ヒア
リングした内容
を精査し外国語
版パンフレット
の作成を行いま
す。

前年度ヒアリングし
た、市内事業者の意
見をパンフレット作
成委託業者と精査
し、外国人観光客が
利用し易い、外国語
版パンフレットを作
成します。

外国語版観光ガイド等を
作成し、本市来訪の外国
人観光客に配布すること
により、利便性の向上及
び国際会議観光都市とし
ての受け入れ体制の整備
により、国際会議等の顧
客誘致の推進を図りま
す。

外国語版観光
ガイド等の作
成

1

(

3

)

①130

観
光
振
興
課

Ⅲ

外国人観光客の
利便性が向上
し、国際会議等
に参加する顧客
の増加が期待さ
れ、国際理解と
交流の推進とな
ります。
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主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B
関係課が自主的に設置していただく必要
があることから、ガイドラインを作成す
るなど、環境づくりに取り組みます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

各課が自発的に外国語案内板作成に
取り組めるよう、ガイドラインの作
成に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

関係課の自主的に設置していただく必要
があることから、ガイドラインを作成す
るなど、環境づくりに取り組みます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

施設を所管する各課が自発的に外国
語案内板作成に取り組めるよう、ガ
イドラインの作成に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

関係課と打合せのタイミング
や以前英語翻訳等の依頼を受
けた課に働きかけ、市所有の
施設内の掲示物等を外国人に
も理解できるよう要望を行い
ました。
関係各課に自主的な設置を促
すためには、今後、ガイドラ
インの作成や全庁的な呼びか
けが必要と考えます。

関係課と打合せのタイミング
や以前英語翻訳等の依頼を受
けた課に働きかけ、各種案内
版等に英語表記をしていただ
くよう要望を行いました。
関係各課に自主的な設置を促
すためには、今後、ガイドラ
インの作成や全庁的な呼びか
けが必要と考えます。

市の施設（庁内
掲示を含む）を
外国人にもわか
るような表示に
するよう引き続
き関係課に働き
かけます。

市の施設（庁内掲示
を含む）を外国人に
もわかるような表示
にするよう関係課に
要望します。

市設置の各種案
内板にわかりや
すく英語表記を
するよう引き続
き関係課に働き
かけます。

市設置の各種案内板
に英語表記をするよ
う、関係課に要望し
ます。

②

外国人にも暮ら
しやすい環境と
なります。

132

地
方
創
生
推
進
課

Ⅲ 1

市の施設(庁内掲示を含
む)を外国人にもわかる
ような表示にするよう要
望します。

131

地
方
創
生
推
進
課

1

(

3

)

各種案内板等
の外国語表
示・標識の設
置の促進

②

(

3

)

Ⅲ

市設置の各種案内板に、
英語表記をするよう要望
します。

外国人にも暮ら
しやすい環境と
なります。

各種案内板等
の外国語表
示・標識の設
置の促進
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主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

更新作業には、各課の協力なしには
できないことから随時情報提供をい
ただける環境づくりを行っていきま
す。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

市ホームページのリニューア
ルを行い、日常生活に困らな
いよう、在住外国人向けの情
報提供に努めました。

外国人への情報
提供の手段とし
て、市ホーム
ページ内「在住
外国人向け情報
提供ページ」の
内容の拡充を図
り、各課等にも
掲載内容につい
て検討いただく
よう働きかけを
行います。

各課等と協力し、在
住外国人向け情報提
供ページの内容拡充
を図ります。

地
方
創
生
推
進
課

Ⅲ 1

(

3

)

②

外国語版によ
る各種情報の
提供

133

ホームページに多言語の
生活ガイドを掲載しま
す。

外国人にも暮ら
しやすい環境と
するための手助
けとなります。
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主
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施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

必要に応じ外国語版母子手帳を配付
しましたが、外国籍の妊婦等ニーズ
に対応した支援については、手帳の
配付と翻訳ソフトが入ったタブレッ
トで対応しているものの限界があり
ます。翻訳ソフトだけでない、人的
な社会資源も含め、国際交流財団や
NPO等から出された外国籍の妊婦等の
支援ツールを積極的に活用し、外国
籍の方の不安を解消できる取組に努
めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

それぞれの言語に応じた外国語母子
健康手帳の配付に加えて、翻訳ソフ
トを活用した外国人対応と不足の場
合は外国語対応可能の相談員のいる
児童家庭支援センターを紹介するな
ど、様々な方法により外国人の不安
を解消するための対策を講じている
ため、A評価とする。今後も、幅広い
対応ができる環境づくりに努めるこ
と。

総合
評価

改善策等の提言

A
２次評価を踏まえ取り組むこと。

外国語版母子健康手帳発行数
英語9件、ベトナム語　3件、
タガログ語　2件、タイ語1件
の計15件の発行しました。
外国籍の妊婦には、外国語対
応可能の相談員がおり、児童
家庭支援センター「ファミ
リーセンターヴィオラ」を紹
介し連携した支援を行いまし
た。

外国語版母子手
帳のない国の場
合、外国版母子
手帳の確保に限
りがあるため、
英語版を多く用
意して対処に努
めます。

妊娠届出時、外国語
版母子健康手帳（英
語、インドネシア
語、スペイン語、ハ
ングル語、中国語、
タガログ語、タイ
語、ポルトガル語、
ベトナム語）を必要
に応じ配布し、相談
に応じます。

不安がある外国籍の
方には、外国語対応
可能の相談員がい
る、児童家庭支援セ
ンター「ファミリー
センターヴィオラ」
を紹介します。

134

子
育
て
支
援
課

Ⅲ 1

(

3

)

②

在宅外国人の
育児支援

外国人用の母子健康手帳
の配付をします。

外国籍の人の、
出産・子育てに
ついて悩みや不
安解消につなが
ることが期待で
きます。
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主
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題
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の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

計画に基づき実施できました。今後
も外国籍の人は増え、異文化への理
解、言語、経済問題等、母子保健に
おける課題は多くあげられます。適
宜対応出来るよう、利用できる制度
の把握、通訳機器の準備、通訳者へ
の依頼などを行い、平時から関係機
関との情報の共有、連携に努めま
す。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

予定通り年33回実施しました
（感染症拡大防止のため中止
した3月分を除く）。課題で
あった英語版の通知文および
問診票を完成させ、適宜使用
できる体制を整備しました。
複雑なケースに対しては、通
訳用タブレットの使用や関係
機関への相談、連携にて対応
に努めました。
多国籍の人への支援をより丁
寧に対応出来るよう、子育て
支援課から「外国人への保健
活動における支援に関する」
研修の復命を受け、多国籍の
人の現状及び支援のポイント
を学びました。

多国籍の人が安
心して健診を受
ることができ、
子育ての不安や
悩みが軽減、解
決できるよう支
援体制の整備に
努めます。

乳児健康診査、1歳6
か月児健康診査、3歳
児健康診査を、それ
ぞれ年36回実施しま
す。
英語版の通知文およ
び問診票の完成に努
めます。
また、健診が円滑に
受けることができる
よう、通訳者の同行
の提案や、事前に問
診票の記載に対応す
るなど、個別対応に
努めます。

135

健
康
推
進
課

Ⅲ 1

(

3

)

②

在宅外国人の
育児支援

乳幼児健康診査を実施し
ます。

外国籍の人の、
出産・子育てに
ついて悩みや不
安解消につなが
ることが期待で
きます。
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の
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具
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後もワークライフバランスに関す
る啓発と情報提供に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
情報紙に記事を掲載しました。市面
の構成を工夫し、よりわかりやすい
表現で掲載するよう努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

第1回フォーラムにおいて
「人生100年時代ワーク・ラ
イフ・バランス～イクボスの
すすめ～」を開催し、ワー
ク・ライフ・バランスに関す
る啓発と情報提供を行いまし
た。

男女共同参画情報紙に記事を
掲載しました。また、関連し
た各種情報を資料掲示等によ
り提供しました。（2019年度
第1回男女共同参画フォーラ
ム「人生100年時代ワーク・
ライフ・バランス～イクボス
のすすめ～」の掲載、「イク
ボス」についての紹介掲載）

研修会・講習会
等において、
ワーク・ライ
フ・バランス促
進について、情
報提供を行うた
め、配布するチ
ラシ等の内容の
充実を検討しま
す。

各種研修会・講習会
において、ワーク・
ライフ・バランス促
進に関して、わかり
やすい内容のチラシ
等を用意し、情報提
供できるように努め
ます。

ワーク・ライ
フ・バランス促
進のため、「イ
クメンプロジェ
クト」や「働き
方を変えてみよ
う～カエル！
ジャパン～」と
いう記事を掲載
し、啓発を行い
ました。

ワーク・ライフ・バ
ランス促進につい
て、わかりやすい記
事の掲載に努めま
す。
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地
方
創
生
推
進
課

Ⅲ 2

(

1

)

①

ワーク・ライ
フ・バランス
促進のための
啓発

仕事・家庭生
活・地域活動の
調和のとれた社
会環境づくりに
つながります。

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）へ
掲載します。

仕事・家庭生
活・地域活動の
調和のとれた社
会環境づくりに
つながります。

136

地
方
創
生
推
進
課

Ⅲ 2

(

1

)

①

ワーク・ライ
フ・バランス
促進のための
啓発

研修会・講習会等で情報
提供します。
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事業名
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
フォーラムのテーマとして盛り込む
とともに、更なる内容の充実に努め
ます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
保育園入園や子育てに関する情報を
ホームページの更新や情報紙の発行
により容易に入手できるよう提供し
ました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

第1回フォーラムでは、「人
生100年時代のワーク・ライ
フ・バランス～イクボスのす
すめ～」と題し、男女のライ
スタイルに応じた家事・育児
等への参画のあり方や時間を
効率的に使うタイムマネジメ
ントなどについて講演を行い
ました。

ホームページの子育て支援サ
イトの充実を図りました。
子育て情報誌の作成として、
保育園入園案内の内容を見直
し、「保育施設の特色」等を
追加掲載して提供をしまし
た。

ワーク・ライ
フ・バランスの
促進に関して、
男女共同参画
フォーラムの
テーマのひとつ
に盛り込めるよ
うに、検討しま
す。

ワーク・ライフ・バ
ランスが促進される
ように、男女共同参
画フォーラムのテー
マのなかに取り入れ
られるように、検討
します。

保育園入園のご
案内の中で、保
育時間一覧や
Q&Aを掲載する
など子育てに関
してより詳しく
わかりやすい情
報提供に努めて
いきます。

保育園入園や子育て
に関する情報をホー
ムページの更新、子
育て情報誌の作成を
行い提供します。

139

こ
ど
も
保
育
課

Ⅲ 2

(

2

)

①

育児・介護支
援サービス情
報の提供

保育園入園や子育てに関
する情報をホームページ
や情報紙により提供しま
す。

保育園の入園情
報や子育て情報
が容易に入手で
きるようになり
ます。

ワーク・ライ
フ・バランス
促進のための
啓発

138

地
方
創
生
推
進
課

Ⅲ 2

(

1

)

①

男女共同参画フォーラム
の内容に盛りこみます。

仕事・家庭生
活・地域活動の
調和のとれた社
会環境づくりに
つながります。
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30年度実施結果
に基づく改善内
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年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

平成31年度から始まった低所得者へ
の介護保険料の軽減強化について広
報きさらづでを周知することができ
ました。
今後も制度改正があった場合は、広
報誌やホームページを利用し周知し
ます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

高齢者支援や介護保険制度改
正に関する情報をホームペー
ジや広報きさらづを通して周
知しました。
広報きさらづ7月号には介護
保険料、負担割合証の送付、
負担限度額認定証の更新手続
き、第三者行為の届出等につ
いて掲載し、情報提供しまし
た。

高齢者支援サー
ビスや介護保険
に関する情報を
引き続きホーム
ページ等により
提供するととも
に、関連するパ
ンフレットやチ
ラシなどを窓口
や各公民館等で
配布に努めま
す。

高齢者支援や介護保
険制度に関する情報
をホームページや広
報において周知いた
します。

140

介
護
保
険
課

Ⅲ 2

(

2

)

①

育児・介護支
援サービス情
報の提供

高齢者支援や介護保険制
度に関する情報をホーム
ページや広報により提供
します。

情報を提供する
ことにより、年
齢や性別にかか
わらずに制度並
びに支援の内容
を広く周知する
ことが期待でき
ます。
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男女共同参画
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みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
引き続き研修会・講習会等で、情報
提供に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B
記事の掲載がきるように構成を工夫
し、よりわかりやすい表現で掲載す
るよう努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

－

男女共同参画情報紙への掲載ができ
なかったため、（－）評価とする。
男性の育児・介護への参画は男女共
同参画において重要な課題の一つで
あるため、今後も育児介護休業取得
啓発につながる記事の掲載に努める
こと。

総合
評価

改善策等の提言

－
２次評価を踏まえ取り組むこと。

厚生労働省のホームページよ
り育児・介護休業に関する情
報を取得し、男女共同参画
フォーラムで、資料掲示とチ
ラシの配付による情報提供を
行いました。

レイアウトの関係上、男女共
同参画情報紙に男性の育児介
護休業取得促進に直接繋がる
記事の掲載はできませんでし
た。
しかし、第1回の男女共同参
画フォーラムでは、テーマの
1つとして盛り込み、参加者
に対する情報提供に努めまし
た。

研修会・講習会
等において、育
児・介護休業制
度について、情
報提供を行うた
め、配布するチ
ラシ等の内容の
充実を検討しま
す。

各種研修会・講習会
において、育児・介
護休業制度に関し
て、わかりやすい内
容のチラシ等を用意
し、情報提供できる
ように努めます。

男性の育児介護
休業取得促進に
関する記事とし
て、「イクメン
プロジェクト」
について掲載
し、意識の啓発
を図りました。

男性の育児介護休業
取得促進について、
わかりやすい記事の
掲載に努めます。
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地
方
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生
推
進
課

Ⅲ 2

(

2

)

①

研修会・講習会等で情報
を提供します。

男性の育児・介
護休業取得者の
増加が期待でき
ます。

141

地
方
創
生
推
進
課

Ⅲ 2

(

2

)

①

育児・介護休
業制度の普
及・啓発

男性の育児介
護休業取得促
進のための啓
発

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）へ
掲載します。

男性の育児・介
護休業取得者の
増加が期待でき
ます。
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事業名
事業内容
及び
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男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
引き続き研修会・講習会等で、情報
提供に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

第1回の男女共同参画フォー
ラムで、男性の育児休業取得
の必要性や人生100年時代の
働き方改革などをテーマに講
演を実施しました。講師は、
平成30年度内閣府主催の「子
供と家族・若者応援団表彰～
子育て・家族支援部門」に
て、内閣総理大臣表彰を受賞
したNPO法人ファザーリン
グ・ジャパンの安藤氏に務め
ていただき、同法人が発行す
るリーフレットを配布し、男
性の育児介護休業取得促進に
努めました。

研修会・講習会
等において、男
性の育児休業取
得促進につい
て、情報提供を
行うため、配布
するチラシ等の
内容の充実を検
討します。

各種研修会・講習会
において、男性の育
児休業取得促進に関
して、わかりやすい
内容のチラシ等を用
意し、情報提供でき
るように努めます。
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①

男性の育児介
護休業取得促
進のための啓
発

研修会・講習会等で情報
提供します。

男性の育児・介
護休業取得者の
増加が期待でき
ます。
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

きさらづ働くママ応援サイトを活用した
周知については、ある程度の発信を行う
ことができましたが、そもそものサイト
の認知度が高くなく、アクセス数につい
ては現在も課題を抱えております。
今後は、きさらづ働くママ応援サイトで
の情報発信だけでなく、市ホームペー
ジ・らづナビ・Facebook・Twitter等でも
周知を図るなど、様々な媒体を活用して
女性の社会参加・社会進出への支援を
行っていきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

市ホームページ、らづナビ、
Facebookなど様々な媒体を活用し、
更新頻度や子育て世代の女性に対す
る就労支援についての内容の充実に
努め、アクセス数を向上させ、有効
なツールとして活用できるよう、今
後も周知等に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

産業振興課と連携し、「きさ
らづ働くママ応援サイト」に
おいて、子育て世帯対象の木
更津市プレミアム付商品券の
案内を掲載しました。
また、年に2回行う、子育て
中の女性を対象とした「初心
者向けパソコン講座」に関す
る記事も掲載し、働きたいと
考えている女性支援策に関す
る周知を行いました。

【きさらづ働くママ応援サイ
トアクセス数】
平成30年度：11,470アクセス
令和元年度：10,405アクセス

「きさらづ働く
ママ応援サイ
ト」について、
関係機関、関係
各課等と連携
し、タイムリー
に子育て世代女
性のニーズに
合った就労に係
る情報提供の充
実を図る必要が
あります。ま
た、アクセス数
の増加を図るた
め、市公式アプ
リケーション
「らづナビ」及
び市公式ホーム
ページを活用
し、更なる周
知・ＰＲを行う
必要がありま
す。

「きさらづ働くママ
応援サイト」につい
て、ハローワーク木
更津、産業振興課等
との連携を強化し、
就労支援についての
相談・セミナー情報
の充実に努めます。
また、子育てや就労
に係る情報提供だけ
でなく、ファミリー
層の関心が高いイベ
ント・観光情報など
を広報きさらづやら
づナビ、市公式ホー
ムページなどから抽
出し、更新頻度を上
げていきます。ま
た、朝日庁舎、各公
民館のデジタルサイ
ネージで周知するこ
とによりアクセス数
の増加をめざしま
す。

子育て世代女性
の社会参加・再
就職の促進に寄
与します。
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①

ＩCＴを活用
した子育て世
代女性支援

ＩCＴを活用した子育て
支援、キャリアアップ支
援等を行うサイトの運用
を通じ、子育てしながら
働きやすい環境づくりを
促進し、女性の社会参
加・社会進出を進めま
す。
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

令和2年度の整備予定事業に関して応
募がなかったため、引き続き公募手
続きを進め、事業者を選定に取り組
みます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

整備事業者の公募に関し、公募のタ
イミングや周知方法を見直し、整備
事業者の選定に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
実績から、各種障害福祉サービスを
支給し、障がい者の自立及び介護者
の支援をしました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

小規模多機能型居宅介護、認
知症高齢者グループホームの
整備事業者を選定するため公
募手続きを実施しましたが、
応募事業者がありませんでし
た。

法に基づき、679人に対して
介護給付費を支給決定をしま
した。

各個人の障がい
特性に応じた介
護に係る障がい
福祉サービス支
給に努めます。

法に基づき、障がい
程度に応じ介護給付
費を支給します。

高齢者が介護を
要する状態に
なっても、でき
る限り住み慣れ
た地域で生活す
ることができる
ように、引き続
き地域密着型
サービスの充実
を図ります。

地域に根ざし、ニー
ズに合った地域密着
型の介護施設の整備
のため、小規模多機
能型居宅介護、認知
症高齢者グループ
ホームの整備事業者
を選定します。

介護を必要とする障がい
者に対して、障がいの程
度に応じて介護支援サー
ビス等を実施します。

介護支援サービ
スの推進を通
じ、介護者の負
担軽減が図れま
す。
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②

介護支援サー
ビスの推進
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②

介護支援サー
ビスの推進

身近な日常生活圏域に密
着した介護サービスの拠
点となる施設を整備充実
させ、利用者ニーズに
あった介護サービスの充
実に努めていきます。

男女ともに住み
慣れた地域で介
護サービスを受
けることによ
り、より安心し
て暮らすことが
期待できます。
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計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

うみまち保育園及び畑沢くじら保育
園の創設により、1歳児2歳児の受入
れ人数が139名増えました。
また、乳児保育、障がい児保育、延
長保育を実施する施設の増設によ
り、多様化する保育ニーズへの対応
が可能になりました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

令和2年4月に開園した、うみ
まち保育園及び畑沢くじら保
育園の私立保育園2園の創設
に対し補助を実施しました。
また、うみまち保育園につい
ては、乳児保育、障がい児保
育、延長保育を実施、畑沢く
じら保育園については、乳児
保育、延長保育を実施しまし
た。

私立保育園1園
の増築に対して
補助を実施し待
機児童数が減少
に転じました。
また、当該保育
園においても、
延長保育を実施
しました。
保育サービスの
向上に向け今後
も継続していき
ます。

令和2年4月の開園に
向けて、私立保育園2
園の創設に対し補助
を実施します。
また、当該保育園に
おいて、乳児保育、
障がい児保育、延長
保育を実施します。
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②

多様化する保
育ニーズへの
対応

公立及び私立保育園にお
いて、乳児保育、障がい
保育、延長保育、一時保
育、休日保育等を実施す
るとともに、保育園入園
待機児童の発生防止を図
るため、民間事業者によ
る保育園の建設を促進
し、保育サービスの向上
を図ります。

多様な保育ニー
ズに的確に対応
できます。
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計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

放課後学童クラブを支援すること
で、安定的な運営が図られました。
引き続き児童の健全育成を図ると共
に、留守家庭の子育てを支援してい
きます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

放課後児童健全育成事業者に
補助金を交付し、放課後学童
クラブの運営を支援いたしま
した。金田小学校区におい
て、6月に学童ザリガニクラ
ブが新設されました。

市内放課後学童クラブ
45クラブ

金田小学校区に
おいて放課後学
童クラブが開所
されていないた
め、当該地区に
クラブを新設で
きるよう努めま
す。

市内の学童保育事業
者の活動を支援（補
助金を交付）しま
す。

留守家庭の子育
て援助を行うこ
とにより、多様
化する生活への
対応となりま
す。

2

(

2

)

②

学童保育(放
課後児童健全
育成事業)へ
の支援

市内の小学校等に在籍す
る児童で、下校後家庭に
おいて監護する者がいな
い児童を保育する事業者
に対し、補助金を交付
し、児童の健全育成を図
ります。
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
引き続き、様々な方法での情報提供
による啓発に取り組みます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
引き続き研修会・講習会等で、情報
提供に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

男女共同参画情報紙に、「性
と生殖に関する尊厳性と健
康」に関する記事として、
「JK（女子高生）ビジネス」
拡大防止に関する内容の掲載
をしました。
また、市ホームページや
Facebook等を活用し情報提供
に努めました。

性の商品化（JKビジネス）防
止について掲載した男女共同
参画情報紙をフォーラムで配
布し、情報提供に努めまし
た。

研修会・講習会
等において、性
と生殖に関する
尊厳性と健康に
ついて、情報提
供を行うため、
配布するチラシ
等の内容の充実
を検討します。

各種研修会・講習会
において、性と生殖
に関する尊厳性と健
康に関して、わかり
やすい内容のチラシ
等を用意し、情報提
供できるように努め
ます。

性と生殖に関す
る尊厳性と健康
に関して、男女
共同参画情報紙
へ掲載できるよ
う、男女共同参
画情報紙の紙面
の構成を工夫
し、掲載に努め
ます。

男女共同参画情報紙
への記事掲載を検討
します。
また、情報紙以外の
方法による情報提供
の実施に努めます。

性と生殖に関す
る尊厳性や健康
への理解が深め
られます。
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①

性と生殖に関
する尊厳性と
健康について
の啓発

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）へ
掲載します。

性と生殖に関す
る尊厳性や健康
への理解が深め
られます。
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①

性と生殖に関
する尊厳性と
健康について
の啓発

研修会・講習会等で情報
提供します。

116



連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
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計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

妊婦の現状の生活にあった保健指導
が実施できており、父及びパート
ナーが来所時には、妊婦疑似体験や
赤ちゃん人形の抱っこ体験などを通
して父性の獲得への支援を行いまし
た。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

母子手帳を1,031件交付し、
全て専門職による面接を実施
しました。そのうち支援プラ
ンを作成し、継続的な支援が
必要な方（318人）に対し、
電話や面接などで切れ目ない
支援を行いました。必要に応
じて子ども家庭担当、健康推
進課等と連携し、切れ目ない
支援を実施しました。
母子健康手帳交付時の資料、
フードモデル等、指導教材を
見直し、効果的な保健指導と
必要に応じて継続支援を実施
しました。
また、父用資料の活用や父の
来所があった場合は妊婦疑似
体験ジャケットの着用を通し
て、父への子育ての指導を86
人に実施しました。

個別支援プラン
の作成の、妊婦
の食事のアン
ケートの評価を
し、保健指導に
つなげていきま
す。母子保健
コーディネー
ターの研修体制
の充実に努めま
す。

母子保健コーディ
ネーターの保健指導
の充実を図り、必要
に応じて子ども家庭
担当、健康推進課等
と連携し、切れ目な
い支援を行います。
母子健康手帳交付時
の資料、フードモデ
ル等、指導教材を見
直し、効果的な保健
指導を実施します。
また、父用資料の活
用や父の来所があっ
た場合は妊婦疑似体
験ジャケットの着用
を通して、父への子
育ての指導も行いま
す。

151

子
育
て
支
援
課

Ⅳ 1

(

1

)

②

妊娠・出産に
おける健康の
支援

妊産婦の健康に
ついての相談等
を受けること
で、悩みや不安
解消につながる
ことが期待でき
ます。

母子手帳発行にあわせ、
妊娠中の体調の変化や食
事についての健康相談を
全数実施します。
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評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

レディースがん検診の実施により、
集団検診受診増につながったが、全
体では初受診が伸びませんでした。
今後も個別受診勧奨を実施し、併せ
てレディースがん検診実施回数の増
加、周知方法の改善等を行い、初受
診者及び継続受診者の増加を図りま
す。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

全体での初受診が伸びなかったもの
の、様々な周知を行ったことで、集
団検診受診増につながった結果を勘
案し、A評価とする。引き続き、わか
りやすい周知内容や検診を受けやす
い環境づくりに努めること。

総合
評価

改善策等の提言

A

２次評価を踏まえ取り組むこと。

計画どおり個別受診勧奨、レ
ディースがん検診を含む検診
と検診時の乳房自己検診の周
知をチラシやモデル器を使い
行いました。台風の影響によ
り中止となった日程は代替日
を設け受診機会を確保しまし
た。パソコン・スマホからの
申込みフォームを採用し、手
軽に申し込めるようにしまし
た。
ホームページに、子宮頸がん
の原因となるウイルス
（HPV）と、子宮頸がん予防
ワクチンを接種することによ
る感染の予防について、情報
を掲載し周知しました。
○子宮がん検診 4,411人5回
  乳がん検診  4,070人26回
○子宮頸がん予防ワクチン接
種者数延12人

女性特有のがん
の早期発見・予
防が図られま
す。

より効果的な個
別勧奨を実施す
ることで受診者
増を図るととも
に、わかりやす
い周知内容や検
診を受けやすく
する環境づくり
の改善を積み上
げていきます。

受診勧奨の個別通知
をします。
乳がん、子宮頸がん
検診同時実施日の設
定、申込み方法の拡
大など、受診環境を
改善します。
レディースがん検診2
回、子宮がん検診 集
団3回、個別通年実
施、乳がん検診24
回。検診時に乳がん
自己検診法の周知を
行います。
子宮頸がん予防ワク
チンによる感染の予
防について、広報紙
やホームページ、ま
た検診時に周知を図
ります。

152

健
康
推
進
課

Ⅳ 1

(

1

)

②

女性特有のが
ん予防の推進

乳がん・子宮がん予防の
ための検診や子宮頸がん
予防ワクチンについて周
知します。
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計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

補装具給付事業、日常生活給付事業
を通じ、障がい者の自立を支援しま
した。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

法に基づき、各種障害福祉
サービスを支給いたしまし
た。

・補装具給付事業
　（車椅子、補聴器等）
　　220件

・日常生活用具給付事業
　（ストマ用具等）
　　3,382件

153

障
が
い
福
祉
課

Ⅳ 1

(

2

)

①

障害者総合支
援法に基づく
自立を支援す
る各種事業の
実施

補装具等を給付
するにあたり受
給者一人一人の
特性にあった支
給ができるよう
認定審査に努め
ます。

法に基づき、補装具
やストマ等に係わる
費用を支給します。

補装具給付事
業、日常生活用
具給付事業など
を通じ、障がい
者の自立を支援
することができ
ます。

平成25年度施行された障
害者総合支援法に基づ
き、各種事業を実施しま
す。
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男女共同参画
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
男女ともに、介護予防教室への積極
的な参加を促して、各種介護予防教
室を開催します。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

男女ともに、介護予防教室へ
の積極的な参加を促して、各
種介護予防教室を開催しまし
た。

・自立生活体操
年間　337回開催（新型コロ
ナウイルス感染拡大防止のた
め、3月実施分は中止）

・高齢者の食と運動の元気
アップ教室
年間　3コース開催（1コース
6回ずつ開催予定でしたが、
台風15号の影響により、一度
だけ、2回分の内容を1回でま
とめて実施しました。）

男女ともに介護
予防への積極的
な参加を促しま
す。

154

高
齢
者
福
祉
課

Ⅳ 1

(

2

)

①

男女ともに、介
護予防教室への
積極的な参加を
促して、引き続
き各種介護予防
教室の開催に努
めます。

広報紙・ホームペー
ジ（イベントカレン
ダー）に掲載し、各
種介護予防教室を開
催します。

・自立生活体操
年間　382回開催予定

・高齢者の食と運動
の元気アップ教室
年間　３コース（1
コース６回ずつ）開
催予定

介護予防教室
の開催

高齢者ができる限り介護
を受けずに健康で生き生
きした生活を送れるよう
に支援します。
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年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B
固定概念がある年代なので、根気強く男
女共同の考え方を伝えていく予定です。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

今後も参加しやすい内容や日程など
の調整と、同じ状況になった場合の
代替策を検討しながら、多くの方に
参加していただける男女共同参画の
視点に立った学級づくりに取り組む
こと。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

各公民館の実施状況は次のと
おりです。

「中郷みのり学級」
長寿社会を心豊かに過ごすた
め、元気な高齢者の活動を学
習支援や夫婦の役割分担等に
ついて考えました。
実施日　5月～翌年2月
開催場所　中郷公民館
参加者数　26人
実施回数　3回

秋の台風の影響は大きく、目
標回数を実施することはでき
ませんでした。

日常の生活を振
り返る機会と
し、課題の解決
に向けての学習
を行います。

月1回ペース(年間9
回）で開催、定期的
にかかわりを持つ中
で、男女共同参画に
ついて考える機会を
増やします。

155

中
郷
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

①

中郷高齢者学
級の開催

高齢者学級を開催し、高
齢者の生きがいづくりや
健康管理を進めるととも
に、自主的な活動を支援
します。

高齢者の生きが
いづくり仲間作
りを推進し、自
立を目指しま
す。

1

(

2

)

①

高齢者の自立
支援のための
学級の開催

各公民館で、高齢者の生
きがいづくりや健康管理
を進めるとともに、自主
的な活動を支援するた
め、高齢者学級を開催し
ます。

地域における高
齢者の自立支援
のための学習活
動を支援する中
で、男女共同参
画の意識を高め
ることが出来ま
す。公

民
館

Ⅳ

活動を通して男
女共同参画につ
いて理解を深
め、高齢者の自
立支援に努めま
す。

各公民館で開催しま
す。
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

台風被災の影響により、予定通りの
回数を実施できなかったので、今後
開催について再考していきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

今後も参加しやすい内容や日程など
を調整と、同じ状況になった場合の
代替策を検討しながら、高齢者男性
の自立支援となる活動に努めるこ
と。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
障がい者の社会参加の促進、福祉の
増進が図れたと評価できます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

ＤＨＡ豊富な鯖・鯖缶を使っ
た料理をテーマに調理実習を
開催し、サバサンド・サバト
ルコ風グリルなどに挑戦しま
した。
（受講生　15人）
台風被災のため、5回開催す
る予定でしたが3回の実施と
なりました。

法に基づき各事業を実施いた
しました。

・訓練等給付事業
　　278件

・移動支援事業
　　延べ6,872時間

・日中一時支援事業
　　延べ3,975回

156

富
来
田
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

①

活き生きクッ
キングの開催

老後を安心して暮らせる
ように、料理経験の浅い
男性を対象として、基礎
的な調理技術を習得し独
居に備えて自立できるよ
うな支援体制づくりに役
立てます。

高齢者男性が独
居に備えて自立
できることが期
待できます。

料理の基本を学
習し、気軽に調
理実習に参加し
興味を持っても
らうよう努めま
す。

高齢者男性を対象に
して独居に備えて自
立できるように、自
分たちで献立を考
え、調理実習等を年5
回開催します。

157

障
が
い
福
祉
課

Ⅳ 1

(

2

)

②

障害者総合支
援法に基づく
社会参加を支
援する各種事
業の実施

平成25年度施行された障
害者自立支援法に基づ
き、各種事業を実施しま
す。

訓練等給付事
業、コミュニ
ケーション支援
事業や移動支援
事業、その他支
援事業などの
サービスを利用
することによ
り、障がい者の
社会参加が図れ
ます。

法に基づき社会
参加を支援する
事業の実施に引
き続き努めま
す。

法に基づき、訓練等
給付費や地域生活支
援に係わる各種サー
ビス費の支給をいた
します。

122



連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
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年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

各公民館の実施状況は次のと
おりです。

活動を通して男
女共同参画につ
いて理解を深
め、高齢者の生
きがい作りに寄
与します。

地域の実情に応じて
高齢者学級を開催し
ます。

地域における高
齢者の学習活動
を支援すること
で、男女関係な
く高齢者の社会
参加を促進しま
す。

公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

②

高齢者学級の
開催

各公民館で、高齢者が意
欲を持って学び、社会活
動参加を促進するため、
高齢者学級を開催しま
す。
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30年度実施結果
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(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

学級内容や運営方法に、男女双方の
意見を盛り込むことができました。
同様の事業を実施していくことで、
今後より一層男女参画の意識を高め
ていきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

台風被災及び新型コロナウイルス感
染拡大の影響により、予定通りの回
数を実施できなかったので、今後開
催について再考していきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

今後も参加しやすい内容や日程など
を調整と、同じ状況になった場合の
代替策を検討しながら、高齢者の生
きがいとなり、交流の場となる教室
づくりに取り組むこと。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

令和元年度は台風と新型コロ
ナウイルスの影響により8回
の開催となりました。学級生
の中から選出された役員5名
のうち、過半数が女性の学級
生でした。学級内容や運営に
ついて、男女両方の視点か
ら、意見交換を行うことがで
きました。また講座や各種体
験活動をを通じて、生きがい
づくりや健康づくり、学級生
同士のつながりづくりを促し
ました。また公民館まつりで
はバザーのボランティアとし
て参加し、地域の方と触れ合
うことができました。

干支づくり・調理実習などを
男女で協力しながら実施しま
した。台風被災及び新型コロ
ナウイルスの感染拡大の影響
により、親睦を深めるための
移動研修は中止とし、富来田
みどり学級は10回の予定が7
回の実施となりました。
（学級生　57人）
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中
央
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

②

中央ふれあい
学級の開催

高齢者学級を開催し、高
齢者の生きがいづくりや
健康管理を進めるととも
に、自主的な活動を支援
します。

地域における高
齢者の学習活動
を支援すること
で、男女関係な
く高齢者の社会
参加を促進しま
す。

参加者が主体的
に学級運営に携
わる意識を高め
ていけるような
働きかけをして
いきます。さら
に、学びを通し
て高齢者世代に
男女共同参画の
視点について考
え、理解する機
会を作り、活動
に役立てていき
ます。

地域に住む高齢者を
対象に、生きがいづ
くりや健康増進をは
かり、参加者同士が
交流を深め、学習を
地域活動に活かすこ
とができるよう、男
女共同参画の意識を
高め、高齢者学級を
開催していきます。
月1回(年間10回）開
催
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富
来
田
公
民
館

Ⅳ 1

(

2

)

②

日々めまぐるしく変化す
る現代社会の中で、高齢
者が健康を維持して、生
きがいのある生活を送る
ための講演等を行いま
す。

高齢者が人生の
生きがいや楽し
みを見つけるこ
とができ、社会
参加を促進しま
す。

地域が高齢化し
ており、生きが
いや楽しみを模
索し、高齢者同
士の交流を深め
る機会を提供し
ます。男女問わ
ず参加できる講
座内容を検討し
ていきます。

健康や高齢者が抱え
る問題・生きがい等
を含めた内容を講師
を招き年10回程度開
催を予定します。

富来田みどり
学級の開催
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及び
具体的実施目標
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

基本的には、男女とも楽しめ、なお
かつ健康に寄与する内容となりまし
た。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

今後も高齢者の生きがいづくりのな
かで、男女共同参画の視点にたった
学級づくりに努めること。

総合
評価

改善策等の提言

A
２次評価を踏まえ取り組むこと。

健康体操や料理教室など、男
女に関係なく気軽に参加でき
る内容で計11回開催しまし
た。

高齢化社会とい
われる現状を考
えながら男女別
なく事業を開催
することによっ
て、高年齢と言
われる方々を通
して男女共同参
画の意義を広め
る効果が期待で
きます。

参加者の希望を
踏まえつつ、男
女問わず参加で
きる講座内容を
検討していきま
す。

健康講座など高齢化
に伴う課題の内容を
含め、年間11回(月1
回）程度開催を予定
します。
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Ⅳ 1

(

2

)

②

鎌足桜学級の
開催

高齢者を対象に、生き甲
斐づくりや健康づくりに
関する学習を行う学級を
開催します。
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

当初の回数以上の開催をすることが
できました。さらに、新しく金田地
区に来た人たちの参加も促していく
予定です。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

「かねだ暮らしの寺子屋」と
して年間6回実施しました。
内容は、消費生活、スマホ活
用、健康体操、防災などを実
施し、参加者は25名でした。
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金
田
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

Ⅳ 1

(

2

)

②

「かねだ・暮
らしの寺子
屋」の開催

高齢者の定期的継続的学
習の機会として実施し、
現代社会に適応し、健康
で生きがいを持った生活
のための学習の機会とし
ます。また、高齢者の永
年培った能力を社会に還
元する機会も設けます。

男女を問わず高
齢者が意欲を
持って学び、社
会活動に関わる
契機とします。

地域老人クラブ
と一緒に活動し
てきたが、老人
クラブ衰退とと
もに活動に支障
が出てきたた
め、新たに募集
をかけるととも
に、高齢者に生
きがいづくりの
場を提供できる
よう努めます。
男女問わず参加
できる講座内容
を検討していき
ます。

「金田むつみ教室」
の名称が年寄りをイ
メージさせるので変
えた方がいいとの、
地域住民から意見が
あったため、「かね
だ・暮らしの寺子
屋」に名称の変更す
るとともに、事業内
容の見直しも行い、
全5回の開催を予定し
ます。
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男女共同参画
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みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

男女問わず学習できる内容として、
熱中症をターゲットにしたことで、
幅広い参加者を得ることができまし
た。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

熱中症予防についての学習会
では、かえで学級生以外にも
広く声をかけ、男性の参加を
得ることができました。

高齢者を対象に、生き甲
斐づくりや健康づくりに
関する学習を行う学級を
開催します。

男女を問わず高
齢者が意欲を
持って学び、社
会活動に関わる
契機とします。

八幡台かえで学
級で男女問わず
学習ができる内
容を検討しま
す。

八幡台かえで学級で
男女問わず学習がで
きる内容を1回取り入
れます。

八幡台かえで
学級の開催

(

2

)

①162

八
幡
台
公
民
館

Ⅳ 1
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

学習内容を役員で話し合いで決めて
実施したことにより、学生き甲斐づ
くりや学習意欲の向上を図ることが
できました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

健康に関する講座等を通じて
高齢者同士や児童との交流を
深めることで、高齢者の生き
甲斐づくりや社会参加を促進
することができました。（年
9回開催）

男女共同参画の
視点に立ち、自
主的な学級運営
と学習活動をす
すめ、高齢者の
社会参加を促進
します。

高齢者同士の交
流と親睦を深
め、生きがいと
健康づくりの一
助となることを
目的としつつ、
年齢的に興味・
関心の高いと思
われる内容や、
世代間の交流の
機会になるよう
なプログラムも
取り入れます。

年10回開催します。

Ⅳ 1

(

2

)

②

東清さわやか
学級の開催

高齢者を対象に、生き甲
斐づくりや健康づくりに
関する学習を行う学級を
開催します。
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

50名に及ぶ学級生がおり、2クラス編
成等必要と思われるが、様々な意見
があるため、事業の運営方法など参
加者とより深く協議する必要があり
ます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

学級の運営委員等と相談し、
年間計画を作成しました。各
回事業の趣旨を理解し、計画
通り10回の事業を開催するこ
とができました。
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畑
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Ⅳ 1

(

2

)

②

畑沢むつみ学
級の開催

高齢者の定期的継続的学
習の機会として実施し、
現代社会に適応し、健康
で生きがいを持った生活
のための学習の機会とし
ます。また、高齢者の永
年培った能力を社会に還
元する機会も設けます。

男女を問わず高
齢者が意欲を
持って学び、社
会活動に関わる
契機とします。

男女互いに力を
合わせていく必
要性を感じられ
るプログラムを
取り入れる等、
内容工夫をする
ことで、男性の
参加を促進して
いきます。

年間10回程度の高齢
者教室を定期的に開
催します。
学級生相互の話し合
いを重ねることで、
主体的な事業実施を
めざします。
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

参加者の募集に加えて、男性の参加
が増やせるよう、講座やクラブ活動
の中で啓発を呼び掛けていきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

身近なテーマから関心の高い
ものを取り入れ、開催しまし
た。
また、全体で一緒に考え、意
見交換できるような環境づく
りに努めました。また、移動
教室も予定通り2回実施しま
した。
全体の参加率は良いですが、
男女比率が1：8で女性が多い
ため、多数の女性の意見に偏
りがちな事業内容が比較的多
くなる傾向が見られました。

【ふれあい学級】
開催回数:8回(5月～2月)
参加者数:41名（延べ246人）
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Ⅳ 1

(
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)

②

ふれあい学級
の開催

高齢者を対象にした学級
を開催し、高齢社会の課
題について学習を深め、
生きがいづくりを図りま
す。

男女共同参画の
視点に立って、
家庭内や地域で
の男女平等意識
を高めます。

「きょういく」
をテーマに、
「今日・行く」
場所が公民館を
目標に、高齢者
間の親睦を深め
るとともに、生
きがい対策、心
身の健康増進を
行っています。
班編成を通して
役割分担や役員
づくりを行い、
地域のリーダー
作り、相互扶助
の関係作りにつ
いては、成果が
出ています。男
女問わず参加で
きる講座内容を
更に充実してい
きます。

年間10回(月1回）程
度の開催を予定しま
す。そのうち2回程度
移動教室を実施し、
体験学習や健康講座
を合わせて実施予定
です。
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事業名
事業内容
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男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

高齢のため体調不良等による不参加
者の増加、学級生のニーズに沿った
計画をいかに立案していくかが課題
です。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
男女共同参画の視点で事業に取り組
むことが出来ました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

今年度は9回開催し、「筋肉
の衰えを防ごう」や「寝たき
りを防ぐ」をテーマに、有識
者の講話による学習や、「ふ
まねっと」や「グランドゴル
フ」などの運動に取り組むこ
とで、高齢者の生涯学習活動
の推進と健康づくりや生きが
いづくりの場とすることがで
きました。

台風等の影響を受けつつも、
ほぼ毎月1回（9回）実施しま
した。
内容は、交通安全教室、移動
教室、健康講座、音楽講義、
生活に関する講座、話合いを
行い、性差による内容の違い
がないように心がけました。
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西
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Ⅳ 1

(

2

)

①

西清川福寿学
級の開催

高齢者を対象に、生き甲
斐づくりや健康づくりに
関する学習を行う学級を
開催します。

学級の運営等に
関わり、性別を
越えて男女共同
参画の視点をも
つことを促進し
ます。

「寝たきりを防
ぎ健康な毎日
を」をテーマと
し、心身に関わ
る分野について
学級生の関心の
あることを幅広
く学びます。ま
た、昨年度とは
違う班編成を行
うことにより学
級生同士の交流
が広がるように
していきます。

年間8回の講話による
学習や、体ほぐしの
運動等と2回の移動研
修を予定していま
す。
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Ⅳ 1

(

2

)

②

豊かで充実した生活を営
むために生きがいと健康
づくりをめざし、高齢者
の学習活動の支援を行い
ます。

男女平等社会の
実現に向け地域
住民の意識を高
め、高齢者の社
会参加を促進し
ます。

男女共同参画の
趣旨を踏まえ、
学習内容に配慮
し、実施をして
いきます。

年間10回（月1回）程
度の実施を予定しま
す。

なの花教室の
開催
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男女共同参画
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
会議や研修会を通じて各機関同士の
情報共有が図れています。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

地域子育て支援センター会議
を年3回開催、要保護児童対
策連携協議会（毎月開催）、
保育園の園長・副園長会議
（毎月開催）、地域自立支援
協議会子ども部会、特別支援
連携協議会（年3回）への参
加などを通じて定期的な情報
交換を行いました。
また、保育士等研修会を10月
に開催しました。

子育てに関す
る関係機関と
の連携の充実

子育てに関する各関係機
関との情報交換をしま
す。

子育てのための
情報を得ること
により、安心し
て子育てができ
ます。

子どもに関わる
機関の関係者と
の情報交換は、
子育て支援・母
子保健を推進す
る上で有効であ
ることから、定
例的な会議を継
続していく必要
があります。

地域子育て支援セン
ター会議の開催、要
保護児童対策連携協
議会、保育園の園
長・副園長会議、市
地域自立支援協議会
子ども部会、特別支
援連携協議会への参
加など定期的に情報
交換を行います。
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

妊娠期から子育て期にわたる切れ目
ない支援を健康推進課をはじめとし
た関係各課と連携して実施すること
ができています。こども相談や親子
教室の事後フォローとしてこども保
育課等と連携をとって支援ができて
います。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

産前産後サポート事業とし
て、初妊婦対象の、プレママ
講座（月3回）、経産婦対象
の、ママ広場（月1回）、生
後3ヶ月頃までの赤ちゃんと
母のための赤ちゃん広場を週
1回実施しました。
プレママ講座33回　参加者
141人

新生児・産婦・乳児家庭全戸
訪問指導として、市内で出生
したすべての赤ちゃんへの訪
問を実施しました。
発達が気になる幼児及びその
保護者に対してこども相談を
46回実施し、253組の相談を
実施しました。親子教室をひ
よこ教室32回、参加者191
組、あひる教室33回参加者
183組実施しました。
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子
育
て
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課

Ⅳ 2

(

1

)

①

安心して子育
てができる施
策の推進

妊産婦訪問指導・新生児
訪問指導・産前産後サ
ポート事業・発達相談事
業を実施します

各種事業を通し
て、安心して子
育てができま
す。

健康推進課をは
じめとした関係
各課と連携し、
切れ目ない支援
を強化していき
ます。

産前産後サポート事
業として、初妊婦対
象の、プレママ講座
（月3回）、経産婦対
象の、ママ広場（月1
回）、生後３ヶ月を
頃までの赤ちゃんと
母のためのサロンを
週1回実施します。
新生児・産婦・乳児
家庭全戸訪問指導と
して、市内で出生し
たすべての赤ちゃん
への訪問を実施しま
す。
発達が気になる幼児
及びその保護者に対
してこども相談（週1
回）、窓口相談（適
時）及び、親子教室
を（月6回）実施しま
す。
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事業名
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男女共同参画
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みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

計画に基づき実施できました。子育
て環境は今後も多様に変化していく
ため、保護者が安心して子育てが出
来るよう、関係機関と実態や課題を
共有し、課題に即した事業展開に努
めます。
現下、保護者の情報入手の大半がSNS
であることから保護者のニーズおよ
び専門的な情報提供についてはプッ
シュ配信ができるよう体制整備に努
めていきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

にこにこ健康相談・じょうず
にモグモグ教室は年11回、7
か月児教室は年22回、各乳幼
児健診は年33回実施しまし
た。（感染症拡大防止のため
中止した3月分を除いた回
数）
各事業では、保護者が児の成
長・発達の確認や育児不安の
軽減ができ、安心して子育て
ができるよう、個別または集
団での保健指導を実施しまし
た。指導の際は、保護者が育
児への振り返りや学びにつな
がるよう、わかりやすい資料
の作成やグループワークの実
施に努めました。また、相談
に応じて関係機関に繋ぎ、切
れ目のない支援に努めまし
た。

子育て支援課を
はじめとした、
関係各課と連携
し、切れ目ない
支援を強化して
いきます。

にこにこ健康相談・
じょうずにモグモグ
教室は年12回。7か月
教室は年24回。乳幼
児健診は乳児・1歳6
か月児・3歳児で各年
36回実施します。必
要に応じて、関係機
関への紹介を行い、
切れ目ない支援を実
施します。
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Ⅳ

各種事業を通し
て、安心して子
育てができま
す。

2

妊産婦訪問指導・新生児
訪問指導・乳幼児健康診
査・健康相談・健康教室
等を実施します。

安心して子育
てができる施
策の推進

(

1

)

①
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事業名
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具体的実施目標

男女共同参画
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みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後も、参加しやすい日程調整に努
めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後も、参加しやすい日程調整に努
めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

保育ボランティア入門講座を
開催しました。
参加人数
9月13日（金）4人
9月25日（水）4人
10月16日（水）4人
10月25日（金）3人

保育ボランティア入門講座を
開催しました。
参加人数
9月13日（金）4人
9月25日（水）4人
10月16日（水）4人
10月25日（金）3人

講座においては保育に必
要な知識の習得を図りま
す。

172

生
涯
学
習
課

2

(

1

)

①

保育ボラン
ティアの育成
及び研修機会
の充実

保育に必要な知
識を習得するこ
とによって、保
育を家庭だけで
はない、地域で
支える体制作り
が期待されま
す。

市民のニーズに
応えた研修機会
を提供します。

保育ボランティアを
育成するだけでな
く、孫育てやさまざ
まな機会に役立つ講
座を開催します。
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生
涯
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2

(

1

)

①

保育ボラン
ティアの育成
及び研修機会
の充実

Ⅳ

Ⅳ

「保育ボランティア養成
講座」を開催し、社会教
育施設で実施される各種
学級講座において保育活
動を実施します。

保育に必要な知
識を習得するこ
とによって、保
育を家庭だけで
はない、地域で
支える体制作り
が期待されま
す。

社会の要請、参
加者からの要望
に応えられるよ
うな学習内容の
充実を図りま
す。

保育ボランティアの
人材育成とともに地
域で子育てを支援す
る体制づくりの一助
になるよう「保育ボ
ランティア入門講
座」を開催します。
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事業内容
及び
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男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
必要に応じ、今後も定例会への参
加・助言を行います。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

保育グループこあらの会が
行っている活動に協力・支援
するため定例会に出席し、保
育体制の充実が図れるよう助
言しました。

各公民館の実施状況は次のと
おりです。

保育グループこあら
の会の活動に協力
し、必要に応じて助
言します。
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①

保育グループ「こあらの
会」と連携を深め、保育
体制の充実をめざしま
す。

Ⅳ

①

乳幼児をもつ
母親の交流機
会の提供

公
民
館

Ⅳ 2

各公民館で、乳幼児と親
の交流と情報交換・学習
の機会を提供します。

交流を深める中
で、男女共同参
画の意識を高め
ていきます。

保育グループこ
あらの会と引き
続き連携を深
め、円滑な運営
のために助言を
します。

地域の実情に応じて
各公民館で開催しま
す。

各地区により状
況が異なること
もあり、地域の
特徴に合った取
り組みをしてい
きます。

保育ボラン
ティアの育成
及び研修機会
の充実

(

1

)

保育体制を充実
させることによ
り、保育を地域
で支える体制作
りが期待されま
す。
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

新しく地区に居住する親子の参加が
増加しているため、新規参加者が増
えています。今後も、親の交流のた
めに継続していく予定です。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

年間23回（うち2回は中止）
実施しました。内容は、読み
聞かせ、リトミック、ベビー
マッサージ、健康相談、親子
手遊びなどを行いました。
（参加者86組）

金田なかよし
クラブの開催

乳児・幼児と親の交流と
情報交換・学習の機会と
して定期的に実施しま
す。少子化の中で孤立化
する親への支援体制づく
りに役立てます。

少子化の中で孤
立化・密室化す
る子育て環境を
改善し、安心し
て子育てが出来
る地域づくりに
役立てます。

クラブ生が相互
で役員を選出
し、事業内容も
吟味しながら計
画を立て実施し
ているので、今
後も現状維持で
運営を行いま
す。また、年々
参加者が増えて
いるため、公民
館事業の中で
も、地域課題事
業として焦点を
当てて行う方針
です。

年間23回(月2回）程
度の開催を予定しま
す。
なお、参加親子が80
組を超えるなど、地
域としてのニーズが
高いことから、主な
地域課題事業として
取組みます。

174
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①
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後も引き続き、条例等に基づき、
ひとり親家庭等に医療費助成金を支
給します。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後も引き続き、児童扶養手当法に
基づき、手当を支給します。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

木更津市ひとり親家庭等医療
費等の助成に関する条例に基
づき支給しました。
実助成者数：775人

児童扶養手当法に基づき手当
を支給しました。
受給者：927人
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1

)
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ひとり親家庭等に医療費
等の一部を助成し、福祉
の増進を図ります。

ひとり親家庭等
の経済的負担と
精神的不安の軽
減を図るととも
に、自立促進を
図ります。

条例等に基づ
き、ひとり親家
庭等に引き続き
医療費助成金の
支給に努めま
す。

条例等に基づき、ひ
とり親家庭等に医療
費助成金を支給しま
す。

母子家庭等の生
活の安定と自立
を助けます。

児童扶養手当法
に基づき、引き
続き手当を支給
に努めます。

児童扶養手当法に基
づき、手当を支給し
ます。

②

2

母子・父子家
庭等への児童
扶養手当の支
給

母子家庭等の生活の安定
と自立を助け、児童の福
祉増進を図るため、手当
を支給します。

(

1

)

ひとり親家庭
等への医療費
等の助成

②
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事業名
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及び
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男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
引き続き貸付申請の受付や、必要時
に相談対応を行います。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後も引き続き母子及び父子並びに
寡婦福祉法施行令に基づき自立支援
給付金を支給します。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

ひとり親家庭の母等への貸付
けを含めた経済相談の対応に
より、生活の安定を図りまし
た。

母子・父子自立支援員による
母子・父子・寡婦福祉貸付相
談件数
1件

ひとり親家庭等高等職業訓練
促進資金貸付
入学準備金　　2人
就学準備金　　4人

母子家庭等の支援に関するパ
ンフレットを作成し、支援の
周知を図りました。
また、母子及び寡婦並びに寡
婦福祉法施行令に基づき支給
を行いました。

受給者
自立支援教育訓練給付金
　　　0人

高等職業訓練促進給付金
　　　7人

178

子
育
て
支
援
課

Ⅳ 2

(

1

)

②

母子家庭への
自立支援給付
金の支給

母子家庭の母に教育・技
能訓練給付金を支給し就
業を支援することによ
り、生活の安定を図りま
す。

母子家庭等の経
済的自立と生活
意欲の助長とな
ります。

母子家庭等支援
に関するパンフ
レットの作成し
より母子家庭等
の生活の安定を
図るため、親に
教育・技能訓練
給付金を支給し
就業を支援する
ことに努めま
す。

母子家庭等支援に関
するパンフレットの
作成に取り組みま
す。
また、引き続き、自
立支援教育訓練給付
金、高等職業訓練促
進費を給付します。

177

子
育
て
支
援
課

Ⅳ

母子家庭等への
経済的自立を支
援するため、引
き続き貸付資金
の受付事務やそ
の他制度の紹介
等の相談援助に
努めます。

母子家庭等への各種
援護資金貸付申請の
受付事務やその他制
度の紹介等の相談援
助を実施します。

2

(

1

)

②

母子家庭等へ
の各種援護資
金の貸付

母子家庭等への経済的自
立を支援するため、県の
貸付事業に対し各種援護
資金貸付申請の受付事務
を行います。

母子家庭等の経
済的自立と生活
意欲の助長とな
ります。
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
引き続き、必要に応じて入所支援を
します。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

母子生活支援施設や助産施設
への入所に関する相談に対し
適切な助言を行いました。

利用者
助産施設　　1件

母子生活支援施
設への入所に関
する相談・申請
手続きの支援に
引き続き努めま
す。

施設入所が必要な世
帯や個人の相談・申
請手続きの支援を行
います。

179

子
育
て
支
援
課

Ⅳ 2

(

1

)

②

助産施設及び
母子生活支援
施設への入所
に関する支援

母子家庭等で、経済的事
情等により、児童の監護
が十分果たせないと認め
られる場合、母子生活支
援施設に入所させ、その
自立助長を図ります。

施設に措置する
ことにより、経
済的・精神的不
安解消を図ると
ともに、障害や
問題の解決の場
を与えます。

140



連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
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男女共同参画
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みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

マニュアル作成時に女性に配慮した
避難所運営を周知しているが、マ
ニュアル作成に取り掛かれていない
地区もあるため、今後についてもマ
ニュアル作成の依頼をするととも
に、女性に配慮した避難所運営の普
及啓発を行う必要があります。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

女性に配慮した避難所運営が行われ
るための普及啓発など男女共同参画
の推進に努め、新たな避難所運営マ
ニュアルの作成ができたことから、A
評価とする。引き続き、残りの施設
についても男女共同参画の視点に
立った避難所運営マニュアルの作成
に取り組むこと。

総合
評価

改善策等の提言

A
２次評価を踏まえ取り組むこと。

避難所別の避難所運営マニュ
アルの作成に向け、各地区の
会議等に参加しました。マ
ニュアル作成時に女性に参加
していただくとともに、女性
に配慮した避難所運営が行わ
れるよう普及啓発をしまし
た。
令和元年度は新たに2箇所の
避難所運営マニュアルが策定
しました。

地域の実情に応じた
避難所運営マニュア
ルとするため、公民
館及び地域住民（自
治会、自主防災組
織、民生委員、地区
社会福祉協議会及び
まちづくり協議会
等）に協力依頼し、
行政と地域が一緒に
なってマニュアルを
作成します。マニュ
アル作成時に女性に
も参加していただく
よう依頼します。
また、女性に配慮し
た避難所運営が行わ
れるよう普及啓発を
行います。

避難所別の避難
所運営マニュア
ルの作成に努め
るとともに、マ
ニュアル作成時
に、女性にも参
加していただく
よう依頼しま
す。また、女性
に配慮した避難
所運営が行われ
るよう普及啓発
を行います。

180

危
機
管
理
課

女性に配慮した
避難所運営が行
われます。

Ⅳ 3

(

1

)

①

避難所におけ
る男女共同参
画の促進

避難所における女性等へ
の配慮等を盛り込んだ避
難所運営マニュアルの作
成を検討します。
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具体的実施目標

男女共同参画
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

災害の経験から、防災を自分事とし
て捉えて、男女の区別なく、積極的
な参加が見られました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

各公民館の実施状況は次のと
おりです。

避難所生活への理解を深める
～地域防災の実践のために
～」をテーマに、グループ
ワーク、調理実践、講義を行
いました。男女の区別なく、
学級生同士が積極的に意見交
換を行う姿が見られました。
特に、避難所のトイレ問題に
ついての講義では、高齢者や
女性、障がいをもつ人などへ
の配慮を考えるきっかけとな
りました。（年間3回開催）

181

中
央
公
民
館

Ⅳ 3

(

1

)

①

中央市民講座 地域課題の一つである防
災について取り組み、継
続的学習を行う中で、男
女の区別なく地域活動に
積極的に取り組む人材を
育成していきます。

男女共同参画の
視点を持ち、市
民講座を開催し
ていきます。

防災という地域
課題に男女の区
別なく取り組む
ことができるよ
う学習を進める
中で、市民参画
による運営に
よって市民力が
向上するよう取
り組みます。

昨年度までの学習の
成果を生かしなが
ら、今年度は自主防
災(自助)をテーマに
学習を深め、地域で
防災について行動し
ていく人材育成に取
り組むため、市民講
座を開催します。
地区在住の成人を対
象中央市民講座、月1
回(年間3回～5回）開
催します。

Ⅳ

(

1

)

①

地域課題の解
決に向けた事
業の実施

各公民館主催事業やまち
づくり協議会の課題解決
に向けた取り組みの中
で、男女双方の視点に配
慮した事業の実施をしま
す。

男女共同参画の
視点に立って、
継続的学習を行
う中で、男女平
等意識を高めま
す。

地域の実情に応
じて市内共通の
課題に取り組む
中で、市民参画
による運営に
よって市民力が
向上するよう取
り組みます。

地域の実情に応じて
市内共通の課題に取
り組む中で、市民参
画による運営によっ
て市民力が向上する
よう取り組みます。

3
公
民
館
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
地域活動への積極的な男性参加をさ
らに呼びかける予定です。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

本講座参加の市民の中から自主的な
会が設立し、協働のまちづくり推進
事業として活動がはじまったことに
より、一定の成果があがったため、
本講座を閉じます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

「中郷ウォーキング教室」
実施日　6月～翌年1月
開催場所　中郷地区周辺およ
び県内のウォーキングコース
参加者数　38人

男性の積極的な参加が見ら
れ、開催時間中も積極的に役
割を担い、中心となって動く
ことが習慣となりました。

年間5回実施し11人の参加が
ありました。平成29年度から
実施の本事業の中から、自主
的な「太田山をきれいにする
会」が発足し、令和元年度、
木更津市協働のまちづくり推
進支援事業として活動をはじ
めました。

地域課題の解
決に向けた事
業の実施

少子高齢が顕著な中郷地
区において、健康寿命の
増進と世代間交流を目的
に事業を開催します。

65歳以上の方が
もつ性別役割分
担の概念を改め
るよう働きかけ
ます。

男性が参加しや
すい環境整備、
継続しやすい雰
囲気づくり、講
座の中での役割
について配慮し
ます。

中郷ウォーキング講
座等男性も参加しや
すい内容を開催、自
ら積極的に学ぶ環境
を整えます。

183

文
京
公
民
館

Ⅳ 3

(

1

)

①

未来思考船 少子高齢化社会を迎える
にあたり、今、私たちは
何を主体的に行っていく
べきなのかの座談会を開
催します。

集まったみんな
で話し合いから
関わりを深める
ことにより、男
女差別なく地域
課題を考える機
会となります。

運営の中で出て
きた課題に対し
て課題解決につ
ながる取り組み
を活動に反映し
ます。

座談会を通して、私
たちのできる活動を
考える機会としま
す。また、様々な意
見を持つ市民が語り
合い相互に理解を深
め、未来に向けた具
体的な活動へつなげ
ます。（年間5回）

182

中
郷
公
民
館

Ⅳ 3

(

1

)

①
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男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
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年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B
シニアのための健康講座は参加者に
好評だったものの実施回数の削減が
ありました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

今後も参加しやすい内容や日程など
を調整と、同じ状況になった場合の
代替策を検討しながら、高齢者の生
きがいとなり、男女共同して取り組
める講座づくりに努めること。

総合
評価

改善策等の提言

B
２次評価を踏まえ取り組むこと。

高齢者の自立と健康づくりの
ため、シニアのための健康講
座では家庭でも簡単にできる
健康体操を実施しました。全
5回の予定が、第4・5回は新
型コロナウイルスの感染拡大
防止のため中止になりまし
た。

184

東
清
公
民
館

Ⅳ 3

(

1

)

①

健康講座 免疫を高めることで健康
管理に役立てる講義や
ウォーキング教室など、
生活の中での実践に役立
てる健康講座と、医師・
栄養士等、幅広い専門家
の講義を組み合わせ、地
域と家庭の健康課題に取
り組んでいきます。

生活の基本であ
る家庭内から健
康を考えること
で、相互理解を
深めることが期
待できます。

地域の課題と
なっている認知
症の予防や食生
活の改善のため
の料理実習、運
動機能を維持す
るためのトレー
ニング等を開催
し、自立した生
活の維持のため
のプログラムを
取り入れます。

健康講座を年6回開催
します。
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

男女問わず参加できる学習内容を実
施したほか、地域に還元できる内容
を展開することができました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
八幡台小学校区まちづくり協議会と
共催で、地域をあげて地域課題に取
り組むことができました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

前年度健康講座受講生の有志
が文化祭にて健康に関する展
示発表を行い、その結果、今
年度の健康講座生に新しい男
性が参加しました。

八幡台小学校区まちづくり協
議会では、八幡台公民館と共
催で「親子で防災教室！」
や、「ひばりカフェ」など、
男女関わらず地域活動の更な
る推進となるような活動を行
いました。

「八幡台小学校区ま
ちづくり協議会」の
事務局として、地域
活動の更なる推進を
支援します。

186

八
幡
台
公
民
館

Ⅳ 3

(

1

)

①

「八幡台小学
校区まちづく
り協議会」へ
の支援

「八幡台小学校区まちづ
くり協議会」の事務局と
して、地域課題に地域を
あげて取り組みます。

男女を問わず、
街づくりに主体
的に関われるよ
うに支援しま
す。

地域づくりに向
けて、上烏田、
八幡台、羽鳥野
の三地区の交流
を更に推進しま
す。

185

八
幡
台
公
民
館

Ⅳ 3

(

1

)

①

「いつまでも
元気！健康講
座」の開催

健康についての学習と、
その情報を地域に還元す
る事業を実施します。

男女を問わず健
康について学習
する機会を設け
ます。

前年度の学習し
た内容を文化祭
の場で有志が自
主発表を行いま
す。

健康について男女に
関係なく学習し、地
域に還元できるよう
働きかけを行いま
す。
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の
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向

具
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
八幡台公民館地区の特性を生かし、
男女や年齢に関係なく学習する機会
を提供することができました。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B
事業計画を確実に実施できる余裕の
ある事業展開が必要です。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

－

台風災害の収束を見極め、再び事業
を計画することも考えられるが、相
手の状況などを勘案し進める必要が
あったことから、（－）評価とす
る。

総合
評価

改善策等の提言

－
２次評価を踏まえ取り組むこと。

「親子で防災教室！」の事業
を4回実施することができま
した。

施策担当部署と連携した事業
計画として、木更津市役所と
東京電力パワーグリット
（株）の合同ディスカッショ
ンなどの計画をしておりまし
たが、9月の災害により実施
を見合わせました。

187

八
幡
台
公
民
館

Ⅳ 3

(

1

)

①

「親子で防災
教室」の開催

親子で防災について学
び、ひいては地域で活動
することの大切さを学ぶ
機会とします。

男女や年齢に関
係なく、防災に
ついて学ぶ機会
を設けます。

防災という地域
課題を男女や年
齢に関係なく学
習することがで
きるような内容
を展開します。

「親子で防災教室」
を「八幡台小学校区
まちづくり協議会」
の協力を得て2回実施
します。

施策担当部署と連携した
事業(職員研修等)を推進
します。

男女共同参画の
周知・啓発が図
られます。

施策担当部署と
の密な連携を取
ることと、より
多くの情報を収
集することによ
り、毎年確実に
事業実施へ結び
つけます。

施策担当部署との密
な連携を取り、事業
を実施します。

188 1

(

1

)

①

男女共同参画
施策担当部署
との連携

Ⅴ
職
員
課
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の
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

次年度も3次評価まで速やかに実施で
きるように努め、事業実施結果の点
検・評価・検証を実施し、改善策を
協議し、今後の計画推進に反映しま
す。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
情報提供を行いましたが、更なる内
容の充実に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

7月11日に第1回男女共同参画
推進委員会を開催し、男女共
同参画共同推進計画の平成30
年度の進行管理について助
言・提言をいただきました。
また、2月13日に第2回男女共
同参画推進委員会を開催し、
市内企業との意見交換を実施
しました。

委員へ推進委員会を通じて
国・県等の現状の動きなどの
情報提供を行いました。
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地
方
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生
推
進
課

Ⅴ 1

(

1

)

第1回男女共同参画推
進委員会を開催し、
「男女共同参画推進
計画（第4次）」の進
行管理の結果につい
て、検証・評価を行
います。
また、計画の推進状
況について、助言・
提言を行い、その内
容を次年度の事業計
画へ反映させます。

木更津市男女
共同参画推進
委員会の充実

本市の男女共同
参画施策の推進
につながりま
す。

男女共同参画推
進委員に対し
て、適宜、情報
提供に努めま
す。

男女共同参画推進委
員会などの機会を通
じて、適宜、国・
県・他自治体の動向
に関して情報提供を
行います。

男女共同参画推
進委員会を開催
し、「男女共同
参画推進計画
（第4次）」の
推進状況の把
握・評価等を行
い、必要に応じ
た助言・提言を
行います。189

地
方
創
生
推
進
課

1

(

1

)

①

木更津市男女
共同参画推進
委員会の充実

男女共同参画の促進に関
し、市長の諮問に応じ、
調査、審議するととも
に、その実施について建
議します。

本市の男女共同
参画施策の推進
につながりま
す。

Ⅴ

委員へ国・県・他自治体
などの情報提供を行いま
す。

①
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の
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具
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
庁内連絡会議を開催し進行管理にお
ける2次評価を行いました。更なる内
容の充実に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

庁内連絡会議を開催し情報提供を行
いました。進行管理とあわせて情報
提供の内容の充実に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

木更津市男女共同参画施策庁
内連絡会議の委員選出の際、
女性の選出について配慮して
いただくように依頼しまし
た。
会議は、6月11日に開催し平
成30年度の進行管理における
2次評価を行いました。

木更津市男女共同参画施策庁
内連絡会議を6月11日に開催
し、進行管理とあわせて国・
県・他自治体などの情報提供
を行いました。
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Ⅴ 1

(

1

)

①

木更津市男女
共同参画施策
庁内連絡会議
の充実

各部等の庶務担当課長等
で構成し、本市における
男女共同参画に関する施
策の総合的かつ効果的な
推進を図ります。

本市の男女共同
参画施策の推進
につながりま
す。

「庁内連絡会議
設置要領」を改
正し、各部等の
意見をより反映
させるため、各
部等の課長・課
長相当職・課長
補佐職の職員か
ら委員を選出す
るように、委員
の選出基準を見
直しました。

委員の推薦にあたっ
ては、女性委員の選
出に配慮するよう
に、依頼します。
また、庁内連絡会議
では「男女共同参画
推進計画（第4次）」
の進行管理について2
次評価を行い、施策
の総合的かつ効果的
な推進を図ります。

庁内連絡会議委員を
通じて、各部等に適
宜、国・県・他自治
体などの男女共同参
画に関する情報提供
を行います。

庁内連絡会議を
活用して、必要
に応じて各部等
へ情報提供する
よう努めます。

委員へ国・県・他自治体
などの情報提供を行いま
す。

本市の男女共同
参画施策の推進
につながりま
す。

地
方
創
生
推
進
課

Ⅴ 1

(

1

)

①

木更津市男女
共同参画施策
庁内連絡会議
の充実

192
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策
の
方
向

具
体
的
施
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

今後も、市民意識調査や他の調査などで
男女共同参画に関する調査が盛り込める
か検討し、本市の男女共同参画推進の資
料としていきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
次年度も実施できるよう努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

令和2年度に実施する「木更
津市市民アンケート」に男女
共同参画の推進に関する調査
事項を盛り込むことを検討し
ました。
女性の社会参画やワーク・ラ
イフ・バランスの推進に関す
る広報・啓発活動の取組に対
する満足度について調査を行
う予定です。

第2回男女共同参画推進委員
会において、市内企業等との
関係者と意見や情報交換を行
いました。

男女共同参画推進委
員会において、市
民・団体・企業（商
工会議所）等との関
係者と、意見や情報
の交換ができる回を
設けます。
また、実施にあたっ
てはその内容につい
て検討し、充実した
意見交換会となるよ
うに努めます。

市民意識調査等
を実施する際
に、男女共同参
画に関する事項
を盛り込めるよ
う、検討しま
す。

市民意識調査や他の
調査などの機会を捉
えて、男女共同参画
に関する調査事項を
盛り込めるように検
討します。
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1
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進
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Ⅴ 1

今後の男女共同
参画施策を推進
する上での基礎
資料とします。

市民・団体・
企業等との情
報交換の充実

男女共同参画推進委員会
において、市民、団体、
企業(商工会議所)等の代
表と情報交換を行いま
す。

市民・団体・企
業等との情報交
換、及び連携が
図れます。

②

市民意識調査を実施する
際、男女共同参画に関す
る事項を盛り込みます。

男女共同参画推
進委員会と、市
民・団体・企業
（商工会議所）
等との情報交換
が行えるよう
に、その実施と
内容について検
討します。

(

1

)

①

市民の男女共
同参画に関す
る意識調査の
実施
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具
体
的
施
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A

県及び他自治体の状況を踏まえて本
市にあった適切な条例を目指して情
報収集に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

千葉県は全国で唯一、男女共
同参画条例の制定がない都道
府県であるため、県内で既に
条例を制定している自治体に
ついてホームページなどを参
照し情報収集に努めました。

※県内で男女共同参画条例が
制定されている７自治体（千
葉、市川、佐倉、習志野、市
原、我孫子、富津）

(仮称)木更津
市男女共同参
画条例制定に
向けての検討

(仮称)木更津市男女共同
参画条例制定に向けての
検討をします。

本市の男女共同
参画施策の推進
につながりま
す。

県及び他自治体
の条例制定の状
況等について、
引き続き情報収
集を行い、条例
制定に向けて検
討を行います。

県及び他市町村の条
例制定の状況を見な
がら、本市にあった
条例作りを目指し
て、今後も情報収集
に努めます。
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③
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具
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的
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事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B

相談内容に応じて各所管部署が窓口
となり、必要な対応をしている現状
を踏まえて、総合的相談窓口の役割
について慎重に検討していきます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

C

相談内容に応じて、専門となる各所
管部署がそれぞれ対応している現状
を踏まえ、総合的な相談窓口のあり
方と必要性については慎重に検討す
る必要があることから、C評価とす
る。現状や他の自治体の状況を考慮
し、設置に向けた検討を行うこと。

総合
評価

改善策等の提言

C
２次評価を踏まえ取り組むこと。

男女共同参画に関わる総合的
相談窓口の設置について検討
するため、他の自治体の事例
などの情報収集に努めまし
た。
現状として、相談内容に応じ
て各所管部署が窓口となり対
応している状況を踏まえ、庁
内連絡会議などの議題とし
て、総合的な相談窓口の設置
に向けて検討していきます。

男女共同参画
に関わる総合
的相談窓口の
設置

男女共同参画に関わる総
合的相談窓口を設置しま
す。

総合的な相談窓
口の設置によ
り、一層の男女
共同参画への推
進となります。

引き続き、男女
共同参画に関わ
る総合的な相談
窓口の設置につ
いて検討するた
め、情報収集に
努めます。

現状は、相談内容に
応じて、各所管部署
が窓口となり必要な
対応をしていること
を踏まえ、総合的な
相談窓口のあり方に
ついては、慎重に検
討していきます。
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の視点から
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

B
紙面の構成を工夫し、記事の掲載に
努めるとともに、情報紙以外の方法
による情報提供を検討します。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

C

計画を男女共同参画情報紙に掲載で
きなかったため、見直しが必要とな
るC評価とする。
今後、男女共同参画情報紙への掲載
とあわせ木更津市男女共同参画計画
の周知に努めること。

総合
評価

改善策等の提言

C
２次評価を踏まえ取り組むこと。

紙面の都合により、記事は掲
載できませんでしたが、ホー
ムページに第4次男女共同参
画計画の平成30年度実施結果
と令和元年度事業計画を掲載
しました。

市民への計画
の周知と意識
の高揚

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）で
計画を周知します。

計画を積極的に
推進するための
理解が深まりま
す。

男女共同参画計
画の周知に関す
る記事の掲載が
できるよう、男
女共同参画情報
紙の紙面の構成
を工夫し、掲載
に努めます。

性と生殖に関す
る尊厳性と健康
に関して、男女
共同参画情報紙
へ掲載できるよ
う、男女共同参
画情報紙の紙面
の構成を工夫
し、掲載に努め
ます。

男女共同参画情報紙
への記事掲載を検討
します。
また、情報紙以外の
方法による情報提供
の実施に努めます。
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男女共同参画
の視点から
みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
研修会で計画の周知を図りました。
今後も周知に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

令和元年度新規採用職員研修
において、男女共同参画計画
についてまとめたレジュメを
基に、計画及び取組について
の説明を行いました。

市民への計画
の周知と意識
の高揚

各種研修会、講習会で計
画を周知します。

計画を積極的に
推進するための
理解が深まりま
す。

新規採用職員研
修など各種研修
会等において、
男女共同参画計
画について周知
を図ります。

各種研修会・講習会
及び男女共同参画
フォーラム等の機会
を捉え、男女共同参
画計画について資料
の提示等にて周知に
努めます。
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
今後も行政資料室への配置や市ホー
ムページ等において実施結果等を公
表していく予定です。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

行政資料室への資料配置や、
市ホームページへ実施結果等
を公開し、いつでも・誰でも
閲覧できるよう計画とその進
行状況について公表しまし
た。

計画の推進に
ついて市民・
団体・企業等
への周知

行政資料室に配置し、閲
覧できるようにします。

計画を積極的に
推進するための
理解が深まりま
す。

事業計画の進行
管理結果につい
て、行政資料室
に配置し、計画
の推進状況につ
いて公表しま
す。
また、市ホーム
ページにも「木
更津市男女共同
参画計画（第4
次）」及び毎年
度の事業計画に
ついて掲載し、
いつでも・誰で
も推進状況が閲
覧できるように
します。

「木更津市男女共同
参画計画（第4次）」
及び毎年度の事業計
画について、行政資
料室への資料配置
や、市ホームページ
での推進状況の公開
を行い、いつでも・
誰でも閲覧できるよ
うに、計画とその進
行状況について、公
表します。

199

地
方
創
生
推
進
課

Ⅴ 1

(

2

)

①

154



連
番

課
名

基
本
目
標

主
要
課
題

施
策
の
方
向

具
体
的
施
策

事業名
事業内容
及び
具体的実施目標

男女共同参画
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みた効果

30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
計画の進行管理について、市ホーム
ページで公表しました。より見やす
い表記に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

年度終了後、速やかに各課に
よる評価（1次評価）、庁内
連絡会議による評価（2次評
価）、推進委員会による評価
（3次評価）を実施し、市
ホームページで公表しまし
た。

計画の推進に
ついて市民・
団体・企業等
への周知

市ホームページに推進状
況を公表します。

計画を積極的に
推進するための
理解が深まりま
す。

計画の進行管理
の状況につい
て、年度終了後
に速やかに、市
ホームページに
て公表します。

事業計画の進行管理
の状況について、各
課等における1次評
価、庁内連絡会議に
おける2次評価、推進
委員会における総合
評価を行い、速やか
に市ホームページに
て進行管理結果を公
表します。
合わせて、推進委員
会の開催状況等につ
いても、市ホーム
ページにて公表しま
す。
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30年度実施結果
に基づく改善内
容

年度別の事業計画
(R1)

計画事業の実施状況(R1) 評価

評価の理由
事業実施上の課題・問題点

改善等の提言
(R1)

【木更津市男女共同参画推進計画（第４次）事業評価表】（令和元年度）

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
計画の進行管理について市ホーム
ページで公表しました。より見やす
い表記に努めます。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

1次
評価

1次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

A
次年度も速やかに実施結果の点検・
評価・検証を実施し、今後の計画推
進に反映します。

2次
評価

2次評価の理由
事業実施上の課題・問題点・改善等

総合
評価

改善策等の提言

計画の進捗状況について、平
成30年度実施結果及び令和元
年度実施計画を市公式ホーム
ページに公表しました。

年度終了後、速やかに各課に
よる評価（1次評価）、庁内
連絡会議による評価（2次評
価）、推進委員会による評価
（3次評価）を実施し、市
ホームページで公表しまし
た。

計画の推進状
況の把握

毎年度、事業実施結果の
点検・評価・検証を行
い、改善策を協議し、推
進状況とあわせて公表し
ます。

計画を積極的に
推進するための
理解が深まりま
す。

ＰＤCAサイクル
に基づき計画の
点検・評価・検
証に取組みま
す。
また、評価内容
は、次年度の事
業計画の策定に
反映させます。

平成30年度の事業実
施結果の点検・評
価・検証を行いま
す。
評価結果について
は、市ホームページ
で速やかに公表しま
す。
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計画の推進に
ついて市民・
団体・企業等
への周知

男女共同参画情報紙（広
報きさらづ折り込み）に
推進状況(概要)を公表し
ます。

計画を積極的に
推進するための
理解が深まりま
す。

計画の推進状況
の概要につい
て、男女共同参
画情報紙への掲
載のほか、男女
共同参画フォー
ラムや研修会等
で、公表しま
す。

計画の推進状況につ
いて、市ホームペー
ジにて進行管理結果
等を公表します。
また、男女共同参画
情報紙には、紙面に
限りがあることか
ら、男女共同参画
フォーラムや研修会
等の機会を見つけ
て、推進状況の概要
について、周知に取
り組みます。
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